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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第１章　案内人







　朝あさ霧ぎりの向こうで景色が霞かすんでいる。


　集落に点てん在ざいする建物も、その向こうに見える森の木立も、薄うすい紗しやに覆おおわれているように見えて世界が朧おぼろだった。まるで、まだ夢ゆめから覚めていないように思える。


　けれど、夢なんかじゃない。ここはローラーティオーと呼よばれる島。外界から断だん絶ぜつされた、守しゆ護ごの民たみが住まう土地。


　外の世界の人々から守護の民と呼ばれている者たちは、二つの部族に分かれて生活を営いとなんでいた。そのうちの一方であるアウローラの集落に、ルビーウルフたちは身を寄よせている。


　そのローラーティオーの中心となっているヘリオトロープという少女に呼ばれ、ルビーウルフとジェイドは彼女のいる天てん幕まくへと赴おもむいた。そこではすでに見習い騎き士しのリオンとティグル、そしてトライアンの騎士であるロヴィンが二人を待っていた。


　軋きしむ階かい段だんを順に上り、垂たれ幕を腕うでで押おしのけて天幕の中へと踏ふみ入る。すると、顔に特とく徴ちよう的てきな痣あざを持つ少女が出で迎むかえてくれた。彼女がルビーウルフたちをここへ呼んだ人物──ヘリオトロープ・アウローラ。


　ヘリオトロープの左右には、アウローラの戦士であるアピスとウェスパが控ひかえていた。


　座すわるようにとヘリオトロープに促うながされ、ルビーウルフたちはその場に腰こしを下ろす。


「よく眠ねむれたか？」


　挨あい拶さつ代わりにヘリオトロープは言った。けれど、誰だれも頷うなずかない。昨日、あんなことがあったのだから当然だ。


　ルビーウルフは隣となりに座っているジェイドの顔を窺うかがい見た。


　彼に魔ま導どうを教えたエリカ・ブルーノ。彼女がトライアンの姫ひめであるミレリーナを捕とらえて去ったのは昨日のことだ。


　アウローラと共にローラーティオーに住まうクレプスムルクは神具を集め、何かを為なそうとしている。エリカはそれに手を貸かしていた。


　どうして彼女がそんなことをしているのか。それはまだわからないが、ジェイドにとってはつらいことだった。エリカはジェイドを幼おさない頃ころから指導してきた魔導の師しなのだから。


　けれど、ジェイドは毅き然ぜんと顔を上げていた。昨晩ゆうべはさすがに憔しよう悴すいしていたが、己おのれが今やるべきことを見失ったりしない。


　必ず神具を取り戻もどし、グラディウスに帰る。ミレリーナと、そしてエリカを救い出して。


　エリカがクレプスムルクに手を貸しているのには何か理由があるはずだ。彼女はジェイドを裏うら切ぎったりしない。ジェイドはそう信じていた。ルビーウルフも同じだ。エリカを信じている。


　それでも、場には重い空気が淀よどんでいた。右も左もわからない土地で、それぞれが大切なものを奪うばわれたのだから無理もない。


　ルビーウルフは〈導みちびきの剣けん〉を、ジェイドはエリカを、そしてトライアンの騎士、ロヴィンはミレリーナを。〈全知の書〉をその身に取り込む役目を負うヘリオトロープは、その〈全知の書〉を取り逃にがしたうえに戦士であるアピスを傷きずつけられた。


　ジェイドに救われて命は助かったアピスだが、彼女もまた右腕を失った。羽は織おりで傷口を隠かくしているものの、本来右腕があるべき場所は布ぬの地じがぺたりと力なく垂れている。


　ふぅっ、と重い空気を吹ふき飛ばすように溜ため息をついたのはヘリオトロープだった。


「そう覇は気きがなくては、頼たよりなくてかなわんのだが」


「昨日の今日なんだから、ちょっとくらい勘かん弁べんしてよ」


　ルビーウルフが答えると、ヘリオトロープは仕方ないなというように再ふたたび吐息を零こぼした。


　やる気がないわけではない。ただ、ルビーウルフたちにとってローラーティオーは未知の世界だ。〈導きの剣〉を取り戻すにしろミレリーナやエリカを捜さがすにしろ、ヘリオトロープをはじめとするアウローラの人々に助力を請こわなくてはいけない。頼りたいのはこちらのほうだ。


「ヘリオトロープ殿どの」


　ジェイドが少女の名を呼んだ。視し線せんが一いつ斉せいに彼に集まる。


「クレプスムルクの集落までの道を教えていただきたい。もう一度、老師と話がしたいのです」


　昨日、エリカは理由を求めるジェイドの声を拒きよ絶ぜつした。あなたには関係のないことよ、と突つっ撥ぱねたのだ。


　もちろん、そんなことで納なつ得とくできるわけもない。ジェイドはエリカの真意を知りたくて、すぐにでも彼女のもとへ行きたいのだろう。急せく思いが隣にいるルビーウルフにも痛いたいほど伝わってくる。


「そのことで呼んだのだよ」


　ジェイドをまっすぐ見つめ返し、ヘリオトロープは小さく頷いた。けれど、彼女の唇くちびるから零れ出たのはジェイドやルビーウルフたちが望んでいるものではなかった。


「しばし、待ってもらいたいのだ」


　その答えに、ルビーウルフとジェイドは眉まゆ根ねを寄よせて顔を見み交かわした。双ふた子ごやロヴィンも同じように不ふ審しんそうな眼まな差ざしをヘリオトロープに向けている。けれどヘリオトロープは構かまわず話を続けた。


「クレプスムルクの領りよう域いきに一歩でも入ってしまえば何が起こるかわからぬ。〈全知の書〉を失ってからしばらくは互たがいに情じよう報ほうを求め合い、行き来もあったのだが……。どういうわけか、クレプスムルクは我われらを拒こばむようになってしまった。あちらの集落の場所を知る者も歳としを取って、もう記き憶おくも薄うすれてしまっている。それでも戦士を使ってあちらの様子を窺うかがうことはしていたわけだが、その筆頭がアピスなのだ」


　ヘリオトロープは隣に座しているアピスをちらりと見やった。アピスは軽く会え釈しやくするように頭を下げる。その拍ひよう子しに結ゆい上げた黒くろ髪かみがさらりと揺れた。


「クレプスムルクの領域に、最も深く入り込んだことがあるのは私です。私があなた方を先導いたします」


　紫し紺こんの瞳ひとみで一同を見み渡わたし、アピスが言う。けれど、ヘリオトロープは渋じゆう面めんだった。


「こう言って聞かないのだ。たしかにアピスが適てき任にんだとわかっているが……」


　右腕を失ったアピスには、得物である槍やりを振り回すことも困こん難なんだ。いや、それどころか、まともに歩けるかどうかもわからないのに。


　誰もが難色を示しめす中、それでもアピスは退ひこうとしなかった。


「足手まといは重々承しよう知ちしております。けれど、ここで黙だまって待っているなどできないのです」


　クレプスムルクの戦士と相対し、敗北した悔くやしさが彼女を突つき動かしているのだろう。しかし、即そく座ざに異い論ろんの声が上がった。ロヴィンだ。


「あなたの矜きよう持じのために、我われ々われに待てというのですか。その間、ミレリーナ様がどれほどの思いでいらっしゃることか」


　静かだけれど、冷たい声こわ音ねだった。どうも彼はミレリーナ以外の者に対してひどく関心が薄いらしい。手負いの女を突き放すような物言いはいかがなものかと思うが、ルビーウルフも意見は同じだった。


「悪いけど、あまり時間をかけたくないんだ。アピスがまともに歩けるようになっても、何かあればあたしたちが庇かばわなくちゃいけない。そうなったら余よ計けいに悔しいだけだよ、アピス」


　ルビーウルフの言葉に、アピスは唇を嚙かんで俯うつむいた。まだ納得できないようだが、反論する気配はない。それを見て、ヘリオトロープは安あん堵どしたようだった。顔をルビーウルフたちに向け、微かすかに笑えむ。


「そう言ってもらえると助かるよ。アピスも、これでようやく諦あきらめてくれるだろう」


「他に案内できる人はいないの？」


　そう言いながら、ルビーウルフはもう一人の戦士であるウェスパに目を向けた。体たい格かくの良い、アピスより一回り以上歳としを重ねているように見える男だ。けれど、彼は唇を堅かたく引き結んだまま首を左右に振った。


「私は集落の警けい護ごを務つとめておりましたので」


「そうか……」


　ルビーウルフは溜め息につぶやきを乗せた。


　では、やはりアピスに頼るしかないのか。けれど、そうなるとせめて彼女がまともに歩けるようになるまで待たなくてはいけない。その間にミレリーナに何かあってはと考えると、ひどくもどかしかった。


「ならば、我が行こう」


　しゃんと背せ筋すじを伸ばして、ヘリオトロープが名乗りを上げた。その場の全員が驚おどろきで目を丸くする。その中でも一番に慌あわてたのが戦士たちだ。


「何をおっしゃいますか、ヘリオトロープ様！」


「ヘリオトロープ様はアウローラに生まれし神の器うつわ。クレプスムルクにとっては〈全知の書〉を奪うばい合う存そん在ざいです。今までこうしてお守りしてきた意味をおわかりではないのですか」


　アピスもウェスパも咎とがめるように厳きびしい表ひよう情じようをヘリオトロープに向けた。しかしヘリオトロープは動じることなく、二人に向き合う。


「わかっているとも。だから我は今までこの集落を出たことがない。それどころか、天てん幕まくから出るにもお前たちの許ゆるしが必要で、話し相手は語り部べの年とし寄よりばかり。それを不ふ憫びんに思ってくれたアピスと視し覚かくや聴ちよう覚かくを共有し、外の様子を見せてもらっていたのではないか。──アピスはここにいて、我に道を教えてくれれば良い。そして我がこの者たちを案内する。それしかあるまい。ぐずぐずしている間にクレプスムルクの連中が本ほん懐かいを遂とげてしまっては、それこそ完敗であろう？」


「しかし……」


「決めるのは我らではないよ。──グラディウスの女王、お前は我とアピスと、どちらを連れて行く？」


　アピスの言葉を遮さえぎり、ヘリオトロープはルビーウルフに決けつ断だんを委ゆだねた。


　アピスにしろヘリオトロープにしろ、案内を頼むならルビーウルフたちが守らなければいけない。だからヘリオトロープはルビーウルフに選ばせようというのだ。


　アピスは見ての通り、動き回ることは困難。そしてヘリオトロープは幼おさない。どちらもどちらだが、いざとなった時は体の小さなヘリオトロープのほうが担かついで逃げることも容よう易いだろう。


「ヘリオトロープに頼むよ」


　ルビーウルフが決断を下すと、アピスは沈しずんだ表情で俯いてしまった。己おのれが不ふ甲が斐いないばかりにヘリオトロープを危き険けんに晒さらしてしまうことが悔しいのだ。けれどウェスパは違った。ルビーウルフがヘリオトロープを選ぶと察していたのか、ずいっと身を乗り出してくる。


「では、私もお供ともいたしましょう。アピスほどではないにしろ、アウローラの領域内での地利はありますゆえ」


　座ざしたまま両の拳こぶしを床につき、ウェスパは頼み込むように深く頭を下げた。ヘリオトロープとルビーウルフは同時に頷く。もしもの時に彼がヘリオトロープを守ってくれるなら、ルビーウルフたちの負担も軽くて済すむはずだ。


「出しゆつ立たつはいつ頃できる？」


「今すぐにでも」


　ルビーウルフの問いにウェスパは間かん髪はつ入れず答えた。力強い声音だった。


　ヘリオトロープはアピスの膝ひざに手を置き、彼女の顔を覗のぞき込こむようにして言う。


「アピス、すべてはお前の目が頼りだ。しっかり頼むぞ。この場所から、我を守っておくれ」


　その言葉にアピスは頷いた。ヘリオトロープが言う通り、彼女には彼女の役やく割わりがある。ヘリオトロープやルビーウルフたちを安全に誘ゆう導どうすることで、アピスはヘリオトロープを守るのだ。


「では参ろうか」


　立ち上がったヘリオトロープが一同を見み渡わたした。それに続き、ルビーウルフたちも立ち上がる。


　それぞれが奪われたものを取り戻すために。





　　　　†




　ひんやりと湿しめった空気の中、ミレリーナは途と方ほうに暮くれていた。


　アウローラの集落でエリカに捕とらわれ、気がついたらここにいた。ローラーティオーに引きずり込まれた時と同じ、手て招まねきをする光を通ってきたように思う。


　薄うす気き味みの悪い場所だった。暗い天てん井じようから滴したたる水が、岩場の陰かげに溜たまってぴたぴたと規き則そく的な音を立てている。


　所々に置かれた丸い石は何らかの術じゆつが施ほどこしてあるのか、暖かな黄色い光を放っていた。ほんのり壁へき面めんに影かげを作る程てい度どの明るさで、それ以外に光こう源げんはない。


　洞どう窟くつか何からしいが、側壁や地面には歩きやすいように削けずって整えた跡あとも見受けられた。昔から、人の出入りがあった場所のようだ。いくつも分かれ道があって、迂う闊かつに歩き回れば迷めい宮きゆうに入り込んでしまいそうで動くこともできない。


　事実、ミレリーナは自分がどこにいるのかもわからないのだ。


　ここに来て、最初に見たのも似にた風景だった。薄暗く、岩がむき出しの天井。けれど、違ったことはいくつかあった。


　ミレリーナが今いる場所より数十倍は広く、高い天井からは氷柱つららのような岩が垂たれ下がっていた。床ゆかにも同じような突とつ起きした岩が植物のように生えていて、天井のものと繫つながって頑がん丈じような柱になっている所もある。


　そこでミレリーナを待っていたのは、一人の少年。黒くろ髪かみに紫し紺こんの瞳ひとみという、ローラーティオーに住まう者の特とく徴ちようを持った少年だった。淡あわい緑の布ぬのを体に巻まきつけるように着て、青い腰こし帯おびで止めている。腰帯には白い石の飾かざりが連なっていた。


　そしてもう一つ、目立った特徴があった。暗赤色の、顔の痣あざだ。まるで虎とらのような幾いく筋すじもの痣が少年の顔を彩いろどっていた。


　ミレリーナはその痣に見覚えがあった。アウローラのヘリオトロープと同じ、神の器を示しめす痣だ。


　けれど、この少年はヘリオトロープよりもずっと幼おさなかった。歳は五つか六つか。場違いなほど、あどけない。


　ミレリーナを捕らえて現あらわれたエリカとイグニスを見たとたん、今度は上手にできた、と少年は言った。額ひたいに浮ういた汗あせの珠たまを拭ぬぐいながら。


　少年の手はわずかに光を帯びていた。いや、正せい確かくには指先だ。爪つめに小さな乳にゆう白はく色の石が貼はり付けられていて、そこを中心として光が灯ともっていた。


　手招きをする光は彼の術だったのだと、ミレリーナは悟さとった。けれど、どうしてこんな子供が。


　エリカに訊たずねたかったが、彼女はミレリーナと目を合わせようとはしなかった。


　以前のように、茶を飲みながら笑って話をしてくれた彼女はもういないのか。そう思うと、胸むねが鋭するどい爪で搔かき裂さかれるように痛いたんだ。こんなことは噓だと頭の中でどんなに否ひ定ていしても、目の前にあるものが真実だ。エリカはミレリーナを裏うら切ぎった。


　そのエリカが力を貸かしているのが、イグニスという男だ。エリカがそう呼んでいた。


　二人がどういった関係なのか、それはわからない。けれど、イグニスが以前エリカを訪たずねてトライアン王おう城じようまで来たことがあるのをミレリーナは知っている。


　イグニスはミレリーナに〈裁さばきの天てん秤びん〉をその身から離はなすよう命じた。物腰は穏おだやかだけれど、有う無むを言わせぬ威い圧あつ感があった。それに、下へ手たに逆さからえば何をされるかわからない。守ってくれる騎き士しは、ここにはいないのだ。


　イグニスに言われた通り、ミレリーナはトライアンの神具〈裁きの天秤〉を手放すことにした。そして、そこでまた見覚えのあるものを見たのだ。


　細やかな金の装そう飾しよくと、真っ赤な房ふさ飾かざりが目を引く長ちよう剣けん。それは間違いなく、グラディウスの神具〈導みちびきの剣〉だった。


　グラディウスの女王ルビーウルフは、奪うばわれた神具を取り戻すためにローラーティオーまでやってきた。それもすべて、イグニスとエリカが仕組んだこと。


　ルビーウルフもエリカに裏切られたのだ。そして彼女はきっと、神具を取り戻もどすためにここまでやってくるだろう。その時に好機を見み出いだすしかない。


〈導きの剣〉は苔こけむした岩場の上に無む造ぞう作さに放り出されていた。これを唯ゆい一いつ扱あつかうことができるルビーウルフがいないから、動かすこともできないのだ。


　ミレリーナは〈導きの剣〉の傍かたわらに折りたたんだ絹きぬのハンカチを敷しき、その上に〈裁きの天秤〉をそっと置いた。こんな寒々しい所に放置するなんて、忍しのびないから。


　これで、三つ。


　ここに三つの神具が集まってしまった。〈裁きの天秤〉、〈導きの剣〉、そして──〈全知の書〉。


　伝でん承しようの中だけの存そん在ざいだと思っていた。それをエリカが持っていたなんて。ずっと一いつ緒しよにいて、何食わぬ顔で会話をして笑いあっていたのか。神国にとって忌き避ひすべきものをその身に抱かかえて、何も知らないミレリーナたちを嘲あざ笑わらっていたのだろうか。


　残り二つの神具が集まれば、その時には──


　そんなことは考えたくもなかった。かぶりを振ふって嫌いやな想そう像ぞうを振ふり払はう。


　その後、ミレリーナは別の部屋に連れて行かれた。部屋といっても、自然にできた空くう洞どうを少々整えた程度だ。苔は生えているし天井から滴る水は窪くぼみに溜まって小さな池のようになっている。


　出入り口となっている場所は狭せまく窄すぼまっているけれど、扉とびらがあるわけでもない。出ようと思えば出られるだろうが、どっちを見ても同じ岩場の中を右に左にと歩かされたものだから、先ほどまでいた場所に戻ることさえできるかどうか。


　そういうわけで、ミレリーナは側壁を削って作られている寝しん台だいに腰掛けたまま何度目かになる溜め息をついていたのだった。


　どこかから足音が反はん響きようしてくる。エリカか、イグニスか、それとも別の誰だれかなのか。薄うす闇やみの向こうにいる気配が誰のものともわからないことも、ミレリーナから行動する気力を奪っていた。下手に相手の神しん経けいを逆さか撫なでしたところで、ミレリーナは自分の身を守る術すべを持っていないのだから。


　足音は今までにも何度か聞こえた。その度たびに、誰か見知った顔が迎むかえに来てくれたのではないかと期待が膨ふくれ上がる。けれど、足音は大たい抵ていすぐ遠ざかってしまうのだった。──しかし。


　この足音はだんだん近づいてくる。はじめは期待で占められていた胸に、不安が侵しん食しよくしてきた。もし、自分に危害を加えようとする者だったら……。


　足音が止まった。部屋の出入り口の前に、何かがいる。早はや鐘がねを打つ胸に手を当て、ミレリーナはその場から目を離せなかった。


　丸い石の照明に照らされ、影かげが揺ゆらいだ。岩いわ陰かげから、ひょっこりと幼い顔が現れる。


　ヘリオトロープと同じ痣を持つ、あの男の子だった。岩陰から顔だけ出して、物もの珍めずらしそうにミレリーナを見つめている。


　目が合ったまま、彼は微動だにしない。ローラーティオーに来てから珍しがられるのには慣なれたが、こう熱心に見つめられていては落ち着かない。だから。


「こんにちは」


　今が昼か夜かはわからないが、とりあえずにっこり笑って挨あい拶さつをしてみた。そのとたん、彼は子リスが巣す穴あなに隠れるような素早さで岩陰に身を隠かくしてしまった。けれど、すぐにまた顔だけ出してミレリーナを見つめる。


　しばらくそうしていたかと思うと、恐おそる恐る近寄ってきた。こちらが身動きするとまた逃にげてしまいそうだから、ミレリーナは座すわってじっとしたまま幼い少年の行動を見守っていた。


　ミレリーナのすぐ前までやってきた少年は、頭のてっぺんから足の先までじろじろとミレリーナを眺ながめ回す。そして──おもむろにスカートの裾すそを引っ摑つかみ、べらりと捲めくり上げた。


　いきなりのことで、ミレリーナもさすがに慌てた。悲鳴を上げ、スカートを太ふと腿もものあたりで強く押おさえる。


「な、何をなさるの！　やめなさい！」


　裾を少年の手から無理やり引ったくり、足をばたつかせて追い払はらった。少年はミレリーナの大声に驚いて後ずさったけれど、逃げはしなかった。きょとんと丸くなった目は、自分が何をしたのか理り解かいしていないようだ。


　彼は子こ供ども独どく特とくの丸っこい指でミレリーナのドレスを指した。


「変な服」


　そう言って、今度はミレリーナの顔に指を向ける。


「変な色の髪かみ」


　無神経さも子供独特のものだ。こんなことでいちいち腹はらを立てるミレリーナではない。ローラーティオーではミレリーナのような飴あめ色いろの髪や琥こ珀はくの瞳ひとみは珍しいのだから。


　先ほどの行動も、単にミレリーナの衣服が珍しかっただけ。子供は興きよう味みを抱くと何でもかんでも触さわりたがるものだ。


「なんでそんな色なの？」


　なんでと聞かれても困こまる。生まれつきだ。けれど、ここでこの少年を冷たくあしらうのは得とく策さくでない。会話を引き延のばして、何でもいいから聞きだしたかった。クレプスムルクが何を望んでいるのか、ここから出る方法はあるのか、そして──アウローラに残してきた騎き士しは無事なのか。どんな些さ細さいなことでもいいから、知りたい。


「こんな色の髪はお嫌きらいですか？」


　ミレリーナは小さく首を傾かしげ、困ったような寂さびしいような顔で笑ってみせた。すると少年はふるふると首を振る。


「変わってるけど、嫌いじゃないよ」


「そうですか。よかった」


　ミレリーナがほっとしたように吐と息いきを漏もらすと、少年は興味深そうに手を伸ばしてきた。


「触ってもいい？」


「どうぞ」


　彼の手が届とどくように、身を屈かがめる。少年の小さな手が、ミレリーナのゆるく波打つ飴色の前髪に触れた。


「わぁ、ふわふわだ」


　まるではじめて子犬を触ったみたいに、少年は目を輝かがやかせた。


　ミレリーナも少年の頭を撫なでる。細くて滑なめらかな黒い髪が手に心地ここちよかった。


「あなた、お名前は？」


「ルーナエ」


　気が済すんだのか、ミレリーナの髪から手を離したルーナエはミレリーナの横に腰掛けて答えた。床に届かない足をぶらぶら揺する様は、いかにも子供らしい。


「わたくしはミレリーナ。ミレリーナ・フィリス・トライアンと申します」


　こちらも名乗ると、ルーナエはミレリーナを見上げてはにかんだ笑みを浮かべた。


　ヘリオトロープと同じ痣あざ。ということは、ルーナエがクレプスムルクに生まれた神の器か。この幼い少年は何をどこまで知っているのだろう。


「ここはクレプスムルクの集落なのですか？」


　もしそうなら、もっと人がいるはずだ。けれど、ここに来て見かけたのはエリカとイグニス、そしてルーナエだけ。それに、アウローラの集落は森の中に天てん幕まくを張はっていた。ずいぶん様相が違う。


　ミレリーナの質しつ問もんに、ルーナエは首を振って否定した。


「違うよ、ここは畑なんだ」


「畑、ですか？　ここが？」


　普ふ通つう、畑といえば平地を開かい墾こんして作るものだ。こんな湿しめった闇やみの中で何が育つというのだろう。


　ミレリーナが眉まゆ根ねを寄せていると、ルーナエは身振り手振り付きで説明してくれた。


「ここのずっと奥にね、苔で作った苗なえ床どこがあるんだ。そこに木の種を蒔まいておくと、柔やわらかくて甘あまい芽が出てくるんだよ。種を蒔いたり芽を摘つむのに時間が掛かかるから、当番の人はこの中で何日も泊とまらなくちゃいけなくて大変みたい」


　他人ひと事ごとのようにルーナエが言うのは、まだ子供だから仕事をしたことがないからか、それとも彼自身が大切にされているからか。それでも、見かけの幼おさなさより受け答えはしっかりできるようだ。


　ならば、今はそれに頼たよるしかない。


「お訊たずねしたいことがあるのですけど、どうしてわたくしをローラーティオーに招まねいたのですか？」


「やりなさいって言われたから」


「あのイグニスという方に？」


「うん」


　悪びれる様子もなく、ルーナエは頷いた。いや、むしろ得意げですらある。こちらの意思を無視して強ごう引いんに引きずり込んだことを、なんとも思っていないようだ。


　ミレリーナが呆あきれて小さく溜ため息をつくと、ルーナエは少し不安になったらしい。わずかに俯うつむいて、今度はぽそぽそと自信なさげな声を出す。


「で、でも、なかなか上う手まくいかなくて……。いつも邪じや魔まする人がいるから、失敗しちゃうんだ。一人だけ連れて来るつもりなのに、急に二人になったらびっくりするし重いから、途と中ちゆうで落っことしちゃうし……」


　失敗したことに対して呆れているわけではないのに、言い訳わけを始める始末だ。的外れな上に罪つみの意い識しきもないなんて。


　最初にルーナエの光に捕とらわれた時、騎士のロヴィンが守ってくれた。その影響か、ミレリーナとロヴィンはアウローラの集落に近い森に放り出されたのだ。


　それにしても、こんな子供の細腕でよく人を二人引きずりこんだものだ。


「あなた、力持ちですのね。こんなに細いのに」


　呆れ半分、感心半分でミレリーナはつぶやいた。するとルーナエはまた首を振って否定を示す。


「あれは僕ぼくの手じゃないよ。術で作った、代わりの手。声を届けることはできないから、おいでおいでってお祈いのりするんだ。そうすると、お祈りした分だけおいでおいでの力が強くなるんだよ。でも、この術は一回やるとすごく疲つかれちゃって、しばらくやり直しとかできなくなるから、お祈りも一生懸けん命めいになっちゃったかも」


　そう言いながらルーナエは十指を組んだ手を額ひたいにつけ、お祈りとやらの身振りをして見せてくれた。


　ミレリーナには魔ま導どうの知識はないのでわからないが、もしかしたらルーナエ自身も光の向こう側で何が起こっていたのか知らないのかもしれない。手招きしているだけのつもりが、抵抗されると強く念じすぎて強引に引きずり込んでしまったとか、そんなことなのかもしれない。それなら、こんなにけろりとしているのも頷ける。


　ルーナエを責せめることはできないし、ミレリーナは再ふたたびこっそりと溜め息をついた。


　その時だった。遠くからまた、誰かの足音が近づいてくる。ずいぶん慌あわてている様子だ。ミレリーナは緊きん張ちようで拳こぶしを強く握にぎる。


　床ゆかに置かれた丸い石の明かりが照らし出したのは、白い女──エリカ・ブルーノだった。彼女はミレリーナの隣となりにいるルーナエを見て、きつく眦まなじりを吊つり上げた。


「ここで何をしているの？　ミレリーナに何をしたの？」


　どうやら、ミレリーナの叫さけび声を聞いて走ってきたらしい。


　ルーナエは怯おびえてミレリーナにしがみつき、エリカから顔を背そむける。ミレリーナはルーナエを庇かばうように抱だき寄せてエリカに目を向けた。


「暗いところで人が訪たずねてきたので、驚おどろいただけです。この子は何もしていませんわ」


　ここへ来て、はじめてエリカと言葉を交かわしたことに気がついた。以前は茶を飲みながら、他愛ない話をしていたのに。


　けれど、エリカはそんなことなど気にしていないようだった。ミレリーナとルーナエを見比べ、安あん堵どのため息を零こぼす。


「そう。それならいいんだけど」


　小さくつぶやいて、エリカはミレリーナに歩み寄った。表情からはその心情は窺うかがえないが、菫すみれ色の双そう眸ぼうからはいつものような過か剰じようなまでの強気は感じられなかった。


　すっとエリカの手がミレリーナの頰ほおに伸のばされた。緊張で、ルーナエを抱く手に力がこもる。


　エリカが触ふれたのはミレリーナの髪だった。かちり、と硬かたい音がしたと思うと、結ゆい上げていた髪がはらりと背中に落ちた。引き戻されたエリカの手には、ミレリーナの髪飾りが握られている。


　三日月のような銀板に細やかな紋もん様ようを施ほどこし、水すい晶しようの粒つぶを飾ったものだ。高級品とは言えないが、エリカが作ってくれたものだから大切にしていた。


　けれど、この髪飾りはトライアン王家の者をローラーティオーに引きずり込こむための仕掛けだった。ルーナエが光を操あやつる際、目印になるものだったのだ。それでも──


「返してください」


　毅き然ぜんと顔を上げ、ミレリーナはエリカに手を差し出した。


「それは、わたくしがエリカ様にいただいたのです。だから、わたくしのものなんです。返してください」


　その言葉に、エリカは驚いたようだった。わずかに目を見開き、眉まゆ根ねを寄せてミレリーナに鋭い眼まな差ざしを向ける。


「こんなものを大切にしているから、ひどい目に遭あうのよ。それがわからないの？」


「エリカ様が悪意をもってわたくしにそれをくださったのなら、お恨うらみ致いたします。だって、お義ね姉え様がこんな所に連れてこられたら今いま頃ごろどうなっていたことか……」


　ルーナエの光は、最初にミレリーナではなく兄の妻つまであるコーラルを狙ねらった。それは彼女がたまたま〈裁さばきの天てん秤びん〉を手にしていたからだ。トライアン王の子をその身に宿しているコーラルだからこそ、王家の血筋でなくても持つことができた。


　こんな足場が悪くて薄暗い場所に身重のコーラルが連れてこられたらと思うと、無む性しように腹はら立だたしかった。だから、エリカに悪意があったなら決して許ゆるさない。


　けれどミレリーナにはエリカの瞳に悪意の欠片かけらも見み出いだすことはできなかった。それどころか、まるで何かに渇かわいて飢うえてもがき苦しんでいるように見える。


「そうね、あなたで良かったわ」


　エリカのつぶやきには、やはり悪意など含ふくまれていなかった。コーラルを庇ってローラーティオーに引き込まれてしまっても毅然としているミレリーナに、謝あやまっているような哀あわれんでいるような、切ない表情を見せていた。
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「だけど、これは返せないわ。これをあなたに持たせておく意味なんて、もうないんだもの」


「では、代わりのものをくださいな。こう湿気の多い場所ではわたくしの髪は広がってしまって大変ですのよ。──いつになっても構いませんから、また作ってください」


　一いつ緒しよに、トライアンに帰りたい。そう暗に伝えた。けれどエリカは顔をしかめ、小さく首を左右に振った。


「そんな約束できないわ。……どうして、みんな私を馬ば鹿かみたいに信用するのかしら。あなたも、ジェイドも、ルビーも……。どうして、もっと早くに気づいて……」


　そこまで言って、エリカは唇くちびるを嚙かんだ。しばらく俯いていたかと思うと、ミレリーナにしがみついているルーナエの腕うでを摑つかんで強ごう引いんに引っ張る。


「帰るわよ。ここにいては、ミレリーナに迷めい惑わくでしょう？」


　しかしルーナエはミレリーナの服をぎゅっと摑んだまま放さない。いやいやと首を振って、駄だ々だをこねるように抵抗した。


「やだ！　エリカ、いつも怒おこってる顔で怖こわいから嫌きらい！」


　今にも泣き出してしまいそうなほど、激はげしい拒きよ絶ぜつだった。エリカも諦あきらめて手を放す。


「好きにしなさい」


　溜ため息混まじりにそう言って、エリカは背せを向けて薄闇の中へ消えてしまった。


　ずいぶん諦めるのが早い。ルーナエがここにいれば、ミレリーナがあれこれ訊たずねることくらいわかるはずなのに。


　ルーナエはそれほど多くを知らないということだろうか。それとも、エリカはルーナエを通して何かを伝えようとしているのか。


　ならば、その頼たのみを引き受けよう。


　ミレリーナはエリカを信じている。たとえ馬鹿だと罵ののしられても。





　　　　†




　暗い水面みなもを揺ゆらすのは、天てん井じようから滴したたる雫しずくのみ。ここは風が通らない。


　長い年月をかけ、岩間から染しみ出した清らかな水。窪くぼみに溜まって、深い泉いずみとなっている。


　ぴたっ、と雫が落ちる。淡あわい光の中で照らし出される波は紋もんを、イグニスはぼんやりと眺ながめていた。


　あとは、ただ待つだけ。


　残り二つの神具が来るのを、ただ待つだけだ。イグニスの役目はすでに終わっている。


　高い天井に足音が反響した。振り返らずとも、誰だれなのかは明白だ。彼女は、手にした杖つえを突きながら歩くから。


「さっきの声、なんだったんですか？」


「ルーナエがミレリーナの所にいたのよ。連れ戻そうとしたけど、私は嫌われているみたいでね。駄だ々だをこねるから置いてきたわ」


「それはどうもすいません。困こまった子だ」


　エリカの言葉に、イグニスはくすくす笑いを漏らした。


　ルーナエはまだ幼いが、神の器うつわとして受け継ついだ強きよう靭じんな精せい神しん力りよくは充じゆう分ぶんに利用価か値ちがある。ローラーティオーを取り囲む結界を切り裂さき、外の世界から人や物を招き入れることができるのはルーナエだけだ。


「私はこれからどうすればいいの？」


　まるで道に迷まよった人のように、エリカがつぶやいた。イグニスは肩かた越ごしに振り返って、彼女に微笑ほほえんで見せる。


「もう何もしなくていいですよ。あとは待つだけですから。その時が来れば〈全知の書〉を渡してください。くれぐれもルーナエには持たせないでくださいね。神具を持つには、あの子はまだ幼い」


「それはわかってるわ。──ねぇ、あとどれくらい待てばいいの？　私は……」


　エリカが何かを言いかけた時だった。泉の水面から仄ほのかな光が立ち上る。ゆらゆら揺ゆれる光は歪ゆがんで流れて固まって、ぼんやりと何かの風景を映うつし出した。


「網あみの中に獲え物ものが入り込んできたみたいですね」


　水面に映し出されたのは、アウローラの戦士と神の器である娘むすめ。そして神国の者たちだった。クレプスムルクの領りよう域いきに一族以外の者が紛まぎれ込むと、泉の水面に水を介かいしてその場所が映し出されるのだ。だからクレプスムルクの集落やアウローラの領域とを隔へだてる湿しつ原げんには、自然のものに紛らせて人工の池がいくつも作られている。そこを誰かが通ったなら──


　イグニスは片側の口角を吊つり上げた。


　もう何もすることはないが、待っている間に邪魔をされては面おも白しろくない。ならば、面白くなるように遊んでみるのも一興だ。


　水面に映し出される、紅あかい髪の娘。神国グラディウスの女王。彼女を使えば、ずいぶん楽しめそうだ。


「何をするつもり？」


　背はい後ごから聞こえたエリカの声は鋭するどさを帯びていた。


　無理もない。あちらにはエリカの弟で子しがいるのだ。けれど、そんなことはイグニスには関係ない。


　神国の者など、神の子の血を継つぐ者など、イグニスにとっては利用できるかできないか、遊べるか遊べないか。


　それだけの価値しかないのだから。




　第２章　憎ぞう悪おの火種







「この湿しつ原げんをまっすぐ進むのだ。そのまま山へ向かうぞ」


　ウェスパに負ぶわれたヘリオトロープが遠く霧きりの向こうを指差して言った。その言葉に従したがって進んだが、すでに三日目の日も暮くれようとしている。アウローラの領りよう域いきである森を抜ぬけて湿原に出ると、いたるところに池のような水みず溜たまりがあり、それを迂う回かいして歩いていたら予想以上に時間がかかってしまったのだ。


　ヘリオトロープ自身は自分で歩けると言い張はったが、やはり彼女の足では全体の進行まで遅おそくしてしまう。


　なぜか自分で歩きたいらしく、駄だ々だをこねていた彼女を説得してくれたのはアウローラの集落にいるアピスだった。目線が低いと道を間ま違ちがえるかもしれない、と言ってくれたらしい。それで渋しぶ々しぶだが、ヘリオトロープはウェスパに負ぶわれることになった。


　道中、ヘリオトロープは隣となりを歩く双ふた子ごをちらちらと窺うかがい見ていた。いや、正せい確かくにはティグルを、だ。ティグルもそのことに気づいているようで、気まずそうに視し線せんを外していた。


「なんか、すごく睨にらまれてるような気がする……」


「気がする、じゃなくて睨んでるよ。間違いなく。あれじゃない？　お前、あの時どさくさに紛まぎれて変なとこ触さわったんじゃないか？　自分で気づいてなくてもさぁ」


　ティグルのつぶやきに、冷やかしを含ふくんで答えたのは双子の兄のほうのリオンだった。


　高い柱に支ささえられる天てん幕まくから足を踏ふみ外して落ちたヘリオトロープを助けたティグルに彼女は礼を言ったものの、たしかにティグルを見る目は厳きびしい。


　けれど、それは単にヘリオトロープの顔の痣あざや少し勝気そうな大きな瞳ひとみのせいでそう見えるんじゃないかな、と傍はたで見ているルビーウルフは思った。ヘリオトロープはティグルに対して敵てき意いを抱いだいているわけではないようだし。


「違うよ！　僕ぼく、そんなこと……！」


　顔を赤くして慌あわてるティグルに対し、リオンは口笛を吹ふいて知らん顔だ。けれどティグルはリオンの言葉を真に受けてしまったようで、おろおろしながらヘリオトロープの顔を窺い見る。


　すると、目が合ったヘリオトロープはびくっと震ふるえて素早く顔を背そむけてしまった。たしかにこれでは、ティグルを嫌っているように見えても仕方がない。


　ヘリオトロープに嫌われたと思ったティグルは、歩調を落として一行の最後こう尾びに回った。彼女の視界に入らないよう気を遣ったつもりなのだろう。しかし、ヘリオトロープはそれがまた不満だったようで、背後を気にするようになった。背中でヘリオトロープがもぞもぞ動くものだから、負ぶっているウェスパは落とさないように気を遣つかって大変そうだ。


「ややこしい性せい格かくだな」


　ルビーウルフは隣を歩くジェイドにこっそりと言った。するとジェイドはわずかに苦く笑しようする。


「たぶん、ティグルが気になるんだろうな」


「そうだよね。なのにティグルは逃にげちゃうし。鈍にぶい奴やつ」


（あなたたちがそんなこと言ったらティグルが不ふ憫びんだわ）


　横合いから口を挟はさんできたのは砂すな色いろの狼おおかみ、ケーナだった。金色の瞳がルビーウルフとジェイドを非ひ難なんするように細められている。


「何それ。どういうこと？」


　ルビーウルフが訊たずねても、ケーナは答えてくれなかった。歩みを速め、我われ関せずといった顔でロヴィンと共に先頭を歩いているフロストのもとへ行ってしまう。


「ケーナが何か言ったのか？」


　ジェイドも気になったようだが、ルビーウルフは首を傾かしげるしかなかった。


「ティグルが不憫だってさ」


「不憫……？　まぁ、始終睨まれているようでは、そうかもな」


　ルビーウルフと同じように首を傾げ、彼もケーナが何を言いたかったのかわからないようだ。


　ルビーウルフは少し安心した。エリカのことで憔しよう悴すいしていたジェイドだが、今はしっかりと歩いて受け答えしてくれている。


　もちろん、エリカのことは気になるはずだ。野宿のたびに、彼が一人でぼんやり虚こ空くうを見つめているのをルビーウルフは知っている。それを他の者に悟さとられないよう、ジェイドは気を遣っているだけ。頭の中は、きっとエリカのことでいっぱいに違いない。


　せめて少しでも気を紛らわしてやりたい。だからルビーウルフは、見たことのない花が咲さいていればそれを指差して教えたり、休きゆう憩けいのたびにケーナとフロストをけしかけてみたり、鬱うつ陶とうしがられない程てい度どにジェイドにちょっかいを出していた。


　ジェイドは、それをいつもの柔にゆう和わな笑えみで受け入れてくれた。その表情を見ていると、逆にこちらが励はげまされたような気分になってしまって胸むねの底がむず痒がゆくなる。


　結局のところ、ルビーウルフもエリカやミレリーナのことが心配なのだった。


「景色が変わってきましたね」


　辺りを見渡して、リオンが言った。


　今まで、毛足が長い緑の絨じゆう毯たんのようだった下草が高くなってきている。ミルク色の霧きりに隠かくされていた山やま陰かげも、輪りん郭かくが薄うすぼんやりと見えてきた。


　クレプスムルクの集落は、この山のどこかにあるのだとアピスがヘリオトロープを通じて教えてくれた。とはいえ、アピスもクレプスムルクの者を山の中で見かけたことがあるだけで、集落そのものには踏ふみ入ったことはないという。山に入ると、どうしてもクレプスムルクの戦士がアピスの気配を察して現あらわれ、何度かは切り結んだこともあるらしい。


　アピスが執しつ拗ように狙ねらわれて深い傷きずを負わされたのも、そういった因いん縁ねんがあったためだろうか。


「この山を越えた所には、ローラーティオーから出るための門もあるのだよ。そこをアウローラの祭司が守っているはずなのだが、クレプスムルクの集落に近いためにもう何十年も一人きりだ」


「じゃあ、この先にアウローラの人間がいるってこと？」


　ルビーウルフが訊ねると、ヘリオトロープは頷いた。そして付け足すようにウェスパが言う。


「入り口の門をクレプスムルク、出口の門をアウローラの祭司が守るのは古くからの慣ならわしです。昔はアウローラとクレプスムルクも、互いの集落を自由に行き来していたので何の心配もなかったのですが……。アウローラの集落の近くに入り口の門を守る祭司がいるのを知っていても手を出さなかったのは、あちらにいるアウローラの祭司を守るためでもあったのです。それが暗あん黙もくの了りよう解かいだと。だが、クレプスムルクの祭司自らが反ほ故ごにした。我々の仲間も、生きているかどうか……」


　クレプスムルクの祭司として、ローラーティオーの入り口の門を守っていたのはイグニスだった。そのイグニスがミレリーナを連れ去ったのだ。


「そういえば、先代の祭司も若わかいうちに行方ゆくえがわからなくなったのだったな。語り部べのばあ様に聞いたことがあるよ。クレプスムルクの者たちは何も知らないと言っていたそうだが、はたしてどこまで本当やら」


　苦々しくつぶやき、ヘリオトロープは深く溜め息をついた。


　さらに進むと、幹みきの貧相な樹じゆ木もくをちらほらと見かけるようになり、もう少し先には暗い影かげができるほど背の高い木が密みつ生せいしているのが見えた。膝にかかる負ふ担たんは傾けい斜しやの証あかしだ。霧に隠されて山頂は見えないが、すでに山まで踏み入ったようだ。


「そろそろ日が暮れてきました。ここから先は視界も悪くなります。いかがしますか？」


　ヘリオトロープを負ぶっているウェスパが一同を振り返って意見を乞こうた。ジェイドをはじめ、騎き士したちは見習いの双ふた子ごも含ふくめて魔ま導どうを扱あつかえるから、暗闇でも明かりを灯ともすことができる。


　けれど、ウェスパは意見を乞いながら今日はここで野や営えいすることを望んでいた。ずっと負ぶわれているだけのヘリオトロープだが、同じ体たい勢せいでいるのは歩き通しと同じくらい疲つかれるものだ。ウェスパはヘリオトロープの身を案じている。


　それをルビーウルフたちもわかっているから、日が暮れると交代で見み張はりをしながら休憩を取ることにしていた。


「そうだね。今日はこの辺で休もうか」


　ルビーウルフがそう言うと、ウェスパはヘリオトロープを地面に下ろして野営の準じゆん備びを始めた。といっても、腰に下げた袋ふくろから乾かん燥そうさせた豆を取り出し、分配するだけ。


　この豆を食べたあとに水を飲めば、嚙かみ砕くだいた豆が胃の中で膨ふくれてなかなか腹はら持もちがよかった。


　鋼はがねの籠こ手てをはめた無ぶ骨こつな手で、ウェスパは食料を配る。その手を見ていると、ルビーウルフは育ての父であるモルダを思い出した。大おお柄がらで頼たより甲が斐いがありそうな太い二の腕うでなんかが、よく似にている。


　ふと、何かの音に気づいた。滴したたる雫しずくが静かな湖面を叩たたくような音。周囲に気を配りながらそちらに向かって歩いてみる。


　そこには、木々と茂しげみに隠されるようにひっそりと水を湛たたえた泉いずみがあった。水みな底そこの石や揺ゆれる水草がくっきりと見えるほど澄すんでいる。湿しつ原げんに点在していた池の水も綺き麗れいなものだったが、ここは格別だ。


　泉の存そん在ざいを確かく認にんすると、ルビーウルフはすぐジェイドたちのもとに戻もどって話した。飲めそうな水だから、補ほ充じゆうしておいて損そんはない。


　大きな木の実で作られた容器をウェスパから受け取り、もう一度泉へ行こうとして足を止める。


「水を汲くんだあとに水浴びしようと思うんだけど、ヘリオトロープはどうする？　一いつ緒しよに行くか？」


　じっとりと湿しめった空気の中を歩き通しだったから、そろそろ汗あせを流したい。湿原の池は周囲が開けていて水浴びなんてできなかったけれど、ここの泉なら木々に隠されていて多少はましだ。


　けれど、ヘリオトロープは迷まよっているようだった。ルビーウルフの胸むな元もとを見ながら、平らに近い自分の胸に手を当てている。


「……我は、あとでいい」


　どうやら、いっちょまえに体形を気にしているようだ。まだ十二か十三くらいなのだから、これからまだまだ成長するだろうに。それに、ルビーウルフだって嫉しつ妬とされるほど大きくもない。


　とはいえ、気になる年とし頃ごろなのだろう。無理に誘さそっても悪いし、あとで彼女が水浴びをする時は見張りをしてやればいい。


「一人で平気か？」


　狼おおかみたちを連れ、泉に向かおうとしたルビーウルフをジェイドが呼よび止めた。たしかに一人で離はなれるのは避さけたほうがいいが、それほど遠くでもない。木々で目隠しされている程てい度どの、走ればものの数秒で戻もどれる距きよ離りだ。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、ケーナとフロストがいるから。──それとも、一緒に来たいの？」


「……あまり遅おそくなるなよ」


　軽く咳せき払ばらいして、ジェイドは背中を向ける。それをくすくす笑って見届け、ルビーウルフは泉へと戻った。


　泉の湖面は鏡のように静かだった。その縁ふちに膝をつき、ウェスパから預あずかった容器を二つ、栓せんを外して水中に沈しずめる。中の空気が抜けてこぽこぽと泡あわが立ち、はじめて湖面が波打った。


　ひんやりした水に、指先が痺しびれるほどの心地ここちよさを感じた。


　狼たちも水を飲もうと首を伸のばし、鼻先を水面に近づけ──その動きが止まった。


（何か、いるのか？）


（わからないわ。でも、なんだか嫌な感じ）


　フロストとケーナがそう囁ささやきあうのを聞き、ルビーウルフは一いつ旦たんその場を離れようとした。容器を水中から引き上げ──上がらない。


　水をいっぱいに入れた容器が重いのか。そう思って、容器から手を離してみる。すると、木の実でできた容器は二つとも自らの浮力で浮き上がり、水面を漂い始めた。なのにルビーウルフの手だけが、そのまま凍こおりついてしまったように水から抜き出せなかった。


　異い常じような状じよう況きように全身から汗が噴ふき出す。誰だれか──ジェイドの名を呼ぼうとしたとたん、肩かたが抜けそうなほど両手を何かに引っ張られた。不安定な体勢だったせいで踏ん張ることもできず、ほぼ無む抵てい抗こうのままルビーウルフは泉に引きずり込まれる。


　冷たい水に全身の肌はだがきゅっと引き締しまった。思わず叫さけんだ口から泡あわが漏もれて、ごぼごぼと耳みみ障ざわりな音が耳の中に潜もぐり込んでくる。


　その音の向こうに、狼たちの咆ほう哮こうが遠く聞こえた。
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　獣けものの雄お叫たけびと水柱の立つ音が重なって響ひびいた。その場の全員が、はっと顔を上げて音のしたほうに目を向ける。


　一番先に駆かけ出したのはジェイドだった。フロストとケーナがあんな声を出すなんて、尋じん常じようではない。


　狼たちの声がするほうへ、茂しげみを搔かき分けて進む。泉の水面に向かい、フロストとケーナが恐きよう慌こうに陥おちいったように激はげしく吠ほえ立てていた。けれど、その傍そばにいるべき人がいない。


「ルビーウルフ！」


　大声で名を呼んでみるが、返事はない。彼女が持っていった木の実の容器が二つ、ゆらゆらと揺れる水面に漂ただよっていた。


　ジェイドに気づいたケーナがこちらに駆け寄ってきた。不安な時に出す、か細い鼻声で何かを訴うつたえながらジェイドの周りをぐるぐる回る。フロストは、なおも揺れる水面に向かって吠え続けていた。


　風はない。周囲の枝えだ葉はは揺れていない。そして先ほどの水音と、揺れて乱みだれる水面。


　ジェイドは迷わず泉に飛び込んだ。水を蹴け立たてて飛沫しぶきを跳はね上げ、全身が濡ぬれるのも構かまわず手て探さぐりで水の中を引っ搔き回す。指に水草が絡からんでも、水底の石に手の甲こうをぶつけて血が滲にじんでも、ルビーウルフの名を叫びながら彼女を捜さがし続けた。


「ジェイド様！」


　ジェイドを追ってきたリオンとティグルが泉に踏み入ってきた。ロヴィンやウェスパ、そしてヘリオトロープは畔ほとりに立って、何事かとジェイドに目を向けている。


「ジェイド様、落ち着いてください！」


「ルビーウルフが……ルビーウルフがいないんだ！」


　双子がジェイドの両腕にしがみついて止めた。けれどジェイドはそれを振り払って、まだ水の中を搔き回そうとする。


「よく見てください！　ここには誰だれもいませんよ！」


　ティグルの言葉に、よくやくジェイドは力を緩ゆるめて周囲を見渡した。


　ひどく澄んだ泉だった。深さもなく、水位はジェイドの太ふと腿ももあたりまでしかない。水草が浮いているといっても水底を覆おおい隠すほどでもないし、誰かが溺おぼれているならすぐ見つけられるはずだ。


　けれど、人の姿など見当たらなかった。小魚の影すら見えない。生き物がいないから、こんなに綺き麗れいな水なのだ。
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　ジェイドは濡れた手を額に当てた。ひんやりとして、頭が冴さえてくる。自分が慌てていたら、リオンやティグルまで不安にさせてしまう。しっかりしなければ。


　ジェイドは踵きびすを返し、水しぶきを立てながら狼たちのもとに駆け戻った。


「フロスト、ケーナ、何があったんだ？　ルビーウルフはどこだ？」


　彼らは何が起こったのか見ていたはずだ。彼らが泉に向かって吠えていたから、てっきりルビーウルフが溺れたのかと思ってしまった。溺れたのでないなら、たった数秒の間に彼女はどこへ行ってしまったというのか。──まさか。


　すべての始まりだった、手て招まねきをする光。あれがルビーウルフを連れて行ってしまったのだろうか……いや、あれは目印がなければ使えないとエリカが言っていた。真実かどうかはわからないけれど。


　ルビーウルフがいなければ狼たちの言葉はわからない。ケーナは困り果ててきゅうきゅう鼻を鳴らしているし、フロストは苛いら立だたしげに吠えていた。彼らも、何かを伝えたいのだ。


「グラディウスの女王は……ルビーウルフはどこへ行ったのだ？」


　不安そうにウェスパの足にしがみついて、ヘリオトロープが言った。服の袖そでに揺れる白しろ銀がねの飾かざりが、しゃらんと涼すずやかな音を立てる。


　彼女の言葉に、誰も答えることはできない。


　しゃらしゃら……と、鈴すずのような音だけが震ふるえるように鳴り響いていた。
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　強い力に引かれるまま、ルビーウルフは勢いきおいよく水から顔を上げた。胸むねいっぱいに空気を吸すい込こもうとしたが、咳せき込んでしまってうまく呼こ吸きゆうを整えられない。


　頭から滴したたる水を拭ぬぐおうとして、手が不自由なことに気がついた。仕方なしにぶるぶると頭を振って水気を飛ばし、ようやく目を開ける。


「いらっしゃい、ルビーウルフさん」


　にへら、と笑った人の良さそうな顔が間近にあって、ルビーウルフは反はん射しや的に水底を蹴けって距きよ離りを取る。摑つかまれていた手が意外にもあっさり解かい放ほうされたものだから勢い余って転び、ざぶんと背中から水の中に沈しずんだ。


「あわわ、大だい丈じよう夫ぶですか？　すいません、急に放はなしちゃって」


　その男──イグニスはおろおろした様子で恐きよう縮しゆくそうに何度も頭を下げた。


　幸い、この泉はたいして深くもなかった。ルビーウルフの腰こし元もとまでしかない。機き敏びんに立ち上がって目元に滴ってくる水をぐいっと手の甲こうで拭うと、すぐさま構えを取った。


　そこで、ようやく景色の変化に気がついた。


　周囲が妙みように薄暗い。泉に引きずり込まれる前までいた場所とは、明らかに違ちがっている。一いつ緒しよにいたはずの狼おおかみたちは見当たらないし、何よりここには天てん井じようがあった。氷柱つららのような尖とがった岩がいくつも垂たれ下がっている。


「ルビー、いつまでも水に浸つかっていないで早く上がりなさいな」


　イグニスの背はい後ごから聞こえた声に、ルビーウルフの心しん臓ぞうが跳はね上がった。水の中で後あと退ずさり、無む意い識しきに距離を取ってしまったことに気づいた瞬しゆん間かん、悔くやしさで唇くちびるを嚙かんだ。本当は、彼女と笑顔で向き合いたいのに。


「大丈夫よ。何もしないから、上がってらっしゃい」


「……何もしないってのは、何かする奴やつが言う言葉だ」


「あらそう。だったらそこで、そのままふやける？」


　ルビーウルフはしばしエリカと睨にらみ合い……少し離れた所まで移い動どうして、水から這はい上がった。


「ずぶ濡ぬれになってしまったわね。寒くはない？」


「平気だよ。おかげさまでてっとりばやく行水ができた」


　掌しよう底ていで頭を叩たたき、耳に入った水を抜きながらルビーウルフはエリカに皮肉をぶつけた。


　水を吸った服が重い。葡ワ萄イ酒ン色の髪から滴り落ちる雫しずくが目に入ると、どうしても視界が塞ふさがれてしまう。それでも、ルビーウルフはエリカとイグニスから視線を外すことなく身構えていた。何か妙な動きをすれば、すぐにでも逃にげられるように。


　けれど、どこへ逃げる？


　目の前の二人を視界に入れたまま、辺りの様子を窺うかがってみた。ぼんやり光る石に照らされた空間の中で、出口らしきものは見当たらない。光が届とどかない闇やみの向こうまで、鍾しよう乳にゆう石せきの垂れ下がった天井が続いていた。


　その先にあるものは地上への出口か、それともさらに暗く深く冷たい地下なのか。わからないということは恐おそろしいことだが、いざとなれば勘かんだけを頼たよりに闇の中へ駆け込こむ覚かく悟ごだ。幸い、どんなに暗かろうと足元が見えるだけの目をルビーウルフは持っている。


　とはいえ、それは最終手しゆ段だんだ。できることなら身の安全を確かく保ほしたうえで、ジェイドたちのもとへ帰りたい。


「ここがクレプスムルクの集落なのか？」


　どうやってルビーウルフをここへ連れてきたのか、そんなことは今さら聞かない。相手の意思を無視して強ごう引いんに引きずり込むのは彼らのやり口だ。おおかた、あの泉自体に何らかの仕掛けをしてあったのだろう。狼たちでさえ直前まで異い変へんに気づけなかったのだから、ルビーウルフがそれを察知することなどできようはずもなかった。


「ここは違いますよ。集落は山さん頂ちようの近くなんです。こんな暗い所に住んでいたら目が悪くなっちゃいますよ」


　相変わらず愛あい想そのいい笑顔でイグニスが答えた。


　ならば、ジェイドたちがルビーウルフを探し出すのは困こん難なんかもしれない。ルビーウルフがいなくなったのを、彼らがイグニスやエリカの仕し業わざだと考え至いたるのに時間は要さないだろう。それなら、闇やみ雲くもに捜すよりも予定通りクレプスムルクの集落へ向かうかもしれない。


　いや、それ以前に彼らは無事なのだろうか。イグニスは、ジェイドたちのことを邪じや魔まだと言っていた。


「他の連中は？　ジェイドたちには何もしてないだろうね？」


　答えによっては、たとえ相手がエリカであっても許ゆるさない。声を低めて威い嚇かくをしながら、ルビーウルフは腰に佩はいた短たん剣けんの柄つかに指先を滑すべらせた。


「見てみます？」


　そう言って、イグニスは泉いずみの水みな面もを手でかき乱みだした。揺れる波は様々な色の光を発して何かの風景を映うつし出す。先ほどまで、ルビーウルフがいた山やま裾すその泉だ。


　狼たちが水面に向かって吠ほえていた。けれど、その声はここまで届かない。


　茂しげみを搔かき分けて現あらわれたジェイドが、何事か叫さけびながら泉に飛び込んだ。水しぶきを上げて何かを探している。彼の唇の動きを読んだルビーウルフは、自分の名が呼ばれていることに気がついて胸がじくじく痛いたんだ。こんなふうに激はげしく取り乱みだしているジェイドを見るのは初めてだ。


　あとから現れたリオンとティグルが、彼の両腕にしがみついて何かを訴え──揺れる波が静まるにつれて光は弱まり、やがて消えてしまった。


　ジェイドたちは無事なようだ。それを確かく認にんできて少しばかり安心したけれど、状じよう況きようが良くなったわけではない。ジェイドのもとへ帰らなければ。あんなに必死になって捜してくれている彼のもとへ、早く戻らなければ。


　再ふたたびイグニスとエリカを睨にらみ据すえたルビーウルフの目に、ちかりと光る何かが映った。二人の背はい後ご、そのずっと向こうに、淡あわい照明さえも燦さん々さんと照り返して輝かがやく長剣が無む造ぞう作さに転がされていた。間違いなく、グラディウスの神具〈導みちびきの剣〉だ。


　あれさえ、この手に取り戻せたら。〈全知の書〉を持つエリカと渡り合えるかどうかはわからないが、多少は流れが変わるはずだ。


　少しでいい。ほんのわずかでも隙すきがあれば──


　神しん経けいを昂たかぶらせてイグニスとエリカの動きを注視していたルビーウルフだったが、何か違い和わ感を覚えた。体に纏まとわりつく、濡ぬれた衣服の不ふ快かい感が消えている。髪から滴っていた雫も、いつの間にか途と切ぎれていた。


　すっかり乾かわききっている。服を絞しぼってすらいないのに、こんな短時間で乾くなんてありえない。


　薄気味の悪さに戦せん慄りつした瞬間、急激な寒気に襲おそわれた。まるで、全身を濡らしていた水がすべて皮ひ膚ふから染しみ込んでしまったみたいだ。足が震ふるえだして立っていることもできず、たまらず膝を折った。


「……これは、ただの水じゃないね。毒水か……？」


　イグニスとエリカを睨み上げ、声を絞り出した。エリカは顔を背そむけてルビーウルフを見ようともせず、イグニスは困ったように眉まゆ尻じりを下げながら口元には笑みを絶たやさない。


「毒水だなんて。そんな危あぶないものを身近に置いているなんて嫌いやですよ。──これはね、媒ばい体たいなんです」


　泉を見やってイグニスは微笑ほほえむ。けれど、ルビーウルフにはもう問いを重ねることはできなかった。震える唇を思うように動かせない。それでも構わず、イグニスは話を続けた。


「ローラーティオーの者が神の力を使う時は、必ず何かの物を通してから使うんですよ。長い年月をかけて泉の水を支し配はいしたり、小さな獣けものや鳥を捕つかまえる罠わなに祈いのりの言葉を刻きざんで獲え物ものを惹ひきつけたり……この場合は、刻まれた言葉が媒体になりますね。まじないみたいなものですが、ローラーティオーの者はそれを使いこなせるんです。外の世界で魔ま導どう師しと呼ばれる人たちがするように、呪じゆ文もんを唱えて精せい霊れいの力を借りるのとは、少し違いますね」


　つまり、この泉そのものがイグニスの力ということか。


　そういえば、初めてイグニスに会った時にも彼は水の入った容器を大切そうに抱かかえていた。あれも、泉を支配するための儀ぎ式しきか何かだったのかもしれない。


　だが、そんなこと今はどうでもいい。寒気は少しずつ神経を鈍にぶらせ、もう動くこともできない。頭がぐらぐらする。ひどく眠ねむかった。


「大丈夫ですよ。少し眠ってもらうだけです。きっと、良い夢ゆめが見られますよ」


　ルビーウルフがイグニスの言葉を聞いたのは、そこまでが限げん界かいだった。地面についた手には力が入らず、そのまま倒たおれ込む。


　意識を手放す直前に、エリカの唇が何かを囁ささやいたのが見えた。その唇の動きは、たしかにこう言っていた。


　ごめんなさい。


　でも、気づいてくれなかったあなたが悪いのよ。





　　　　†




　誰だれかが名前を呼んでいる。何度も、何度も。


　けれど、とても眠かった。温かな毛皮の感かん触しよくに縋すがりついて、このままずっとまどろんで──


「いつまで寝ねてるんだ、この馬ば鹿か娘むすめ！　さっさと起きて朝飯食え！」


「痛いたっ！　何すんだよ！」


　怒ど鳴なり声と共に拳げん骨こつを食らわされ、ルビーウルフは寝床から飛び起きた。殴なぐり返してやろうと拳を振り上げ──ぽかんと口を開けた。


「……モルダ？」


　そこにいた人の名を、掠かすれた声でつぶやく。


　鍛きたえ上げられた筋きん肉にくはまるで鎧よろいのようで、長身の体をより大きく見せている。髭ひげに覆おおわれた顔や目元の傷きず、そして何より太陽の匂においがする快かい活かつな笑み──彼は間違いなく、ルビーウルフを拾って育てあげた盗とう賊ぞくのモルダだった。


「どうして……」


　何がどうなっているのか。だって彼は……。


「なんだ、寝ぼけてるのか？」


　そう言ってモルダはルビーウルフの頭を乱らん暴ぼうに撫なでた。寝ね癖ぐせのついた髪が、さらにくしゃくしゃになる。


　よく見れば、ここはレターナ廃はい鉱こうにあるルビーウルフの部屋だった。坑こう道どうの穴あな蔵ぐらにちょっと手を加えた程度の粗そ野やな住じゆう居きよ。あるものといえば、鹿しかの毛皮を重ねた寝床と少しの着き替がえくらいなものだが、その殺風景ぶりがルビーウルフにとっては居い心地ごこちがいい。


「寝ぼけ……？」


　手て櫛ぐしで髪を整えながら、自分が今まで眠っていたことを思い出した。


　ずいぶん長い夢ゆめを見ていた気がする。それも、嫌いやな夢ばかり。


　夢の内ない容ようは、すべては思い出せない。途と切ぎれ途切れの場面をつぎはぎして、流れもよく摑つかめない。けれど、鮮せん明めいに脳のう裏りに焼きついているのは──


　ルビーウルフは思わずモルダの右手を取って握にぎった。がさがさの荒あれた皮ひ膚ふは硬かたくて、爪つめには垢あかが溜たまっていて、胡桃くるみの殻からだって造ぞう作さなく割わってしまう太い指。ルビーウルフの頭を、首がもげそうなほど乱暴に撫でる大きな掌てのひら。甲には、仲間たちと揃そろいの──ブラッディ・ファングの紋もん章しようである狼おおかみを模もした刺青いれずみが彫ほられていた。


　その手は温かかった。ちゃんと血が通っている。


　とても当たり前のことだ。けれど、それを確たしかめると涙なみだが出そうなほど嬉うれしかった。あんなの、ただの夢なのに。


　手を握ったまま動かないルビーウルフに業ごうを煮にやしたのか、モルダはルビーウルフを荷物のように担かつぎ上げて外へ出た。刺さすような朝の日差しが目に眩まぶしい。


「なんだ、ルビー。狩かられた猪いのししみたいだな」


「じゃあ焼いて食うか」


　担かつがれたルビーウルフを見るなり、朝食の鍋なべを囲んでいた仲間たちが冗じよう談だんを言って大笑いした。そして地面に下ろされたルビーウルフを空いている場所に招まねき、座すわらせる。狼の群むれも、ルビーウルフに甘あまえるようにして寄ってきた。


「ほれ、冷める前にお食べ」


　鍋のスープを椀わんに盛もって、ルビーウルフの前に置いてくれたのは長老のエマソンだった。歯が所々抜ぬけた口元で陽気に笑っている。その顔を見るのも、とても懐なつかしい気がした。


「どうした？　具合でも悪いのか？」


　食事に手をつけないルビーウルフの顔を心配そうに覗のぞき込んできたのは、小さい頃ころからルビーウルフを一番甘やかしているディーゴだ。今日も相変わらず心配性で……そう、いつもと変わらない。変わらないはずなのに──


「……嫌な夢を見たんだ。みんなが死んで、あたしだけ残されて、この国の女王にさせられて……馬ば鹿かみたいな夢」


　ルビーウルフは苦く笑しようした。きっと、みんなも笑ってくれる。そんな夢は忘わすれてしまえと言ってくれる。


　そう思っていたのに、その場は異い様ようなほど静まり返った。笑わないどころか、全員の顔から表情が消え失うせている。いつも陽気な彼らが、こんなふうに黙だまり込んでしまうなんて今まで一度もなかった。感じたことのない冷たい雰ふん囲い気きに、ルビーウルフは身が縮ちぢこまる思いがした。


「夢じゃないんだ、ルビー」


　抑よく揚ようのない声で、モルダが言った。


「お前が見た夢は、本当のことだ。だけどな、お前が助けてくれたら、全部元通りになる」


　モルダが何を言っているのか、ルビーウルフにはわからなかった。ただ、彼の声は体に染しみ渡って骨ほねまで痺しびれさせるような、そしてそれがとても心地ここちいいような気がして、瞬まばたきもせずに聞き入ってしまう。


「ここで一いつ緒しよに生きていこう、ルビー。俺おれたちを殺した奴やつを殺してくれ。そうしなければ、俺たちはまた消えてしまう。俺たちはもう死にたくないんだ。助けてくれ。──この夢の中で、ずっと一緒にいられるように」


　その言葉が終わると同時、辺りに闇やみが落ちて彼の姿が消えた。ルビーウルフは慌てて追い縋すがる。モルダの姿すがたをこの目にずっと映うつしていたい。声をずっと聞いていたい。失うのが、怖こわい。


　けれど、手は届かなかった。虚むなしく宙ちゆうを搔かいた指先が凍こごえて痛いたい。モルダの温かい手に触ふれたくて触れたくて、飢うえたように捜さがし求める。


　忙せわしく視し線せんを巡めぐらせると、その場に自分だけしかいないことに気がついた。仲間たちが誰もいない。狼おおかみたちもいない。焦あせりと恐きよう怖ふが鼓こ動どうを跳はね上げる。


　暗闇の中で、独ひとり。そんなことがこれほどまで怖いなんて。まるで幼おさな子ごに戻もどってしまったかのようだ。


　ふと、背後から明かりが射さして熱気を感じた。


　モルダがそこにいる。そう思って振り返ったルビーウルフは、目の前の光景に啞あ然ぜんと目を見開いた。


　血の匂におい。炎ほのおが踊おどり、爆はぜる。その中に、一人の男が立っていた。


　金色の髪かみに翠みどりの瞳ひとみ。服も頰ほおも両手も血に染そめて、じっと足元を見つめている。その視線を追ったルビーウルフは、腰が抜けたように座すわり込んだ。


　男の足元には、仲間たちの屍しかばねが横たわっていた。皆みな、苦く悶もんの表情を浮うかべて。


　悲鳴は喉のどの奥おくにつっかえて出てこない。そのまま窒ちつ息そくしてしまいそうで、懸命に息を吸うのがやっとだった。


　そうだ。これは、本当にあったこと。


　この男は誰だったろう。知っているような気がする──グラディウスの騎き士しだ。


　この男さえ現われなければ。この男さえいなければ。今でもルビーウルフは盗とう賊ぞくとしてモルダたちと一緒にいられたのに。彼らがこんな惨みじめな姿を晒さらすことなんてなかったのに。


「殺してやる……！」


　獣けものの唸うなり声で、ルビーウルフは恨うらみを吐はいた。





　　　　†




　咆ほう哮こうと共に眠れる狼は目を覚ました。


　焼けた鉄のように赤々と輝かがやく紅こう玉ぎよくの瞳はまさに怒いかり狂くるう獣。


「グラディウスの騎士……！　あいつさえいなければ……！」


　彼女にとっては、もう夢と現げん実じつなど区別できるものではない。ただ、渇かわきを癒いやすように失ったものを取り戻そうとするのみ。


　ルビーウルフの過か去こはエリカに聞いた。イグニスは、彼女が胸の奥に隠しながらも燻くすぶらせていた、憎ぞう悪おの火種に籾もみ殻がらを被かぶせて息を吹きかけただけ。


　それだけで、ルビーウルフは己おのれの記き憶おくを捻ねじ曲げてでも誰かを──仲間を失うきっかけとなったグラディウスの騎士を憎んだ。今は互たがいに信しん頼らいし合っていたとしても。


　これはイグニスがルビーウルフの精神を弄いじくったのではない。火種は彼女自身が消さずに持ち続けていたのだから。心のどこかで、ルビーウルフは騎士がいなければ幸福でいられたと思っていた。


　だからこそ、ほんの少し後押ししただけで火種は燃もえ上がった。仲間を取り戻したい願望が、夢の中で彼女に囁ささやいたのだ。


　アウローラと神国の者たちは、イグニスにとっては邪じや魔までしかない。こちらへ向かって来ているようだが、残り二つの神具が集まるまでは少なくとも時間稼かせぎがしたい。


　それならいっそ、面おも白しろおかしく遊んでやろう。


　クレプスムルクの戦士は一人、欠けた。ルビーウルフの手によって。それなら、彼女に戦士となってもらおうではないか。


　ふらりと幽ゆう鬼きのように立ち上がったルビーウルフは、イグニスとエリカの間をすり抜けていった。向かう先には、グラディウスの神具〈導みちびきの剣けん〉とトライアンの神具〈裁さばきの天てん秤びん〉がある。


　ルビーウルフの指先が〈導きの剣〉の柄つかに触れる直前、イグニスはその手を摑つかんで止めた。今、これを持ち出されては困こまる。それに──


「今はだめですよ。あなたの憎しみは深すぎる。〈導きの剣〉の力を制せい御ぎよできる状じよう況きようではありませんよ」


〈導きの剣〉は神具の中で唯ゆい一いつ攻撃の力を持っている。神具が持ち主の感情を読み取って拒きよ絶ぜつの意思を罰ばつするように、求めれば求めるほど強い力を発はつ揮きする。怒いかりに任まかせて神具を頼たよれば、何が起こるかわからない。


「大だい丈じよう夫ぶです。そんなものに頼らなくても、あなたには牙きばがあるでしょう？　仲間を救いたいという、信念の牙が」


　耳元で囁くと、ルビーウルフは手を下ろした。


「行かなきゃ……。グラディウスの騎士を生かしておいたら、またモルダたちが殺される……」


　瞬き一つしない目で、彼女はイグニスを見上げた。けれど、この紅玉に映っているのはイグニスではない。もう二度と戻ってくることはない、仲間の幻げん影えいを見ているのだ。


「ご案内しますよ。憎い仇かたきのもとへ」


　言いながら、イグニスはルビーウルフの肩かたを抱だき寄よせる。彼女は抵てい抗こうすることなく、イグニスにもたれ掛かった。


　その光景から、エリカは目を逸そらしていた。けれど、ルビーウルフを救おうとはしない。


　当然だ。彼女にも、他の何を捨てても取り戻したいものがあるのだから。


　イグニスは懐ふところから小さな飾かざりを取り出した。黒い石で作られた鳥の彫ちよう刻こく飾り。それをエリカの足元に投げる。


「私はルビーウルフさんを外へ案内してきます。エリカさんはトライアンの姫ひめ君ぎみについていてあげてください。──すべてが終われば、あなたの望みも叶かないますから。それは、そのお約束の証あかしとして預あずけていきますよ」


　それだけ言って、イグニスはエリカに背せを向ける。


　エリカがあれを拾い上げるかどうかなんて、見み届とどけるまでもないことだった。




　第３章　怒いかれる狼おおかみ







　辺りの霧きりが、わずかに白みを帯びてきた。薄うすぼんやりと周囲の木々が輪りん郭かくを現あらわして、夜明けが近いことを告げている。


　ルビーウルフは見つからなかった。手分けして捜さがし、狼たちも匂においを探さぐり、暗くなるまで駆かけ回ったのに。


　フロストとケーナは泉いずみに執しゆう着ちやくしていた。だから、泉で何かがあったのは間ま違ちがいない。ほんの十秒足らずの時間で気配さえも消えてしまうなんて、普ふ通つうでは考えられないことが起こったのだ。


　クレプスムルクの者が連れ去ったのではないか。ウェスパとヘリオトロープの言葉に、ジェイドは頷うなずかざるを得なかった。それしか考えられない。


　ルビーウルフはミレリーナのように、手て招まねきする光が目印とするものは持っていなかった。だからこその油ゆ断だんがあったことは否いなめない。


　こんなことなら、独ひとりにさせるべきではなかった。たとえ狼たちが一いつ緒しよでも、木々で目め隠かくしされている程度の距きよ離りでも、この手から離はなすべきではなかった。


　夜が明ければ、クレプスムルクの集落へ向かう。きっと、彼女はそこにいるはずだから。それまでは眠ねむって疲つかれを取るようウェスパに言われたものの、眠れるはずもなく朝を迎むかえてしまった。


　そんな状じよう態たいだから、見み張はりは夜通しジェイドが引き受けていたようなものだ。狼たちでさえ、疲れ果てて眠っている。彼らはルビーウルフに何が起こったのかをジェイドに伝えようとしてくれていたのに、ジェイドはそれを読み取ることができない。ケーナもフロストも落らく胆たんしてしまって、ルビーウルフを待つように泉の傍そばから離れなくなってしまった。


　あと少ししたら、皆みなを起こさなくては。狼たちはどうやって説得しよう。ケーナは言うことを聞いてくれるかもしれないが、フロストは頑がん固こだ。


　そんなことを考えていたところ、急に狼たちが立ち上がった。ケーナが嬉うれしそうに一声吠ほえて駆け出し、フロストもそれに続く。


　ケーナの声に全員が目を覚ましたけれど、ジェイドは彼らに声をかける間もなく狼たちを追いかけていた。


　狼たちが歓かん喜きして駆け寄る相手など、一人しかいない。茂しげみを搔かき分け、霧の中を突き進み、その姿を捜し求める。そして──


「ルビーウルフ！」


　霧の中に、ようやく彼女を見つけた。ケーナはルビーウルフの手に頭を擦こすりつけて撫なでてくれと要求し、フロストは彼女が無事だったことに安あん堵どしたのか、尻尾しつぽをゆらゆら揺ゆすってルビーウルフとケーナの戯たわむれを見守っている。


「無事で良かった……。今までどこへ行っていたんだ？　皆、心配して──」


　声を掛けつつ歩み寄ったジェイドだったが、その言葉は途と中ちゆうで失われた。ケーナが、まるで蜂はちにでも刺さされたかのように鋭するどい悲鳴を上げて飛び退すさったのだ。耳を伏ふせ、怯おびえた金色の目をルビーウルフに向けている。フロストも何かを警けい戒かいして、素す早ばやく彼女から距離を取っていた。


　ルビーウルフがケーナに何かをしたのか。いや、彼女は先ほどから、ぼんやり立ち尽つくしているだけで微み塵じんも動いてはいない。狼たちが敏びん感かんに察したのは──殺気だ。


　びりびりと空気を痺しびれさせるほどの敵てき意い。それをジェイドが感じ取った瞬しゆん間かん、ルビーウルフが動いた。獲え物ものに飛びかかる狼のように大きく跳ちよう躍やくし、右手を振りかざす。逆さか手てに握にぎられた短たん剣けんが鈍にぶい光を放ってジェイドに振り下ろされた。


　とっさに飛び退のいたものの、顔を庇かばった腕うでが浅く裂さかれた。何が起こっているのか考える間もなく、ルビーウルフの振るう刃は容よう赦しやなくジェイドを襲おそう。


「ルビーウルフ！　待ってくれ、どうして……！」


　彼女が冗じよう談だんでやっているのではないことくらい、ジェイドにもわかった。ルビーウルフは確かく実じつに獲え物ものの息の根を止めようと、執しつ拗ように首を狙ねらってくる。まるでジェイドの喉のど元もとに牙きばを突き立てようとする、狼そのものだ。


　ルビーウルフの左手がジェイドの襟えりを摑つかんだ。彼女はそのまま跳とび上がり、斜ななめ上からジェイドの首筋に向かって体重をかけ、短剣を振り下ろす。しかし、刃やいばの切っ先が届とどく直前、ジェイドはルビーウルフの手首を捕とらえた。襟を摑んでいる左手も捕らえ、どうにか引き離そうとする。


　ジェイドに触ふれられたことを嫌けん悪おするように、ルビーウルフの表情が歪ゆがんだ。もがいて逃のがれようとするが、力比くらべではジェイドに敵かなわない。


　このまま彼女を落ち着かせ、話をしようとした。けれど、ジェイドが何かを言う前に、重い衝しよう撃げきが胸むな元もとを襲った。ルビーウルフが両手を拘こう束そくされたまま跳び、ジェイドの胸を蹴けったのだ。肋ろつ骨こつが軋きしむほどの一撃に息が詰つまり、ジェイドはやむなくルビーウルフの手を離してしまった。


　ジェイドの手から逃れたルビーウルフは蹴った勢いに乗って宙ちゆう返がえりをし、着地した。逆手に握った短剣を顔の前にかざして、隙すきなくジェイドを睨にらみ据すえている。しゃがみ込んだまま、じりじり獲物との距離を測はかる姿は、人間とは言いがたいほど獣けものじみた気き迫はくを有してした。


　ジェイドは咳せき込みそうになるのを堪こらえ、ルビーウルフに問う。


「ルビーウルフ、一体どうしたんだ？　どうして、こんな……」


「その名を呼よぶな」


　ジェイドの言葉を遮さえぎり、ルビーウルフは威い嚇かくするような低い声こわ音ねで言った。


「この名前は、モルダが付けてくれたんだ。狼に──ヴィアンカに育てられたことを誇ほこれるように、モルダが付けてくれたんだ。お前なんかが……モルダを殺したお前なんかが、気安く呼んでいい名前じゃないんだよ！」


　雄お叫たけびと共に、再さい度どルビーウルフが大きく跳躍する。けれどジェイドはルビーウルフの言葉に打ち据えられ、その場から動けなかった。


　短剣の刃が目の前に迫せまる光景は、どこか絵空事のように見えた。ルビーウルフの紅玉の双そう眸ぼうが灼しやく熱ねつの炎を宿し、その瞳にジェイドが映っている。それは、紛まぎれもない現実。


　ルビーウルフの憎悪は本物だ。その激情を受け止める義ぎ務むが、ジェイドにはある。彼女の言葉は真実なのだから。


　ジェイドは両手をわずかに持ち上げてルビーウルフを迎えた。彼女ごと、刃も憎悪も受け入れるために。──しかし。


　重い衝撃に跳ね飛ばされ、ジェイドは湿しめった草の上に倒たおれ伏ふした。柔やわらかい毛け並なみの感触が覆おおいかぶさってくる。


「ケーナ……？」


　つぶやいたのはルビーウルフだった。ジェイドを突き飛ばし、身を挺ていして庇かばっている砂すな色いろの狼に信じられないといった目を向けている。けれど、ルビーウルフに反意を示しめしたのはケーナだけではなかった。フロストも彼女の前に立ちはだかり、低い唸うなり声を上げる。


　するとルビーウルフは激げつ昂こうして狼たちに怒ど鳴なりつけた。


「どうしてそんな奴やつを助けるんだ！　そいつはモルダたちを殺したんじゃないか！　ケーナ、そいつの首を嚙かみ砕くだけ！　できないなら、そこをどきな！」


　ルビーウルフの命令に、ケーナは従したがわなかった。いや、動けないのだ。怯おびえて耳を伏せ、震ふるえているのがジェイドの体に伝わってくる。


　あれは、ルビーウルフではない。


　何があっても仲間のことを第一に考えるのが彼女だ。ケーナを怯えさせるなんて、あるはずがない。


　フロストは今にもルビーウルフに飛び掛かりそうな気き迫はくで威い嚇かくをしている。狼たちは気づいていたのだ。ルビーウルフの異い変へんに。


　姿すがたを消していた間に何かがあったに違いない。あの言葉はルビーウルフの本心ではない──そう、信じたい。信じるしかない。


　今ここで制せい裁さいを受け入れたら、ルビーウルフが正気に戻もどった時に彼女自身が傷きずつくはずだ。彼女の手を、ジェイドの血で……仲間の血で汚よごしてはいけない。


　ケーナを勇気づけるように背せ中なかを叩たたき、ジェイドは立ち上がった。どうにかルビーウルフを落ち着かせて、話ができるようにしなければ。


　さきほどの動きを見る限かぎり、ルビーウルフは普ふ段だんよりも敏びん捷しようになっている。あれが手て加か減げんを捨すてた彼女の力なのか。今のルビーウルフを前にしていると、獰どう猛もうな狼に挑いどむ猟りよう師しのような気分になる。油ゆ断だんは命取りだ。


　とはいえ、彼女を傷つけるわけにはいかない。サーベルは抜けないし、術じゆつも使えない。素す手でで猛獣を捕つかまえるなんて無む謀ぼうもいいところだが、他に方法は見つからなかった。


　怯えてジェイドに寄より添そっているケーナと、威嚇の声を上げるフロスト。そんな彼らに、ルビーウルフは更さらに苛立った。狼たちにジェイドを襲わせることを諦あきらめて舌した打うちし、再びジェイドに飛び掛かろうと腰を落とし──


「陛へい下か！」


「ご無事だったんですね！」


　歓かん喜きの声が響ひびいた。ジェイドを捜さがしに来たリオンとティグルが、ルビーウルフの姿を見つけて駆け寄ってくる。ウェスパとヘリオトロープ、ロヴィンも一いつ緒しよだ。


　何も知らずに笑顔で駆けてくる双ふた子ごに、ルビーウルフはゆらりと危あやうい動きで視し線せんを向けた。


「リオン、ティグル、来るな！」


　ジェイドが双子を制止するのと同時、ルビーウルフは地面を蹴けった。大きく跳とび退すさり、霧きりと茂しげみに身を隠かくす。


　双子はジェイドの大声とルビーウルフが消えたことに目を丸くして、構かまえも取らずに立ち尽つくした。その頭上にある大たい樹じゆの枝えだが、わずかに軋きしんだ音を立てる。


　枝葉に紛れ、葡ワ萄イ酒ン色の髪かみが見え隠れした。まるで奇術のようだ。音もなく樹上に移うつったルビーウルフに、双子は気づいていない。


　ルビーウルフの短たん剣けんが密ひそやかにきらめいた。その切っ先が狙ねらうのは──ルビーウルフを陛下と呼んだ、リオン。


　ジェイドは双子をその場から引き離はなすため、名を呼よぼうとした。けれど声が出る前に、がさりと大樹の枝が揺ゆれた。紅あかい獣けものが牙きばを剝むき、リオンの上に舞まい降おりる。双子は物音に気づいて上を見上げたが、もう遅おそい。


　その時、銀色の光が霧を裂さき、短剣を握にぎるルビーウルフの手に何かが掠かすった。その拍ひよう子しに手から短剣が零こぼれ落ち、彼女が飛び降りた木の幹みきには細長い針はりが突つき立った。


　着地したルビーウルフの右手の甲には浅い裂き傷ができていた。けれど、彼女は構わず落とした短剣に飛びつく。


　しかし、ルビーウルフの手が届く前に短剣は蹴り飛ばされ、宙に弧こを描えがいてジェイドの足元でかつんと硬かたい音を立てた。刃がルビーウルフの手に戻らぬよう、ジェイドはすかさずそれを拾い上げる。


　ルビーウルフは短剣を蹴り飛ばした男を鋭するどく睨にらみ上げた。そこにいたのは、霧が立ち込める森にはそぐわない、煉れん瓦が色の騎き士しの制服を纏まとう青年──ロヴィンだった。


　ロヴィンが無む造ぞう作さに、手を横に払はらう。それと同時にルビーウルフは大きく後ろへ跳んだ。直後、彼女が立っていた場所に再び針が突き立つ。


「やめてください！」


「陛下にお怪け我がでもあったらどうするんですか！」


　すぐ傍にいたリオンとティグルがロヴィンにしがみつき、止めに入った。彼らはルビーウルフの異変に、まだ気づいていないらしい。


「お放はなしください。よくご覧らんなさいませ。あれがあなた方の知るグラディウス女王陛下ですか？」


　そう言われて、双子はルビーウルフに目を向けた。


　周囲の者すべてを鋭い目で威い嚇かくし、狼おおかみたちさえも寄せ付けようとしないルビーウルフの様子を目まの当たりにしたリオンとティグルは身み震ぶるいした。けれど、ロヴィンを放さそうとはしない。


　針を投げ飛ばすなんて、騎士ではなくまるで暗殺者だ。それだけでなく、彼が靴くつ底ぞこに刃は物ものを仕込んでいるのをジェイドや双子たちは知っている。他に何を隠し持っているかと思うと、物ぶつ騒そうで野放しにはできない。そのうえ、彼は魔ま導どうも扱あつかえるのだから。


　しかし、ルビーウルフがもはや正気でないことは誰だれの目にも明らかだった。紅玉の双眸は獣のようにぎらぎらしているのに、どこか焦しよう点てんが合っていない。


「一晩姿を消していて、こうもあっさり戻ってきた。敵てき方がたと接せつ触しよくして何らかの術を施ほどこされたと考えるのが妥だ当とうでしょう。ならば、恐おそれ多いとは存ぞんじますが、陛下を捕らえてミレリーナ様のもとへ導みちびいていただきます」


「だからって、陛下に武ぶ器きを投げつけるなんて……！」


「こんなもので死にはしません。刃やいばは危き険けん、魔導も使えない。他に何か方法がありますか？」
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　ティグルの非ひ難なんに、ロヴィンは淡たん々たんと答えた。彼が刃を抜かず、魔導も使わないでいるのは、ここにジェイドやティグルたちがいるからだ。そうでなければきっと、ルビーウルフに対して容よう赦しやなく術を仕掛けていたことだろう。このトライアンの騎士は、主であるミレリーナ以外には徹てつ底ていして冷たい節がある。


　けれど、ジェイドには彼の気持ちがわかる気がした。ジェイドはたった一晩でもルビーウルフを見失って悄しよう然ぜんとしてしまったのに、彼はミレリーナと離れてもう何日も経たっているのだ。苛いら立だちは頂ちよう点てんに達しているはず。


　普段、彼が寡か黙もくなのは、傍そばにミレリーナがいるからだとジェイドは気がついた。自分を信しん頼らいして身を委ゆだねてくれる者がいれば、責せき任にん感と頼られる喜びが生まれる。それが、自然と気持ちを穏おだやかにさせるのだ。


　しかし、それを突とつ然ぜん奪うばわれた時の喪そう失しつ感は計り知れない。特にロヴィンはミレリーナと常つねに一いつ緒しよだった。そんな彼女を失って、冷静でいられるはずがない。


　きっと、ロヴィンがミレリーナに抱いだいているのはジェイドがルビーウルフに対して秘ひめている想おもいと同じ。だからこそジェイドは彼を責せめることはできなかった。


　ルビーウルフは短剣を奪い返そうと、ジェイドに狙ねらいを定めている。諦めて退く気はないらしい。


　他の誰にも任まかせることはできない。彼女を捕らえるのは、自分しかいない。


　ジェイドは覚かく悟ごを決めた。リオンに目線で合図をし、彼に向かって短剣を投げ渡わたす。宙ちゆうに弧こを描えがいた短剣を追い、駆けたルビーウルフにジェイドは大きく手を伸のばした。ルビーウルフはジェイドに触ふれられることを極きよく端たんに嫌けん悪おしているのか、その手をしたたかに打ち払ってジェイドから距きよ離りを取る。


　それでも、ジェイドは追い縋すがった。もしルビーウルフが不利を悟さとって逃にげたなら、きっと彼女をこんなふうにした者のもとへ戻るはずだ。


　その先にミレリーナやエリカがいるならロヴィンにとっては好都合だろうが、敏びん捷しようさが増ましたルビーウルフを霧きりの中で追うのは難むずかしいだろう。それに、ジェイドはもうルビーウルフをこの手から離したくはなかった。


　──お前はあたしの騎士だよね？　だったら、もう勝手にいなくなるなよ。


　そう言ったのは、ルビーウルフだ。


　だから、どんなに拒こばまれたってその命令に従したがってみせる。


　逃げ回りながらも、ルビーウルフはジェイドを視界に捉とらえている。牙きばがなければ爪つめを立てる、そんな目だ。


　ジェイドから間合いを取ろうと、ルビーウルフは再び樹上に逃のがれた。これではジェイドの手は届かず、ルビーウルフは高所から獲え物ものに狙いを定めることができる。


　その木の下にはウェスパとヘリオトロープがいた。豹ひよう変へんしたルビーウルフに恐おそれをなしたヘリオトロープが小さな悲鳴を上げてウェスパにしがみつく。その声が気に障さわったのか、樹上からルビーウルフがヘリオトロープに鋭するどい目を向ける。


　それに反はん応のうしたのはウェスパだった。ヘリオトロープを傷きずつけられると思ったのか、先せん制せい攻こう撃げきに出る。鋼はがねの籠こ手てを嵌はめた手を木の幹みきに叩きつけ、その一点を中心に幹は爆はぜ割われた。倒れる木を避け、ウェスパはヘリオトロープを抱かかえてその場から離れる。


　木が地に伏す直前、ルビーウルフは足場にしていた太い枝を蹴って着地し、双ふた子ごとロヴィンは巻まき込こまれないよう散り散りになって逃げた。ジェイドはその間にルビーウルフとの間合いを詰つめる。


　伸のばしたジェイドの手から、またもルビーウルフはするりと逃れ──その動きが止まった。顔をしかめ、ふらついている。


　見れば、狼おおかみたちも同じように遠くへ離れて、頭を振ふったり身震いしたり、全身で不ふ快かいを示していた。


　何事かと思った次の瞬しゆん間かん、びりびりと空気が震えはじめた。硝子ガラスを擦こすり合わせるような耳みみ障ざわりな高音が、耳を塞ふさいでも指の隙すき間まから侵しん入にゆうしてくる。リオンとティグルも同じように耳を塞いでうずくまっていた。


　音は空気を波立たせていた。木々のざわめきと霧の揺れで、その様子がよくわかる。波はヘリオトロープを中心に広がっていた。


　ヘリオトロープの衣服に連なっている無数の白しろ銀がねの飾かざりが震えて音を立てていた。彼女が両手を天に向け、音の波はそこから放ほう射しや状じように広がっていく。頭の中を搔かき回すような音を一身に受け、ルビーウルフは片かた膝ひざをついた。


　それと同時にヘリオトロープもへたり込む。ルビーウルフが怖こわかったのか、この術じゆつを使うことが苦行なのか、ずっと足が震えていたのだ。


　音が止やみ、ルビーウルフはふらつきながらも立ち上がった。彼女の動きが鈍にぶった好機を逃すわけにはいかない。


　ジェイドは正面から抱き込むようにルビーウルフを捕とらえた。先ほどのように蹴けられないよう、きつく抱だきしめる。


　ルビーウルフは身をよじり、どうにか逃れようとした。けれど、ジェイドも渾こん身しんの力で押さえ込んで放さない。暴あばれる彼女に何か言葉をかけて落ち着かせようとした。


　だが、それは叶わなかった。一瞬だけ動きを止めたルビーウルフが表情を歪ゆがめてひきつけのように身震いしたかと思うと、狂くるったように叫さけびだしたのだ。罠わなに掛かった狼が仲間に助けを求めるような、悲ひ痛つうな声で。


　言葉にならない叫びがジェイドの耳を劈つんざく。いや、唯ゆい一いつ聞き取れるものがあった。人の名だ。──モルダ、と。


　ジェイドがそれに気づいた次の瞬間、腕に鋭い痛みが走った。そしてルビーウルフの悲鳴が止む。彼女がジェイドの上腕に嚙かみ付いたのだ。


　唸うなり声を上げ、ルビーウルフは容よう赦しやなくジェイドの腕に歯を立てる。ぎりぎりと服越しに歯が食い込んでくるのがわかった。けれど、ジェイドはわずかに呻うめいたものの、力を抜くことはなかった。そして一瞬の隙すきを突つき、ルビーウルフの首筋を強く叩く。頸けい椎ついを圧迫され、彼女は糸が切れたように気を失った。


　力の抜けたルビーウルフの体を支ささえるジェイドの腕には血が滲にじんでいた。大した怪け我がではないが、服がなければ食いちぎられていたかもしれない。


　ルビーウルフの唇くちびるを赤く染そめている自身の血を、ジェイドは親指でそっと拭ぬぐう。初めて触ふれた柔らかな唇は、悲しいほどに冷たかった。


　すぐに駆け寄ってきたのはフロストとケーナだった。ケーナは心配そうに鼻先でルビーウルフの頰ほおや手をつついたが、それをフロストが止めた。今、ルビーウルフを起こしてはいけないと彼はわかっているのだ。止められたケーナもそれを理解しているようだけれど、ルビーウルフを見つめてもどかしそうに足あし踏ぶみをしていた。


「あの、陛へい下かは……」


「何があったのですか？　腕は大だい丈じよう夫ぶですか？」


　おずおずと歩み寄ってきたリオンとティグルがジェイドに問う。彼らはまだ、目の前で起きたことが信じられないようだ。鉄てつ紺こんの瞳ひとみに困こん惑わくの色を滲ませている。


　双ふた子ごにとって、ルビーウルフは明めい朗ろう快かい活かつな君主なのだ。そんな彼女がジェイドに捕とらえられて暴れ、悲鳴を上げるなんて大きな衝しよう撃げきだったろう。


「腕は大丈夫だ。皮膚が少し切れた程度だから問題ない」


　淡たん々たんと答え、ジェイドはルビーウルフを抱かかえて立ち上がった。こうして気を失ったルビーウルフを抱え上げるのは二度目だ。


　そして、あの慟どう哭こくのような絶ぜつ叫きようを聞くのも二度目だった。仲間だった盗とう賊ぞくたちを失った時、ルビーウルフは自身の声で仲間たちの悲鳴をかき消していた。耳を塞ぐことができなかったから、そうするしかなかったのだろう。何せ──ジェイドが彼女の腕を拘こう束そくしていたのだから。


　叫び声を上げた瞬間、ルビーウルフの意い識しきはあの時に戻っていた。養父の名を呼び、ジェイドの手から逃れようとした。彼女の意識は、過か去こを彷徨さまよっている。


「グラディウスの戦士よ、こちらに来ておくれ。ルビーウルフに術じゆつが掛かけられているなら、我われにはわかる」


　ふらつきながらも立ち上がったヘリオトロープがジェイドを呼んだ。ジェイドは彼女に言われるまま歩み寄り、ルビーウルフを抱えたまま腰を落とした。


　ヘリオトロープは身に付けている白銀の飾りを一つ取り外し、ふぅっと息を吹きかける。そしてそれをルビーウルフの額ひたいに近づけ──まるで磁じ石しやくが反発するように、白銀の飾りがヘリオトロープの指を離れて弾はじけ飛んだ。


「やはり、何かの力で操あやつられているようだな。我の力を受け付けようともしない。もっと道具や時間を要すれば解とくこともできようが……どうする？　一度アウローラの集落へ戻るか？」


「そうですね、それしか方法がないのなら」


　ジェイドには頷うなずくことしかできなかった。引き返すのにもまた時間を食ってしまうが、こんな状じよう態たいのルビーウルフを抱えたままでは何もできない。


「それより、あなたは大丈夫なのですか？　顔色が優すぐれないようですが」


　ヘリオトロープの頰ほおに流れる汗あせを、ジェイドは見逃さなかった。疲つかれた顔をしているけれど、彼女は口元にうっすら笑みを浮かべる。


「あの術は、音の力を一番強く受けるのが我自身なのだ。なかなか間ま抜ぬけであろう？　それでも、役に立てるというのは嬉うれしいものだな。──我のことは心配せずとも良い。どうせ帰りの道中もウェスパに負ぶってもらうのだから」


　そう言ってヘリオトロープが視線を向けたウェスパも、彼女のすぐ近くにいたせいか、まだ頭ず痛つうが抜けないようだ。わずかに顔をしかめている。


「あ、あの、ジェイド様」


　突とつ然ぜん、リオンが焦あせった様子で声を上げた。


「ロヴィン殿どののお姿すがたが見えません」


　その言葉に、全員が周囲に視し線せんを巡めぐらせる。たしかに、トライアンの騎き士しの姿はどこにも見当たらない。


「いつからだ？」


「わかりません。僕ぼくも今、気がついて……」


　こんな時に、どこへ行ったのか。思わず歯は嚙がみしたジェイドだったが、あることに気がついた。


　ロヴィンは一いつ刻こくも早くミレリーナのもとへ行くことを望んでいた。今ここで引き返すなんて、彼にはできなかったのだ。だから、誰にも気づかれないよう姿を消したのではないだろうか。


「どうします？　捜さがしますか？」


　ティグルが問う。けれど、ジェイドは首を横に振った。


　ロヴィンがミレリーナのために独どく自じに行動を起こしたのなら、それは彼の責せき任にんだ。そして彼がミレリーナを第一に考えるのと同じように、ジェイドは何よりもルビーウルフに重きを置く。


「あの方はミレリーナ様の騎士だからな。お一人でミレリーナ様を捜しに行ったんだ。ルビーウルフのために引き戻すわけにはいかない。俺おれがあの方の立場でも同じことをしていたよ。だから、俺たちは俺たちの女王を守るんだ」


　ジェイドがそう言うと、見習い騎士の少年たちは揃そろって頷いた。


「では、急いで戻ろう。早いほうがいい」


　ヘリオトロープが皆みなを急せかした。彼女だって、求めている〈全知の書〉の近くまで来て引き返すなんて口くち惜おしいはずだ。けれど、ヘリオトロープはルビーウルフをこのままにしておくことがいけないと判はん断だんした。それほど、ルビーウルフは危き険けんな状態なのかもしれない。


　そう思うと、ジェイドは胸が苦しくなった。あの痛々しい叫び声が耳の奥おくに甦よみがえってくる。


　それでも、せめて今だけは忘わすれなければ。気が沈しずんで足まで重くなってしまってはいけない。思い悩なやむのは後回しだ。


「行きましょう」


　眠ねむったままのルビーウルフを抱え、ジェイドはもと来た道を歩み始めた。





　　　　†




　霧きりの中で、あの男を見つけた。


　遠く木立に隠かくれていたが、見み間ま違ちがえるはずがない。ミレリーナをロヴィンの目の前から連れ去った男だ。


　男──イグニスはグラディウスの女王が恐きよう慌こうする様子をほくそ笑んで眺ながめていた。他の者たちは狼おおかみも含ふくめ、女王へ意い識しきが向いているためか気づいていないようだ。


　女王が騎士の手で眠ねむらされ、それを見み届とどけたイグニスはするりと霧の中へ溶とけ消えた。ロヴィンは迷まよわず、あとを追う。他の者たちに声をかけている暇ひまはない。


　グラディウスの女王は明らかに正せい常じような意識ではなかった。イグニスが見み張はっていたのだから、彼に何かの術をかけられたのだろう。それなら、女王を連れてこのままクレプスムルクの集落に向かうことなんてできない。グラディウスの騎士たちはその場に留とどまって策を練るかアウローラの集落へ戻ると言い出すはずだ。


　だが、そんなものに付き合っていられない。正直、グラディウスの女王や騎士たちがどうなろうとロヴィンの知ったことではなかった。たとえ女王があのまま元に戻もどらなくても、まして命を落としても心など痛いたまない。他人の生き死になど、まったく興きよう味みはなかった。


　今はただ、イグニスを見失わないよう集中するのみだ。彼が行く先で、ロヴィンの主人が待っているはずなのだから。


　霧の中で見失わない距きよ離り、そして気配を悟さとられない距離。微び妙みような間かん隔かくに神しん経けいを使いながら、足元や周囲にも気を配る。落ちている小こ枝えだでも踏んで音をたてないよう、慎しん重ちように。


　こうして身を隠かくしながら移い動どうするのは得意だった。それに今は、追われるのではなく追う立場だ。その分、気持ちに余よ裕ゆうがある。


　昔を思い出して、ロヴィンはわずかに苦く笑しようした。


　現げん在ざいの、王女付きの騎士という地位を手にする以前、ロヴィンはただの盗ぬすつ人とだった。さらにその前は、グラディウスの貴き族ぞくの末すえ息子むすことして魔ま導どうを学ぶ身だったが、そんなことはもう忘れた。常に兄弟を比くらべ、落ち零こぼれを恥はじとして切り捨すててしまう家のことなど、もうどうでもいい。


　故こ郷きようを離れ、浮ふ浪ろう児じとしてトライアンの王都に居ついたロヴィンは魔導の知識を買われて窃せつ盗とう団だんに入った。誰だれかに必要とされたことがなかったから、仲間ができたことが嬉うれしかった。今思えば、それは単に魔導の腕うでを利用されていただけなのだが。


　窃盗団の構こう成せい員いんは若わか者ものばかりだった。盗みの目的はほとんどが遊びで、ロヴィンのような生活のためという者はいなかった。彼らには家があり、養ってくれる親がいたのだ。平和なトライアンの安あん穏のんとした暮くらしの中で、刺し激げきを求めていたのだろう。


　盗みの対象は露ろ天てんから商店へ、商店から民家へと歯止めが利きかなくなっていった。


　そして、誰もそのことに気づかなかった。いつも行動を起こす前には酒さか盛もりをして上じよう機き嫌げんだったし、今まで無事に逃にげおおせてきたことで、自分たちの力を過か信しんしていた。そして何より、世の中を甘あまく見ていた。


　いつしか王家が管理する国立の施し設せつや貴族邸ていに侵しん入にゆうして荒あらし回ることが目的になっても、止める者はいなかった。


　仲間たちは何か欲ほしいものがあったわけではない。ただ、騒さわぎを起こしたいだけだった。そして当時のロヴィンは、自分を排はい斥せきした上流階級の人間を憎にくんでいたから。慌あわてふためく人々を物もの陰かげから眺ながめて、ざまぁみろと罵ののしることができたら、それでよかった。


　そして最後に手を出したのが、トライアン王おう城じようだった。酔よっていたとはいえ、よくもまぁ大だい胆たんになれたものだ。今思い出しても自分の愚おろかしさが可お笑かしくてたまらない。


　当然、ロヴィンの魔導の腕に頼りきったずさんな計画は失敗に終わった。城内の警けい鐘しようが鳴り響ひびくや否いなや、仲間たちはロヴィンを殴なぐりつけ、置き去りにして逃げ去った。帰る家を持たないロヴィンを生いけ贄にえにしたのだ。穴あなだらけの計画を立てるくせに、いざという時の悪わる知ぢ恵えだけは働くのだから呆あきれてしまう。


　捕つかまったロヴィンは、仲間のことは話さなかった。別に、彼らのためを思ってのことではない。話したところで、どうせ浮浪児の言うことなど信じてもらえない。自分の罪つみを軽くするため、共きよう犯はんがいるように噓うそをついているとして無む駄だに痛めつけられるより、全部一人でやったと言ってしまうほうが楽だったのだ。


　魔導を使う者が罪を犯おかしたら、極きよつ刑けいに値あたいしない場合は喉のどを焼き鏝ごてで焼かれて声を奪うばわれる。


　ロヴィンのような浮浪児が魔導を扱あつかうことに執しつ行こう人にんたちは首を傾かしげていたが、深く追及はしなかった。没ぼつ落らく貴族の子こ供どもが働くすべを持てずに、窃盗に手を染そめるのはそう珍めずらしいことでもない。その中に、魔導の知識を持つ元貴族の子供がいても不思議ではない。


　刑けい場じようへ引き立てられたロヴィンは、そこであの少女に会った。トライアンの王女だという、当時まだ十歳さいの少女。


　血の匂においが染しみ込んだ刑場に、飴あめ細ざい工くの花が咲さいていた。そんな錯さつ覚かくを覚えるほど、場違いな明るさでミレリーナはロヴィンの前に現あらわれて、刑の執行を引き止めたのだ。そしてロヴィンを見み据すえ、告げた。


「この者には、そのような軽い刑ではいけません。わたくしの手で罰ばつを下します」


　戸惑う執行人たちを退しりぞけ、ミレリーナは微笑ほほえみをロヴィンに向けた。王族の子供が、罪人の命を弄もてあそぶ悪あく趣しゆ味みを持っているのだと思った。だったら好きなようにしろ、と。自棄的に吐はき捨すてた言葉がロヴィンの運命を決めた。


「では、好き勝手に命じます。あなた、一生その命を賭かけてわたくしを守りなさい。わたくしのために五体満足でいなさい。自由などなくてよ。永えい遠えんに囚しゆう人じんですわよ。わたくしのためだけに働く、わたくしだけの騎士が欲ほしいわ。口答えは一いつ切さい許ゆるしません」


　微笑む唇くちびるが甘やかな声を紡つむぐ。好きにしろとは言ったが、こんなことを言われるなんて想そう像ぞうもしておらず、戸と惑まどいを隠かくすためにとっさに憎にくまれ口を叩たたいてしまった。


「哀あわれな野の良ら犬いぬでも助けたつもりか」


「そうですね。わたくし、犬は大好きです。綺き麗れいなリボンをつけて可愛かわいいお洋服を着せて──でも、困こまったわ。あなたには似に合あいそうじゃありませんものね。……それとも、着ます？　可愛いお洋服」


　ミレリーナは真しん剣けんな顔つきで困っていた。


　呆あきれた。その言葉に尽つきる。本当に子犬を欲しがる感覚で、ミレリーナは罪ざい人にんを所有物にしてしまったのだ。これにはもう、笑うしかなかった。


　だから、今のロヴィンは騎士であり囚人であり飼かい犬だ。ミレリーナが天てん寿じゆを全まつとうするまで、勝手に死ぬことすら許されない。五年前のあの日、十四歳だったロヴィン・リューグの運命は、すべてミレリーナ・フィリス・トライアンに譲じよう渡としてしまったのだから。


　イグニスの足は滑なめらかに進んでいた。霧きりの中で視界も悪く、そのうえ木々も生い茂しげっているというのに、まるで草原を大おお股またで歩くようだ。尾び行こうに気づいていないらしい。


　盗人の頃に培つちかった、気配を隠す技術がこんなところで役に立つなんて。けれど、これでミレリーナのもとへ行けるなら、そんな過去すら誇ほこらしい。


　つかず離れず後を追い、いつしか蔦つたに覆おおわれた岩いわ壁かべに沿そって歩いていることに気がついた。そして、ミルク色に霞かすむ霧の中でイグニスの姿がふいに消える。


　すぐさま距離を詰め、イグニスが消えた付近の様子を窺うかがってみる。岩壁の正面には森が広がっているけれど、急に姿が見えなくなるなんてことは考えられない。どこか、身を隠す場所があるのなら話は別だが──


　岩壁を覆う蔦の一部が揺ゆれていることにロヴィンは気がついた。蔦を搔かき分けてみるとそこだけ壁がなかった。


　空くう洞どうとも呼よべない狭せまい亀き裂れつが、深くどこまでも続いていた。耳を澄すましてみると、中から足音が響ひびいていた。足音の反はん響きようで相手との距離を読み、頃合いを見計らう。


　その間に術で光の蝶ちようを呼び出し、入り口の岩に針はりで簡かん単たんな印を刻きざんだ。中で分ぶん岐きがあっても、帰り道で迷まよわないようにこの先も印していく。


　針は昔、武ぶ器きの他に鍵かぎ開あけの道具としても使っていたものだ。癖くせがついてしまって持っているだけで安心するから、今でも手放せない。もともと魔導を学ぶには相応ふさわしくない落ちこぼれとして切り捨てられた身ゆえ、正直なところ魔導よりも普ふ通つうの喧けん嘩かのほうが得意なのだ。


　それでも、ミレリーナのために改めて魔導を学んだ。剣けん術じゆつの腕も磨みがいた。他の魔導騎士に劣おとる力を穴あな埋うめしようと、服や靴くつに仕込める限かぎり武器を隠し持っている。


　足音が、聞こえるか聞こえないかのところまで遠ざかった。そろそろいいだろう。音を追い、亀裂の奥へと身を滑り込ませる。


　彼女のもとへ帰るのだ。ロヴィンが帰るのは国でもなければ家でもない。唯ゆい一いつ、主人のもとのみ。


　飴細工の花のような、琥こ珀はく色の微笑みで出で迎むかえてくれる少女のもとへ帰るのだ。




　第４章　不本意な帰き還かん







　ルーナエはミレリーナが気に入ったのか、あれから何度もやってきた。食事も彼が持ってきてくれて、一いつ緒しよに食べる。


　今はミレリーナの靴を借りて履はき、堅かたいヒールが高い音を立てるのを面おも白しろがって遊んでいる。それでも子こ供どもの小さな足だから、振ふり上げた瞬しゆん間かんに片かた方ほうの靴が飛んでしまった。慌あわてて拾いにいく姿も、ちまちましていて可愛かわいらしい。


　つい笑ってしまったミレリーナに、ルーナエは駆かけ寄よってきて靴を差し出す。


「あら、まだ遊んでいていいんですよ」


「もういい。だって、これがないとミレリーナ歩けないもん。一緒に遊べないもん。お話しするほうがいい」


　そう言ってルーナエは動物の皮を植物の繊せん維いで留とめる靴を、小さな手で器用に履いた。ミレリーナもルーナエが返してくれた靴を履く。ずいぶん汚よごれてしまって傷きずだらけだし、トライアンに帰っても、みっともなくてもう履けないだろう。


　──帰れるだろうか。


　ふいに浮うかんだ弱気な言葉を追い払はらうため、ミレリーナは軽くかぶりを振った。今はそんなことを考えてはいけない。信じなくてはいけない。彼を……忠ちゆう実じつな騎き士しを。


　彼はきっと来てくれる。いいや、来るのだ。彼はミレリーナがいなければ生きていけない。そしてミレリーナも、彼がいなければ──


「ミレリーナ？」


　考え事をしていたら、ルーナエが袖を引っ張ぱった。少し険けわしい顔をしてしまったのだろうか。不安そうな表ひよう情じようで見上げてくる。


「……ここは高い所ではないから、大だい丈じよう夫ぶですね」


　独ひとり言のようにつぶやくと、ルーナエは首を傾かしげた。無む邪じや気きな仕草が可愛らしくて頭を撫なでてやると、満まん悦えつした様子で笑う。


「ねぇ、お話しして」


　エリカが出て行ったあと、むっつり拗すねてしまったルーナエの機き嫌げんを取るためにミレリーナは童話を語って聞かせた。彼はそれが気に入ったようで、次から次に要求してくる。


　ミレリーナの靴に興きよう味みを持ったのも、新しく買ってもらった靴の色が気に入らなかった女の子が納なつ得とくするまで絵の具で色を塗ぬり重ね、最後には何なん層そうにも重なった絵の具が重くて歩けなくなってしまったという教訓めいた物語を話したからだ。


　けれど、もうルーナエに聞かせて理り解かいできるような話は思いつかない。舞ぶ踏とう会かいの恋こい物もの語がたりなど、ローラーティオーで生まれ育った幼おさないルーナエにはわからないだろう。


「あなたは、何かお話を知ってますか？　おじい様やおばあ様がしてくれたような」


　自分にもう話すことがないなら、相手に話させればいい。聞いているうちに、まだ話していない物語を思い出すかもしれない。


　そんな軽い気持ちで言ったのだが、ルーナエはふるふると首を振った。


「ひいじーちゃん、語り部べでいっぱいお話知ってたけど、いなくなっちゃった」


　あっけない言い方だったのは、幼さゆえだろうか。不用意なことを言ってしまったと焦あせったミレリーナだったが、ルーナエは意外にも笑顔を見せた。


「でも、僕ぼくが頑がん張ばったら、ひいじーちゃん帰ってきてくれるんだって。だから、ひいじーちゃんが帰ってきたらミレリーナも一緒にお話ししてもらおうね」


　てっきり亡なくなったのかと思ったが、どうやら早とちりだったようだ。どこかへ出かけているだけ──


　いや、それはおかしくないだろうか。ここはローラーティオー。隔かく離りされた島だ。クレプスムルクの集落から離はなれたとして、どこへ行くというのか。アウローラとは仲を違たがえているはずなのに。それに、ルーナエが頑張ったら、というのは……。


「おじい様は今、どちらにいらっしゃるの？」


「ずぅっと遠くなんだって、イグニスが言ってた。でも、僕がイグニスの言うこと聞いて、ちゃんとお役目を果たせたら、ひいじーちゃん帰ってきてくれるんだって」


　嬉うれしそうに語るルーナエ。けれどミレリーナは、その言葉に嫌いやな予感を覚えた。


「お役目というのは、わたくしたち神国の者をローラーティオーに招まねくことでしたわね」


　たしか、ルーナエがイグニスに言われてやったのだと得意げに語っていた。


「そうだよ。僕にしかできないことだから、僕がやらなくちゃいけないんだ。そしたら遠くに行った人、みんな帰ってきてくれる」


「遠く？　それは、ローラーティオーの外ですか？」


　ミレリーナが問うと、ルーナエは困こまったように首を傾かしげた。そこまで詳くわしくは知らないのだろうか。


　幼いのだからそれも仕方のないことだと思ったが、彼は何かを恐おそれるような表ひよう情じようを見せた。


「外になんか行っちゃだめだよ。外に行ったら、みんな病気になっちゃうんだってひいじーちゃん言ってたもん。絶ぜつ対たいに治なおらない病気になって、すぐに死んじゃうから出ちゃだめって、いつも……」


　ルーナエが最後まで言い終わる前に、何か硬かたいものが倒たおれる音が響ひびいた。驚おどろいたルーナエがミレリーナにしがみつく。


「どなたですか？」


　険けんのこもった口調で誰すい何かすると、拾い上げた杖つえをついてその人は岩いわ陰かげから姿すがたを現あらわした。


「今のはどういうことなの？」


　開口一番に、エリカはそう言った。彼女の厳きびしい眼まな差ざしはルーナエに向けられている。しかしルーナエはエリカを怖こわがって、ミレリーナの腰こし元もとに顔を伏ふせて彼女とは目を合わせようとしない。


「今の、とは？」


　代わりにミレリーナが問い返した。するとエリカは躊躇ためらうように……いや、何かを恐れるように、震ふるえた唇くちびるを開く。


「ここから出たら、病やまいにかかって死ぬ、と……」


　エリカの、杖を握にぎる手も震えている。彼女は否ひ定ていを欲ほつしているのだと、ミレリーナは察した。けれど……。


「わたくしの目で確たしかめたことではありませんが、アウローラの方々もそのように言ってらっしゃいました。ローラーティオーに住まう者は、どんな理由であってもこの島を離はなれてはならない。その宿命に抗あらがえば、五年も持たずに死んでしまう。たとえ悔くい改めて戻もどってきたとしても、必ず早死にしてしまうそうです。わたくしたちが守しゆ護ごの民たみと呼よぶ方々は、ローラーティオーの霧きりの中でしか生きられないのですわ。アウローラの方々は、その宿命から逃のがれて外へ出る方法を知るため、〈全知の書〉を欲して……」


「噓うそよ！」


　叫さけぶように、エリカはミレリーナの言葉を遮さえぎった。するとルーナエが顔を上げ、怒おこったように唇を尖とがらせた。


「噓じゃないよ。ひいじーちゃん、語り部だもん。噓なんかつかないもん」


　エリカは何も答えない。岩がむき出しになった壁へき面めんに肩かたを預あずけ、放心したように視し線せんを落としていた。


「エリカ様は、こちらの事情には詳しくないのですか？」


「……そうね、何も知らないわ」


「では、どうしてエリカ様が〈全知の書〉をお持ちになっているのです？　それは神の器うつわとなる証あかしを持つ、ローラーティオーの者がその身に宿すものでしょう？　エリカ様は……何者なんです？」


　それだけはどうしても知りたい。エリカがなぜ、〈全知の書〉を持っているのか。何を望んでいるのか。


「あ！　それ、ひいじーちゃんの！」


　突とつ然ぜん、ルーナエが大きな声を上げた。彼の小さな指はエリカの杖に向けられている。


　ミレリーナはエリカの杖に、見み慣なれないものを見つけた。黒い石で作られた、鳥の彫ちよう刻こく飾かざりだ。嘴くちばしの先に穴あながあり、麻あさか何かの紐ひもが通っている。それを、エリカは杖の柄えに巻まきつけていた。


「何を言っているの……？　これは私の……」


　弱々しくつぶやいたエリカに、ルーナエは駆かけ寄よって黒い石の鳥に手を伸のばした。そして、それをエリカに突つきつけて言う。


「ほら見て。お腹なかのところに傷きずがあるでしょ？　これ、僕が遊んでてつけちゃった傷なんだ。ひいじーちゃんは、いつか僕にくれるものだからって許ゆるしてくれたけど。なんでエリカが持ってるの？　ひいじーちゃん、もう帰ってきたの？」


　ルーナエの言葉を、エリカは信じられないといった表情で聞いていた。そして、ようやっと紡つむいだ言葉は掠かすれるような細い声。


「あなたの、曾ひいおじいさんは……なんという名前なの？」


「アウルム」


　ルーナエが答えると、ふっとエリカの赤い唇から笑いが漏もれた。それは次し第だいに大きくなり、さも愉ゆ快かいそうにころころ笑い続ける。何がそんなに可お笑かしいのかと問いたかったが、声を掛かけられるような雰ふん囲い気きではない。


　しばらく黙だまって見守っていると、エリカは気けだるい吐と息いきを漏らして笑い納おさめた。


「私は、本当に何も知らなかったわ」


　それは弁べん明めいというより、自じ嘲ちようの意を含ふくんだ口調だった。そしてルーナエを乱らん暴ぼうに突き飛ばして遠ざけ、杖つえを振ふりかざす。


　杖の先をくるりと回して宙ちゆうに光の円を描えがく。光の円は中央に向かって収しゆう縮しゆくし、弾はじけた。そこに現あらわれたのは、白銀に輝かがやく一冊さつの本──〈全知の書〉。


　その輝きが陽炎かげろうのように歪ゆがんだ。エリカが杖を振ると、その動きに合わせて光が床ゆかに落ちる。岩を削けずって整えてあるけれど、ごつごつした床にはくっきりと魔ま法ほう陣じんが描き出された。


　ミレリーナは、その紋もん様ように見覚えがあった。あれは、たしか……。


　以前に見た光景を思い出していたミレリーナの腕うでを、大おお股またで歩み寄ったエリカが摑つかんだ。力任せに引っ張られ、ミレリーナは悲鳴をあげる。


「ミレリーナ！」


　突然のことに怯おびえたルーナエが、涙なみだ声ごえで叫んだ。しかしエリカは構かまわずミレリーナを無理やり立たせ、引きずっていく。


「待ってください、エリカ様！　わたくしは、まだ……！」


　今はまだ、ここを離れるわけにはいかない。飴あめ色いろの髪かみを振り乱みだしてミレリーナは抵てい抗こうし──足音が聞こえた。


「エリカさん、何を……！」


　現れた姿すがたを目にして、ミレリーナは落らく胆たんした。一いつ瞬しゆんだが、騎き士しだと期待してしまったから。


　イグニスはすぐに駆け寄ってきた。エリカが何をしようとしているのか、悟さとったのだろう。


　エリカにしろイグニスにしろ、今のミレリーナにとっては敵てきでしかない。どちらに捕とらわれても同じこと。自分の身は自分で守らなくては。──けれど、一人ではどうしようもないことだってある。


　イグニスの手が届とどく前に、ミレリーナは白銀に輝く魔法陣の上に突き倒された。


　受け身なんて取れない。肘ひじをおもいきり打った。こんな乱暴な扱あつかいを受けたことがないミレリーナにできることは、せめてルーナエを怖こわがらせないよう呻うめき声を堪こらえることだけ。


　いざという時は、何もできない。それをわかっているから常つねに騎士をそばに置いていたのに。


　イグニスの手がエリカの肩かたに触ふれた。エリカは阻そ止しされる前に術じゆつをなそうと杖を振り上げる。彼女の足元に、黄金の光を発する大陸図が描き出された。白銀と黄金の光がせめぎ合い、視し界かいが霞かすむ。


　その曖あい昧まいな世界の中で、ミレリーナは一つの影かげが音もなく舞まい上がるのを見た。手に抜ぬき身のサーベルを握にぎった、黒くろ髪かみの騎士の姿を。


　騎士が振るった刃やいばの切っ先は、イグニスの肩かたを浅く裂さいた。イグニスは騎士が現れたのを視し認にんしたとたん、慌あわててその場から退しりぞいたのだ。そして騎士はイグニスを深追いすることなく、迷まよわずミレリーナに駆け寄ってきた。


「ご無事ですか、ミレリーナ様」


　にこりともしない表ひよう情じようも、淡たん々たんとした言こと葉ば遣づかいも、いつも通りだ。こんな時くらい感情を出してくれてもいいのに。


　あまりにも普ふ段だんと変わらないから、こちらが感かん極きわまってしまう。気がついたら、ミレリーナは騎士の首に腕うでを絡からめて首くび筋すじに顔を埋うずめていた。


　だが、すぐに意い識しきは引き戻もどされた。杖が音高く床ゆかを叩たたき、反はん響きようする。それに合わせて光の明度が強まり、目を開けているのもつらい。


「エリカ様……！」


　伸のばした手は虚むなしく宙を搔かいた。せめて声は届いただろうか。


　最後に見たエリカの表情は、とても悲しかった。


　彼女は自嘲の笑えみを浮うかべていたから。





　　　　†




　風が冷たい。座すわり込んでいる脚あしに、ちくちくしたものが触ふれる。


　そして何より、日差しの気配。それを感じ、ミレリーナは目を開けた。


　空が見えた。雲が薄うすくたなびいて流れていく。視線を下へ落としてみると、薄うす茶ちやになりつつある乾かわいた芝生しばふが広がっていた。


　綺き麗れいに剪せん定ていされた庭木。人や馬車が通るために石いし畳だたみで整えられたアプローチ。そこでは落ち葉が風に煽あおられ、くるくると陽気に舞い踊おどっている。


「ミレリーナ様、肘にお怪け我がを……」


「擦かすり傷です。あなたは何があっても驚おどろかないのですね。それとも、ここがどこだか気づいていませんの？」


「ミレリーナ様のお怪我に比くらべれば、トライアン王おう城じように戻ってきたことなど瑣さ末まつ事ごとです。ご無事に戻られたことをお喜び申し上げるのは、そのあとでもよろしいかと」


「……そうですか」


　ロヴィンが言った通り、ここはトライアン王城だった。ミレリーナは立ち上がり、辺りを見み渡わたし──


「まぁ、姫ひめ様！」


　悲鳴に近い叫さけび声を受け、ミレリーナは振り返ふる。そこにいたのは、箒ほうきを持った使用人の娘むすめだった。落ち葉を掃そう除じしに来たのだろう。彼女はその場に箒を放ほうり出し、駆かけ寄よってくる。


「今までどこにいらっしゃったのですか？　大変な騒さわぎになっているのですよ！　陛へい下かも、とても心配してらしたのに……あぁ、御お髪ぐしがこんなに乱みだれて……」


　娘はミレリーナの服や髪が汚よごれていることを知ると、少し距きよ離りを取って不ふ憫びんそうな目を向けてきた。ミレリーナは小さく溜ため息を零こぼし、娘に命じる。


「着き替がえますので、用意をしてくださいな。お湯も頼たのみますね。お兄様へのご挨あい拶さつはそれからです」


　目線で急せかすと、娘は慌あわてて駆かけていった。そのあとを追い、ミレリーナとロヴィンも城内へ向かう。


　こんなみっともない姿すがた、あまり多くの者に見せたくはない。できればこっそり身なりを整え、それから人前に出たかった。


　だが、それは無理な話だった。ずっと姿を消していた姫が戻ってきたのなら、その知らせはあっという間に広がってしまう。調理場の通用口から泥どろ棒ぼうのように忍しのび込こみ、人の通りが少ない廊ろう下かを選んできたのに、自室へ辿たどり着く直前にその人は息を切らせて現あらわれたのだった。


「ミレリーナ！　よく無事で……」


　走り寄ってきたベルンハルトは、迷まようことなくミレリーナを抱だきしめた。自身も汚れてしまうというのに。


「一体、何があったんだい？　あぁ、肘ひじを擦すりむいているじゃないか。こんなに泥どろだらけになって……」


「ええ、ですから早く着替えたいのですわ。お話はそのあとにいたしましょう。怪我はたいしたものではないので、ご心配なさらないでください。──お兄様こそ、少しお瘦やせになった？」


　ミレリーナの髪かみを手て櫛ぐしで整え、頰ほおについた汚よごれを指で拭ぬぐおうとするベルンハルトの様子は、ほんの数日間のことなのに以前より少しやつれて見えた。心配をかけてしまったことに、罪ざい悪あく感が湧わいてくる。


「ミレリーナがいないと、食事も美お味いしくないからね。でも、これでみんな元気になれるよ」


「お義ね姉え様は？　わたくし、あの時とっさに突つき飛ばしてしまって……」


　あの時、ルーナエが操あやつる光からコーラルを守ろうとしてミレリーナは彼女を突き飛ばしたのだ。それがずっと気がかりだった。


「大だい丈じよう夫ぶ。部屋で待っているように言ったから、あとで顔を見せてあげて」


　それを聞けて、ミレリーナは安あん堵どした。早くコーラルにも会いたい。だが、その前にやはり身なりを整えるのが先だ。


　お湯の用意ができたと先ほどの娘が知らせてくれて、ミレリーナはベルンハルトに部屋で待っているよう頼み、浴場へ向かおうとした。けれど、ベルンハルトはそれを呼よび止めた。彼が固く手を握にぎったのは、ロヴィンだった。


「ミレリーナを無事に帰してくれて、ありがとう。なんと礼を言ったらいいか……」


　琥こ珀はく色の瞳ひとみを潤うるませて感かん謝しやの言葉を述のべるベルンハルトに、ロヴィンは少し戸と惑まどっているようだった。表ひよう情じようにはほとんど出ていないが、ミレリーナにはわかる。トライアン王城でもあまり人と関かかわることのない彼だから、ミレリーナ以外の人間に礼を言われることに慣なれていないのだ。


「もったいないお言葉です。本来なら、このような事じ態たいになることを防ふせぐべきでした。申し訳わけございません」


　彼にしては頑がん張ばった返事だ。たとえ相手が王であっても、主人以外はないがしろにする癖くせがあるので、少し心配だったのだ。


「上出来ですわ」


　ロヴィンにこっそり囁ささやいて、ミレリーナは少し早足でその場を去った。





　　　　†




　見聞きしたものを伝え終え、ミレリーナは深く頭を下げた。


「申し訳ありません。わたくしの力が及およばないばかりに、〈裁さばきの天てん秤びん〉を奪うばわれてしまって……」


　洗あらったばかりでまだ湿しめっている髪が額ひたいに掛かかる。それをベルンハルトは優やさしく払はらい、ミレリーナに頭を上げさせた。


「いいんだ。ミレリーナが無事に帰ってきたなら、それで充じゆう分ぶんだよ。神具は私たちにしか扱あつかえないのだから、奪い返しに行けばいい。グラディウスのルビーウルフ様も、そうなさったんだろう？」


　ベルンハルトはそう言ってくれたけれど、ミレリーナは自じ責せきの念を拭い去ることができなかった。


　もっと自分がしっかりしていたら。エリカの手を振ふりほどくことができたら。せめて、〈裁きの天秤〉を手放すことをしなければ……。


「自分を責せめてはいけないよ、ミレリーナ。それは、諦あきらめることだから。終わったものを振り返ることだから。まだ終わっていないんだよ。わかるね？」


　兄の言葉に、ミレリーナは頰を打たれたように思った。


　そうだ。過すぎたことを振り返って悔くやむのは、もう終わってしまったものにだけできること。誰だれかに懺ざん悔げして謝あやまるのは、君は悪くないんだという慰なぐさめを相手に強要しているのと同じ。


　すべてはまだ続いている。〈裁きの天秤〉を取り戻もどさなくてはいけない。ルビーウルフをはじめ、グラディウスの者たちもまだローラーティオーにいるのだ。それをミレリーナは過ぎたことにしてしまおうとした。


「お兄様、他の神国にもこのことを伝えなくてはいけませんわ。わたくしがいなくなった時に使いを出しているとは思いますが、状じよう況きようが変わりましたから。手紙はわたくしが書きましょう」


「あぁ、すぐにでも頼たのむよ。一いち応おう、警けい戒かいを怠おこたらないようにとだけ報しらせたんだけど、それだけじゃ不十分だからね」


　ミレリーナは一礼し、ロヴィンを連れてベルンハルトの部屋を辞じそうとした。けれど手が触ふれる前にドアがノックされる。


　ベルンハルトが声を掛けると、ドアは勢いきおいよく開いて銀色の髪の娘むすめが姿すがたを現あらわした。


「まぁ、お義姉様。お部屋で待ってくださっていると聞いたので、こちらからお伺うかがいしようと思っていましたのに」


「ちゃんと待っていたわ。でも、遅おそいんですもの」


　ミレリーナの手を両手で包み込んで、コーラルは薄うす藍あいの瞳を潤ませた。開けられたままのドアの向こうには付き添そいの女官もいるから、一人でここまで来たわけではないようだ。それに、心配をかけてしまったことが心苦しくてあまり強くは言えない。


　コーラルはミレリーナが無事に帰ってきたことをひとしきり喜ぶと、何かを思い出したように、はっと顔を上げた。


「陛へい下かからもうお聞きになったかもしれませんが、エリカ様が帰っていらっしゃらないんです。一体、どうなさったのかしら……」


　心配げな表情を見せるコーラルに、ミレリーナとベルンハルトは顔を見合わせた。あまり、コーラルの耳に入れたくない話だからだ。けれど、行方ゆくえがわからないままにしておいても彼女の心労になってしまう。


「エリカ様は、ミレリーナを助けてくれたんですよ」


　コーラルに微笑ほほえみを向け、ベルンハルトは穏おだやかに言った。


「ミレリーナが帰ってこれたのは、エリカ様のおかげなんです。ほら、人や物を移い動どうさせる術じゆつがあったでしょう？　あれでミレリーナをここまで送ってくれたんですよ。でも、あの術はエリカ様自身には使えませんから、あとから帰ってくるそうです」


　コーラルを傷きずつけないよう、ベルンハルトは半分だけ噓うそをついた。エリカが移転の術でミレリーナとロヴィンを送り返したことは確たしかだが、彼女が何を思ってそんなことをしたのかはわからない。それに、彼女が帰ってくるなんてことは、もうないかもしれないのだ。


　ベルンハルトは噓をついたというのに、そんなことは感じさせない目をしていた。その真意を、ミレリーナは悟さとる。


　今の噓は半分だけ。半分が真実なのだから、残りの半分も真実にしてしまえばいい。エリカが裏うら切ぎったのではないと、ベルンハルトは思っているのだ。


　ミレリーナも同じ思いだった。あの時のエリカは、決してミレリーナを害しようとはしていなかった。何か別のものに対して、敵てき意いを向けていたように思う。


　その相手は、きっとイグニスだろう。ミレリーナを帰してしまったら、たとえ神具がすべて揃そろっても意味をなさなくなるはず。イグニスがどういうつもりで神具を集めていたのかは知らないが、彼の望みをエリカは阻止したのだ。


　エリカはイグニスに力を貸かしていたのではなかったのか。黒い石の鳥がルーナエの曾そう祖そ父ふのものだと知ってから、何かが彼女の中で変わった。目の前が晴れ、そして同時に絶ぜつ望ぼうしたような顔だった。


〈全知の書〉をエリカが持っていた理由も、まだ教えてもらっていない。それを聞くまでは終われない。


　彼女は〈全知の書〉の力を使ってミレリーナをトライアンに帰してくれた。目的の場所からずれることなく、イグニスに邪じや魔まされないよう神具の力に頼たよったのだ。今はそう信じよう。


「じゃあ、エリカ様が帰ってきたら、また皆みなさんでお茶会をしましょうね」


　何も知らないコーラルは、大きなお腹なかを擦さすりながら微笑んでいた。そして一礼すると、くるりと踵きびすを返して言う。
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「わたしも、信じていますから」


　付き添いの女官を連れて出て行ったコーラルの背せ中なかに、ミレリーナとベルンハルトは揃って驚おどろきの目を向けた。


「……もうすぐ母になる女性を侮あなどってはいけませんわね」


　ミレリーナのつぶやきに、ベルンハルトは苦く笑しようして頷うなずいた。





　　　　†




　秋の風が吹ふき抜ぬける山道を猛もう然ぜんと駆かける一騎きがあった。


　グラディウスの兵士であることを示しめす深い緑の制せい服ふくを着て、早馬を走らせる若わか者ものは、その懐ふところに大たい任にんを抱いだいていた。


　宰さい相しよう閣かつ下かから、神国サルヴロース、コロナード両国に宛あてた書しよ簡かん。これを無事に届とどけることができたら、胸むねを張はって帰れる。開かい拓たくの準じゆん備びを進めるため、グラディウスの西せい域いきに発たったという女王から、労ねぎらいの言葉を賜たまわるかもしれない。考えるだけで胸が躍おどった。


　若者の右手の甲こうには狼おおかみを模もした刺青いれずみが彫ほられていた。女王に心しん酔すいするグラディウスの若者たちは、こぞってこの紋もん章しようを刻きざむ。女王がかつて身を置いていた盗とう賊ぞく団だんの印だ。一度途と絶だえてしまったと思っていた王族の血が戻もどってきた喜びが、ここによく表れている。


　この任にん務むを課せられる前日に催もよおされた即そく位い記念式典でも、この刺青を入れた者が街に溢あふれていた。


　南下を続け、すでにトライアンの地を抜けた。気候の変化も肌はだで感じる。グラディウスはもうすぐまた長い冬が始まるけれど、この辺りの秋風はまだ暖あたたかく、豊ゆたかな土と実りの匂においがする。馬で駆かけ抜けてしまうのがもったいないくらいだ。


　いつか、グラディウスもここのように豊かな実りのある国に──


　そんなことを考えていたら、ふと脇わき腹ばらに違い和わ感を覚えた。じっとりと、生なま温あたたかく湿しめっている。


　馬の脚あしを止めないまま、若者はちらりと自身の腹に目を向けてみた。


　黒い染しみが、じわじわと広がっていく。それを視し認にんしたとたん、喉のどの奥おくで呼こ吸きゆうが塞せき止められた。腹の底からこみ上げてくる熱い塊かたまりを吐はき出すと、口の中を鉄てつ錆さびに似にた臭しゆう気きが満たす。手足から力が抜け、疾しつ走そうする馬の背から転げ落ちた。


　馬は乗り手の異い変へんに気づかず、そのまま走り続ける。その手た綱づなに、若者の手は絡からんだままだった。地面に叩たたきつけられて引きずられ、硬かたい蹄ひづめに踏ふみつけられる。酷こく使しされ、疲ひ弊へいしきった早馬は突とつ然ぜんの障しよう害がい物ぶつに脚をとられて転てん倒とうした。


　土つち埃ぼこりが収おさまった頃ころ、身を起こしたのは馬だけだった。グラディウスの若い兵士は手を手綱に絡めたまま、かろうじて細い息をしているだけ。馬が立ち上がると、若者の体も吊つり上げられる。けれど、彼にはもう馬を操あやつることも自力で手綱を解ほどくこともできなかった。


　そこへ旅りよ装そう姿すがたの男がゆっくりと歩み寄よってきて、若者の手を手綱から外してやる。


　若者の唇くちびるがわずかに動いた。礼を言おうとしたのだろうか。しかし、それは言葉にはならなかった。旅装の男が、若者の体を乱らん暴ぼうに投げ捨すててしまったから。


　茂しげった草の中に倒たおれこんだ若者の懐から、旅装の男は書簡を取り出した。封ふう緘かんを開け、中身に目を通す。そして自身の荷から、小さな袋ふくろを引っ張ぱり出した。その中に手を入れ、すぐに引き出す。


　手は粉にまみれていた。蝶ちようの鱗りん粉ぷんのように、微び細さいな粉が虹にじ色いろに輝かがやいている。


　その手でゆっくりと紙面を撫なで、何かを掬すくい上げた。上に向けた手のひらには少量の黒い液えき体たいが溜たまり、紙面からは一部の文が削けずり取られている。そして、空いたところに再ふたたび手を撫で付けた。


　次に手をどかした時、そこには先ほどとは少しだけ内ない容ようの違ちがう文が記されていた。けれど、筆ひつ致ちはほとんど変わらない。見事な再さい現げんだった。


　封緘も同じように直した。蠟ろうを一度液えき体たいに戻して、グラディウスの紋章を押おし付けた形で固まらせる。


　次に旅装の男は、兵士の若者と自身が着ている衣服を取り替かえた。薄うす汚よごれた旅装を着せられ、打ち捨すてられた若者はもう指先さえ動かない。


　逆ぎやくに、グラディウスの兵士に化けた男は服にべったりと付着した血を鱗粉の手で拭い取った。流れ出たばかりのように手のひらの上で揺ゆらめく血を、男は若者に振ふり掛かけた。これで、盗賊にでも襲おそわれた哀あわれな旅人の完成だ。


　綺き麗れいになった制服の腹ふく部ぶと背中には小さな穴あなが開いていた。けれど、たいして目立つものでもない。何か聞かれたら、過か酷こくな道中で傷きずつけてしまったと言えばいい。


　奪うばった書簡を懐にしまい込こみ、男は馬に跨またがった。あまり乗り慣なれていないせいか、馬が少し不ふ快かいそうに蹄を踏み鳴らす。首くび筋すじを叩いて落ち着かせてから、勢いきおいよく横腹を蹴けった。


　馬が駆け出すと、日差しの下でほのかに緑の光を纏まとう黒くろ髪かみがなびく。


　紫し紺こんの瞳ひとみは自信に満ち、澄すみ渡わたる空を見上げていた。




　第５章　幸福な悪あく夢む







　アウローラの集落にルビーウルフを担かつぎ込んでから、すでに二日が経たった。


　簡かん素そな寝しん台だいに横たわり、ルビーウルフは眠ねむったままだ。ヘリオトロープが定期的に天てん幕まくへやって来ては、鈴すずのついた短い錫しやく杖じようのようなものを鳴らし、香こう木ぼくを焚たき、ルビーウルフの耳元で何かを囁ささやいて出て行く。その繰くり返しだった。


　あの時のルビーウルフは、意い識しきの底に沈しずめていた本音や彼女自身が気づいていない他者への憎ぞう悪おを掬すくい上げて表面化した状じよう態たいだとヘリオトロープは説明してくれた。


　ということは、あの言葉はルビーウルフが心の奥おく底そこで抱いだいていた感かん情じようなのだ。彼女は、仲間を奪うばったジェイドを憎にくんでいる。


　もしかしたら、ルビーウルフが女王としてジェイドの傍そばにいることは彼女自身への罰ばつではないだろうか。ルビーウルフは仲間を守れなかった罪つみを背せ負おうと言っていた。


　憎むべき仇かたきの傍にいることで、無意識に心を自じ傷しようしていたのではないだろうか。闊かつ達たつなルビーウルフにそんな感情があるなんて思いもしなかったが、獣けものが傷を隠かくしてしまうのと同じように彼女もすべてを他人に明かそうとしないことはジェイドもよく知っていたのに。本音を見せてくれるようになったと思って、自うぬ惚ぼれていた。


　ルビーウルフにとって一いつ緒しよにいることがつらいなら、騎き士しとして女王を敬けい愛あいし……そしてそれ以上の感情をもって慕したうことは彼女を傷つけるだけだ。


　服の上から、父の形見のロケットを握にぎり締しめる。グラディウスに帰ったらこの中身を彼女に見せて、何もかも打ち明けようと思っていたけれど、それはもうできない。ジェイドに捕とらえられた時にルビーウルフが見せた嫌けん悪おの表情と悲鳴が、どうしても忘わすれられなかった。


「ジェイド様」


　天幕の垂れ幕を手で押しのけ、顔を覗のぞかせたリオンがおずおずと声を掛けた。


「少し休んだほうがいいですよ。ずっと起きてるんじゃないですか？　僕ぼくとティグルが代わりますから」


「いや、平気だ。気き遣づかい感かん謝しやするよ」


「でも……」


　リオンは退ひかなかった。よほどジェイドの顔が疲つかれているように見えたのだろう。けれど、ジェイドはルビーウルフの傍を離はなれたくはなかった。


「ルビーウルフがいつまた暴あばれだすか、わからないからな。俺おれがついていなくては」


　アウローラの集落へ戻もどってくる道中でも、何度かルビーウルフが目を覚まして発作のように暴れた。それをジェイドとウェスパで制せいしてきたのだが、リオンとティグルには無理だ。彼らにはルビーウルフに対して遠えん慮りよがあるし、彼女の敏びん捷しようさにはついていけない。


　そして、ヘリオトロープの術じゆつで解かい放ほうされたとしてもルビーウルフが元に戻るかどうかはわからないのだ。


　ヘリオトロープがルビーウルフに施ほどこしているのは、ルビーウルフの中で発火している憎悪の炎ほのおを鎮ちん火かさせる術だ。しかし、無事に目を覚ましても燃もえかすは残ってしまうという。もう発作のように暴れることはなくなっても、燃えかすに縋すがりついて現げん実じつを生きられなくなってしまう。永えい遠えんに、憎悪を生むきっかけとなった時間に心を囚とらわれたまま虚うつろに生きることになるのだ。


　そして、いつしか誰だれかを憎むことを忘わすれてしまう。自分を苦しめる悲ひ惨さんな記き憶おくをなかったことにして、夢む想そうする幸福な未来を真実と思い込んでしまうのだとヘリオトロープは苦い表情で教えてくれた。


　そうならないためには、ルビーウルフ自身の精せい神しん力りよくで燃えかすを吹ふき飛ばすしかない。


　そんなことが、彼女にできるだろうか。


　ルビーウルフが望む幸福な未来は、きっとかつての仲間たちと平へい穏おんに生きる日々だ。それを拒きよ絶ぜつしなければいけないなんて。


　ヘリオトロープに説明を受けるまでもなく、あの時のルビーウルフの様子からジェイドはなんとなくわかっていた。彼女は養父の名を呼よんで、どこか違ちがう世界を見ていたから。


　ルビーウルフの意い識しきは、完全にあの日に戻っていたのだ。そして、奇くしくもあの日と同じようにジェイドはルビーウルフの動きを封ふうじた。それが彼女の記憶を搔かき乱みだし、発作のように悲鳴を上げさせたのだろう。


　ルビーウルフが目を覚まし、強きよう靱じんな意い志しで甘い幸福を蹴け散ちらすことができても、もうジェイドは彼女に対して以前のように接せつすることはできない。たとえルビーウルフが平然とした顔をしていても、その裏うらで苦しみを抱かかえているのなら、ジェイドのほうから距きよ離りを置くよう心がけるべきだ。


　それでもいい。もう彼女の冗じよう談だんや子こ供どもっぽい悪戯いたずらで笑いあうことがなくなっても、せめて精せい彩さいを取り戻してくれるのなら。


「ルビーウルフ、早く起きてくれ」


　ジェイドは彼女の名を呼んだ。何度も何度も呼んだ。


　彼女が目を覚ましたら、それから先は余よ計けいな感情は押し潰つぶして、ただの騎士として仕えていくことを覚かく悟ごしながら。





　　　　†




　肌はだに触ふれるものすべてが温かかった。大きくてごつごつした手がルビーウルフの頭を撫なでる。手て加か減げんがなくて首が痛いたいはずなのに、それがすごく嬉うれしかった。


「ずっと、このままがいいな……」


　目を閉とじたままで小さくつぶやくと、周囲から穏おだやかな笑い声が起こる。


「ルビーは甘ったれだなぁ」


「子供みたいだ」


　からかうような言葉も飛んできた。いつもなら、聞き捨ずてならないと怒おこって相手を追い回して、気がつくと関係ない者や狼おおかみたちまで巻まき込んで転げまわってじゃれ合う。けれど、今はそんな気は起きなかった。ここから離はなれたくなかったから。


　ぐっと首を反そらして、ルビーウルフは頭上に目を向ける。そこにはモルダの快かい活かつな笑え顔がおがあった。その顔を見ているだけで、こっちまでつい笑ってしまう。


　胡坐あぐらをかいたモルダの脚あしの上に、ルビーウルフはすっぽりと収おさまるように座すわっていた。小さい頃ころにはここで猫ねこみたいに丸まって寝ねてしまい、モルダが朝まで動けなかったこともある。それほど居い心地ごこちが良くてお気に入りの場所だった。
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　けれど、いつからだろう。仲間たちしかいないのだから人目なんて気にする必要はないのに、甘えることが恥はずかしくなってしまった。子供扱あつかいされることが嫌いやになった。モルダや仲間たちと接する時には、彼らと同じように男じみた振ふる舞まいをするようになった。


　周囲の影えい響きようもあったが、それだけじゃない。仲間たちがルビーウルフを、いつか巣立っていくものだと思っていたからだ。


　本当の娘のように可愛かわいがってくれた彼らだから、ルビーウルフには女として人ひと並なみの幸せを望んだのだ。そのためには、いつまでも盗とう賊ぞくの真似まね事ごとをさせてはいられない。年頃になれば笑って送り出してやるんだという思いを、ルビーウルフは幼おさない頃から肌はだで感じ取っていた。


　だけど、ずっとここにいたい。追い出されるのは嫌だ。


　レターナの廃はい鉱こうで育ったのだ。どこよりも居心地のいい場所。ここで生きていきたい。みんなに、それを許ゆるしてほしかった。認みとめてもらいたかった。


　そんな気持ちがあったから、必要以上に勝気に育ったのかもしれない。ルビーウルフが女であることを仲間たちが忘わすれてしまうくらい強くなったら、ずっとここに置いてもらえると期待していた。──しかし。


　今は、そんな懸け念ねんなど微み塵じんもなかった。ルビーウルフを抱かかえているモルダの腕うでは揺ゆりかごのように心地いいし、身に馴な染じんだレターナの森の匂においや獣けものの気配も感じる。仲間たちが談だん笑しようする声はまるで子こ守もり唄うただ。意い識しきが緩ゆるむ。目を閉とじて、うとうとまどろんでいく。


　懐なつかしい。当番の者が夕食を作っている間、こうして他愛たわいない話をしたり、気の早い者は空すきっ腹ぱらに酒を流し込んでいたものだ。今も少し空気が酒さけ臭くさい。


　今日は誰が夕食を作るのだろう。長老の料理が一番好きだから、長老だといいなとぼんやり思う。


　このまま寝入ってしまいそうだ。なのに、何の前触れもなく心しん臓ぞうが軋きしむほど震ふるえた。飛び起き、周囲を見み渡わたしてみる。


「今、何か聞こえなかった？」


　誰かがルビーウルフの名を呼よんだ気がした。その声のするほうへ行かなくちゃいけない衝しよう動どうに駆かられるけれど、モルダの体温で温まった体が空気に晒さらされてどんどん冷えていく。真冬の明け方に寝ね床どこを恋こいしく思うのと同じように、再ふたたび彼に身を委ゆだねて眠ねむっていたいと心が揺ゆらいだ。


　迷まよっているルビーウルフの耳に、再び声が届とどく。ふらりとそちらに向かって歩き出しそうになったルビーウルフの足を止めたのはモルダの言葉だった。


「あれは、お前が殺し損そこねた男の声だ」


　それを聞いたとたん、強い不安がこみ上げてきた。モルダの声が冷たかったからというだけではない。彼を落らく胆たんさせてしまったら、本当に追い出されてしまうかもしれない。それが怖こわくてたまらなかった。


　そうだ。あれはモルダたちを害する者の声。殺さなければ──


「だけど、もういいんだ」


　モルダの声は先ほどとは違ちがって、不安で震えるルビーウルフの心を撫でるように優やさしかった。凍こごえていた気持ちが一気に融とけていく。


「お前は充じゆう分ぶん、よくやってくれた。だから、もう何もしなくていいんだ」


「でも、あの男を殺さないと、夢ゆめの通りになるってモルダが……」


　ルビーウルフが見た悪あく夢む。その中で仲間たちは殺されてしまった。そうならないようにルビーウルフは戦わなくてはいけない。モルダが言っていたことだ。


「そんなこと言ったかなぁ。俺は忘わすれっぽいから、覚えてない」


　自分で言って、モルダは大笑いした。仲間たちもつられて笑い、次々に声をあげる。


「もういいんだよ、ルビー」


「怖い夢なんて忘れてしまえばいい」


「お前はずっとここにいていいんだ」


　誰もが、ルビーウルフの望む言葉をくれた。


　ここにいていい。それは何より甘あまやかな誘さそいだった。力が抜ぬけ切った体がふらつく。


　モルダがルビーウルフの腕を優しく引き、再び膝ひざの上に座すわらせた。


「本当にいいの？」


「あぁ、お前は立りつ派ぱになったよ。盗賊としてやっていける。──右手を見てみろ」


　モルダに言われるまま、ルビーウルフは右手を軽く持ち上げてみた。そこにあったものを目にして、驚おどろきで息を呑のむ。


　狼おおかみを模もした刺青いれずみ。モルダや仲間たちと揃そろいの、ブラッディ・ファングの証あかし。それがルビーウルフの手の甲こうに、くっきりと施ほどこされていた。


「どうして……」


「お前が欲ほしがっていたんじゃないか。これでお前も一人前だ」


　そう。この刺青はルビーウルフがずっと欲しがっていたものだ。


　ようやく認めてもらえた。手の甲に唇くちびるを寄よせて、刻きざまれた絆きずなに口付けをし──自身の手が、震ふるえていることに気づいた。


　歓かん喜きではない。ルビーウルフの中にある何かが、これはおかしいと叫さけんでいた。


　そうだ。おかしいのだ。この刺青をルビーウルフがどんなにねだっても彫ほってもらえなかったのは、まだ成長過か程ていであるルビーウルフには早すぎるという理由。しかしそれは建前で、本当はルビーウルフが年とし頃ごろになって恋をした時、盗賊として育ったことが障しよう害がいにならないようにとモルダたちは考えていたのだ。


　だから、この先何年経たとうと彼らはのらりくらり言い逃のがれして刺青を彫ってはくれないだろうと、頭のどこかで諦あきらめていたのに。ましてや、こんなに早くになんてあり得ない。


　刺青は消すことができない。それはつまり、モルダがルビーウルフを永遠にブラッディ・ファングに繫つなぎとめておくという宣せん言げんだった。


　ずっと望んでいたこと。本当なら手放しで喜ぶべきだ。けれど──


「……変だ」


　ルビーウルフは立ち上がり、モルダに向き合った。彼は不思議そうに目を丸くしている。そんな表ひよう情じようを見ていると、素す直なおに感かん謝しやを言えない自分が間違っているような気がした。


　それでも、言葉を引っ込めることはできなかった。


「おかしいよ。こんなの、変だよ。あたしがどんなに頼たのんだって、だめだって言ってたじゃないか。なのに、どうして……」


「どうして、だって？　お前が望むことをしてやったんだ。一人前になった祝いに、他ほかになんだって聞いてやる。何もおかしいことじゃないだろ」


「それがおかしいって言ってるんだよ！」


　とうとうルビーウルフは声を荒あらげた。全員の視し線せんが集中し、狼の群むれも何事かと集まってくる。それでも構かまわず、言葉を続けた。


「モルダはあたしを甘やかしたりしない。みんなより綺き麗れいな服を着せてくれるけど、古着だよ。食料の少ない冬だって、あたしにはちゃんと滋じ養ようのあるものを食べさせてくれるけど、贅ぜい沢たくなんてさせなかった。あたしはそれでいいんだよ。そういう生活が好きなのに……。刺青だってそうだ。ずっと突つっ撥ぱねてきたくせに、何で今さらこんなことするんだよ。望むものをみんな与あたえてくれるなんて、モルダじゃない」


　ルビーウルフを本当の娘むすめのように思ってくれているモルダや仲間たちが好きだった。大切にしてくれているからこそ、刺青を許ゆるしてはくれなかったのだ。


　仲間と揃いの刺青を持たないことがずっと不満だった。けれど、ルビーウルフはそれで実感していたのだ。彼らに娘として愛されていることを。


「喜んでくれないのか」


　俯うつむいたモルダが落胆したようにつぶやく。とたんに、悪いことをしてしまったとルビーウルフの胸むねはきりきり絞しぼられるように痛いたんだ。


　守られる立場の娘から、支ささえあう仲間へ。その証として刺青が与えられたのに、文もん句くを言うなんて最低だ。


　すぐに謝あやまろうとした。しかしルビーウルフが口を開く前に、モルダが冷たい声こわ音ねを発した。


「お前は俺たちと共に生きるのが嫌いやなのか」


　ぞっと全身が粟あわ立だつような声だった。反はん論ろんしようにも唇くちびるをうまく動かせず、首を振ふって否ひ定ていを示しめすしかない。


「どうして俺たちだけ死ななくちゃいけなかったんだ、ルビー」


「どうしてお前だけ生き残った？」


「女王として生きるのは楽しいか？」


　仲間たちがゆらりと立ち上がり、ルビーウルフを取り囲みながら次々と声を上げた。それに交じって、またあの声が遠くから聞こえてきた。ルビーウルフの名を呼ぶ、若わかい男の声。


「お前はあの男と通じていたのか？　自分がグラディウス王家の娘だと知って、過か去こを捨すてるために俺たちを始末させたのか？」


　モルダが目の前に迫せまって言った。


　ルビーウルフは髪かみを振ふり乱みだし、激はげしく首を左右に振る。彼らが何を言っているのかわからない。女王なんて、グラディウス王家なんて知らない。──いや。


　その言葉を聞いたとたん、記き憶おくに空白ができていることに気づいた。何か大切なことを忘わすれているような気がする。


　思い出そうと意い識しきがそちらに集中した時だった。吐はき捨てるように、モルダの声がもっとも聞きたくない言葉を紡つむいだ。


「お前は俺おれたちを裏切った」


「違ちがう！」


　喉のどの奥おくにつっかえていた叫びが、大だい音おん声じようで飛び出した。すると次の瞬しゆん間かん、呼こ吸きゆうが止まって足が地面から離はなれた。モルダの大きな手が、ルビーウルフの首を摑つかんで持ち上げたのだ。


「違うなら、どうしてあの男を殺せなかった？　お前はあの男を使って、女王になったんだ。俺たちを忘れて、違う世界で生きようとした。そうだろう？」


　ルビーウルフは何も言えない。苦しさで息もできないのだ。


　それでも、懸けん命めいにモルダを睨にらみつけた。こんなのは彼じゃない。ルビーウルフの知っているモルダは、人を疑うたがうことをしなかった。馬ば鹿かみたいに明るくて、嫌いやなことがあっても次の日にはけろっと忘れているような男だ。だから、こんなふうにルビーウルフを疑って責せめて痛めつけるのはモルダじゃない。


　首を摑まれているから嚙かみつくことができない。振り上げた足も力が入らない。ならばせめてもの抵てい抗こうにと、モルダの豪ごう腕わんに爪つめを立てて搔かき毟むしった。


　だんだん意識が遠のいていく。視し界かいが霞かすむ。その朧おぼろな視界の中で、大きな黒い影かげが動いた。悲鳴が一いつ斉せいに上がる。


　ルビーウルフは地面に放ほうり出され、尻しり餅もちをついた。喉のど元もとを押さえ、何度も咳せき込こむ。


　顔を上げると、そこには狼の群れに襲おそわれている仲間たちの姿すがたがあった。モルダの腕うでには一ひと際きわ大きな、目元に傷きずのある黒い狼が喰くらいついている。


　啞あ然ぜんとしているルビーウルフの手を、ふいに誰だれかが摑んだ。


「こっちよ。さぁ、早く」


　引かれるまま立ち上がり、ルビーウルフは走り出した。


　ルビーウルフの手を取って走ったのは女だった。後ろ姿しか見えないが、肩かたまで伸のびた純じゆん白ぱくの髪かみが躍やく動どう的に揺ゆれる。握にぎった手は温かくて柔やわらかい。この女が誰なのか知らないのに、その温もりはなぜか懐なつかしかった。


　木々が生おい茂しげる森の中を、女は軽かろやかに駆かけた。ルビーウルフはついていくのに必死だ。森の中をこんな全力で走れる人間を、ルビーウルフは自分以外では知らない。


「待って！　ねぇ、待って！」


　しゃべれば舌したを嚙むかもしれないと思ったけれど、ルビーウルフは女に声をかける。すると彼女はすんなり足を止めてくれた。


「戻もどらないと」


「どうして？」


「だって、モルダが……みんなが……」


「平気よ。彼は自分の幻げん影えいに負けたりしないもの」


　振り返った女は、どこか誇ほこらしそうに微笑ほほえんでいた。けれどルビーウルフは来た道の向こうを指差し、戻るように訴うつたえる。


「でも、あの黒い狼おおかみは大きかったよ。戻って加か勢せいしないと」


　いくらモルダやみんながおかしくなっていたって、放っておくわけにはいかない。他所の狼の群むれが襲ってきたのだ。縄なわ張ばりと仲間を守らなくては。


　ルビーウルフの訴うつたえを聞いても、女は手を離してくれなかった。それどころか、くすくすと可お笑かしそうに笑い出す。


「おかしな子ね。どちらの心配をしているの？」


「どっちって……」


　この女のほうが、おかしなことを言っている。それではまるで、あの狼たちがルビーウルフの仲間のような──


　そこまで考えて、はっとした。この女の微笑みと同じ匂においをルビーウルフは知っている。この、蒼そう穹きゆうを切り取ってきたような真っ青な瞳ひとみは……。


　ルビーウルフは再ふたたびもと来た道を振ふり返った。


　あの黒い狼が現あらわれた時、ルビーウルフは安あん堵どしたのだ。だから一いつ瞬しゆん、啞然としてしまった。


　黒い狼だけではない。あの群れからは、人の匂においがした。ルビーウルフがよく知っている人たちが、ルビーウルフにめいっぱいの愛情をくれた匂いだ。忘れるはずがない。


「みんな、あの姿が気に入っているの。私たちにはもう姿すがた形かたちなんて関係ないから。──私も、一度でいいからあなたと手を繫つないで歩いてみたかったのよ」


　その言葉と共に、握っていた手の感かん触しよくがするりと消えた。ルビーウルフは慌あわてて女のほうへ視し線せんを向ける。


　そこに、彼女はいた。ルビーウルフがこの世でもっとも美しいと信じる、純白の狼が。


「ヴィア……！」


　名を呼よぶ声が途と中ちゆうで詰まった。膝ひざを折って座すわり込み、彼女の首に縋すがりつく。


　白はく狼ろうヴィアンカ。ルビーウルフを育てた母だ。老いて死んだはずの彼女だが、今ここにいる姿は毛け並なみも柔やわらかく艶やかで、若わかい頃ころのままだった。


（あなたが自分で甘あまい幻げん想そうを拒きよ絶ぜつしたから、私たちも少しだけ助けてあげることができたのよ。本当に、少しだけね。背せ中なかをちょっと押してあげるだけ）


　耳元で囁ささやく声も、たしかにヴィアンカのものだった。彼女を抱だく腕うでに力がこもり、喉のどの奥おくが発火したように熱くなる。それを察したのか、ヴィアンカはルビーウルフに頰ほおずりをした。


（泣かないで。あなたは笑っているほうが可愛かわいいわ。──でも、そうね。静かな夜に私たちを思い出したなら泣いてもいいわ。苦しいことや悲しいことがあったなら、何でも話して。私たちはちゃんと聞いているから。だけど、全部を話し終えたらその時は必ず笑っていてね。さよならを言う時は、次もまた会えるように笑っていなくてはだめよ）


　こみ上げてくるものを飲み下して、ルビーウルフは頷うなずいた。彼女の言うことはとても難むずかしいことだと思ったけれど、頷いた。いい子ね、とヴィアンカが笑う。


（さぁ、立って。あなたはもう行かなくては）


　促うながされるまま、ルビーウルフは立ち上がる。まだここにいたいと思う気持ちはあったけれど、ヴィアンカに情なさけない姿は見せたくなかった。もう甘あまえるだけの子こ供どもではないと、態たい度どで示しめしたかった。


　立ち上がるとすぐ、またあの声が聞こえてきた。ルビーウルフの名を呼ぶ声。


（戻るのも、あの声に従したがうのも、あなたが選ぶことよ。でも、せめて後あと押おしはしてあげましょうね。──これから先、共に生きていきたいと思うほうを選びなさい）


　遠くから聞こえる声と、もと来た道の先にいるモルダや仲間たち。戻れば、みんなやヴィアンカとずっと一いつ緒しよにいられるかもしれない。けれど──


　ルビーウルフは駆かけ出した。己おのれの名を何度も何度も呼ぶ声のほうへ。


　理由は自分でもわからない。ただ、どうしようもなく惹ひかれたとしか言いようがない。


（そう。未来へ行きなさい）


　背はい後ごから聞こえた言葉に、少しだけ振り返る。けれど、そこにはもう彼女はいなかった。


　それでも、ルビーウルフは笑った。彼女が望む通り、笑って別れを告げた。いつかまた会えるように。


　声のするほうへ走っていくと、だんだん霧きりがでてきた。視界はほとんど利きかない。呼ぶ声だけが頼たよりだった。


　もう少し。あと少しで辿たどり着ける。声はすぐそこから聞こえた。


　近づくにつれ、今度は霧が晴れてきた。景色もはっきり見えるようになってくる。しかし、そこに広がっていたのはレターナの森ではなかった。よく手入れのされた垣かき根ねや芝生しばふが広がる庭だ。ルビーウルフはこの場所を知っているような気がした。


「ルビーウルフ」


　すぐ近くから聞こえた声に、ルビーウルフは振ふり返る。そこにいたのは、金の髪かみと翠みどりの目をした男だった。


　この人は誰だったろう。どうして名を呼よぶんだろう。


　彼のことも、ルビーウルフは知っているような気がした。でも思い出せない。


　ルビーウルフの存そん在ざいには気づいていないのか、彼はまだ名を呼び続けていた。すぐ隣となりまで歩み寄よっているのに。


　そこで、ようやくルビーウルフは気づいた。彼はルビーウルフのことが見えていないのだ。視し線せんを巡めぐらせ、何かを探さがす素そ振ぶりを見せて確たしかにこちらを見たはずなのに、その翠の瞳ひとみをルビーウルフに留とめなかった。


　そしてもう一つ。彼が誰なのかは思い出せないけれど、知っているという確かく信しんはあった。それでも何かが違ちがうのだ。何だろうと考えていたのだが、やっとわかった。


　彼は、ルビーウルフが知っているよりも少しだけ歳としを取っていた。誰だかわからないのに、そんなことだけはわかる。胸むねの中がもやもやして苛いら立だちが湧わいた。


「ルビーウルフ」


　もう一度、彼が呼んだ。こんなに近くにいるのに。


　彼の袖そでを引こうと手を伸のばした時だった。誰かがこちらに駆かけてくる足音が背後から聞こえた。


　ルビーウルフの脇わきをすり抜ぬけて彼の足に抱だきついたのは幼おさない金きん髪ぱつの少女だった。彼は少女に微笑ほほえみを向け、優やさしく頭を撫なでる。


　とたんにルビーウルフはひどく落らく胆たんした。自分の名を呼ばれていたと思ったけれど、彼はこの少女を呼んでいたのだ。無む意い識しきに拳こぶしを強く握にぎる。


　ふいに少女が振り返った。綺き麗れいな翠の瞳だった。笑え顔がおでこちらに手を伸ばす。


　少女の頭を撫でていた彼もルビーウルフに視線を向けた。──いや、違う。正確にはルビーウルフの後ろだ。


　ゆっくりと、ルビーウルフは振り返る。


　そこにいたのは──





　　　　†




「ルビーウルフ」


　目を覚まして最初に見たものは、安あん堵どの表ひよう情じようを浮うかべるジェイドの顔だった。ルビーウルフが起き抜けの目を擦こする傍かたわらで、彼は深く溜ため息をつく。
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　しかし、何も言ってはくれなかった。探さぐるような目でルビーウルフを窺うかがい見ている。


「……なんかないの？　おはようとかさぁ」


　発した声は掠かすれていた。どれくらい寝ねていたのだろう。そもそも、いつから眠ねむっていたのかも覚えていない。目線だけ動かして周囲を見み渡わたしてみる限かぎりでは、ここは天てん幕まくの中だとわかった。


「ここ、もしかしてアウローラ？　なんで戻もどって来てんの？　ていうかなんであたし寝てたの？　わけわかんないんだけど。あ、説明の前に水ちょうだい。喉のど渇かわいた」


　上半身を起こしながらルビーウルフは一方的に要求を述のべた。しかしジェイドはそんなルビーウルフに驚おどろきの目を向けるばかりで動こうとしない。


　ルビーウルフが訝いぶかって眉まゆ根ねを寄せると、ようやく彼は立ち上がった。天幕の隅すみにある水みず瓶がめから椀に水を汲くみ、ルビーウルフに手渡すと片かた膝ひざをついて一礼する。


「……何してんの？」


　いかにも他人行ぎよう儀ぎな態たい度どに、むっとした。起きていきなり喧けん嘩かを売られたような気分だ。


「普ふ通つう、なんだな……」


　ジェイドは少し迷まよいながらも、自分の態度でルビーウルフが機き嫌げんを損そこねたのを悟さとったのか、いつものように構かまえない言葉をくれた。それでも、まだどこかぎこちない感じがする。


「普通って？　なんの前振りもなく態度変えられたら、そりゃあ機嫌も悪くなるけど？」


　水を飲み干ほし、ルビーウルフはジェイドを横目で睨にらみつつ言う。するとジェイドは覚かく悟ごを決めたように、経けい緯いを語ってくれた。


　ルビーウルフが姿すがたを消し、戻ってきたら豹ひよう変へんしてジェイドに襲おそい掛かかったこと。それは何者か──おそらくはクレプスムルクの者に術じゆつをかけられ、ルビーウルフは己おのれの中に秘ひめていた憎ぞう悪おを爆ばく発はつさせたのだとヘリオトロープが言っていたこと。そして、ヘリオトロープに術を解といてもらっても、望むものの夢に縋すがりついてしまったら元には戻れないと言われたこと。


　それを聞きながら、ルビーウルフも少しずつだが夢ゆめに見たことを思い出していた。


　夢の中で会ったモルダや仲間たちが言った言葉は、たしかにルビーウルフが心の奥おく底そこで抱いだいていた甘えや不安を象しよう徴ちようしていた。たった一人生き残ったことで、彼らはルビーウルフを憎にくんではいないだろうかと頭のどこかで考えていたのだ。


　もちろん、彼らがそんなことを思うような性せい格かくでないのはわかっている。最さい期ごまで必死にルビーウルフを守ろうとしてくれた。だからルビーウルフは彼らの遺い志しに従したがい、どんなことがあっても精せい一いつ杯ぱい生きてみせると誓ちかったのだ。


　それでも、自じ責せきの念があるからには引け目もあった。女王として生きることを、彼らに許ゆるしてほしい……もしくは、面と向かって責せめてほしかった。責められたなら、許しを乞こうことができるから。


　けれど、ルビーウルフは彼らの詰きつ責せきに屈くつしなかった。あれは本物のモルダではないと無む意い識しきながら気づけたことは、誇ほこらしく思う。


　そして幻げん想そうを拒こばんだルビーウルフを助けてくれた狼おおかみの群むれ。彼らこそ、本物のモルダたちだとルビーウルフは感じていた。


　もちろん、あれだってきっとルビーウルフの幻想だ。モルダが狼の姿になって、ヴィアンカと共にいたらどんなにいいだろう。どんなに幸せな光景だろうと思う。だからこそ、それが真実だと信じたかった。


　それにしても──


「で、あたしが目を覚ましてもお前を責めると思ったってわけ？」


　ルビーウルフの言葉に、ジェイドは頷うなずいた。ルビーウルフは短く溜め息をつく。


「たしかに、あたしが意識してないところでお前を責める気持ちもあっただろうね。あの時、お前が少しだけ力を緩ゆるめてくれたら、あたしは誰かを助けることができたかもしれない。だけど、もしお前が手を離はなしていたら、あたしはきっと取り返しのつかないような大おお怪け我がをしてたよ。それはちゃんとわかってる。──でも、頭で理り解かいしていても心で納なつ得とくしてないものって、やっぱりあるんだ」


　ジェイドは俯うつむきながらも、しっかりと聞いていた。ルビーウルフが次に何を言うかと、怯おびえているようにも見える。ルビーウルフは苦く笑しようした。


「そういうのを全部ひっくるめて、あたしは背せ負おっていくつもりなんだよ。仲間を守れなかった罪つみと、理り不ふ尽じんにお前を責めてしまう罪をね。背負うものって、生きてればどんどん増ふえていくんだと思うし、今ここで逃げたって意味はないんじゃないか？　だから、変に気ぃ遣つかってあたしの傍そばを離れるとか考えるなよ。それはかっこつけて逃げてるだけだ。最高にかっこ悪いよ」


「……わかるのか」


「顔に書いてある」


　ジェイドはルビーウルフが拒きよ絶ぜつの言葉を吐はくものと思っていたのだろう。それを覚悟して身み構がまえていることくらい、すぐにわかった。


「お前はあたしの騎き士しなんだから、重いものは半分背負ってもらうよ。いつだったか、そう言ったよね？　逃げてもいいけど、絶対に取っ捕つかまえてやるから覚悟しな」


　そう言って、右の拳こぶしでジェイドの膝ひざ頭がしらを小こ突づいた。ようやっと彼が笑ってくれて、ルビーウルフは安あん堵どする。そして、握にぎった拳に目線を落とした。


　手の甲こうには、浅い裂さき傷きずが一つあるだけ。夢ゆめの中であれほど文もん句くを垂たれたのに、やはり残念な気持ちもあった。


　だけど、これでいい。このまっさらな手を見て、大切にされていたことを忘わすれないでいよう。望むものすべてを得てしまうのは、必ずしも幸福ではないのだ。何かを欲ほつして歩み続けることで、人は未来へ行ける──


　夢の中での出来事を思い出して、はっとした。ヴィアンカと別れたあとの、あの光景。


　あの夢がすべてルビーウルフの願望だとしたら……。


　ルビーウルフは思わず両手で顔を覆おおった。頰ほおが火ほ照てってくるのが手のひらを通してよくわかる。


「ルビーウルフ？」


　動どう揺ようするルビーウルフに、ジェイドは手を伸のばした。具合でも悪くなったと思ったのだろう。だが、意識が完全に違ちがうところへ向いていたルビーウルフは突とつ然ぜん目の前に伸びてきた手に驚き、ひゃあっと奇き声せいを上げてその手をしたたかに打ち払はらってしまった。


「あ、あれは、ただの夢！」


　一方的な弁べん明めいに、ジェイドは目を白黒させた。当然だ。彼はルビーウルフが見た夢なんて知るはずもないのだから。


　そうだ。ヴィアンカと別れた時にルビーウルフはもう迷まよいを脱だつしていたのだから、あれは本当にただの夢だったに違いない。あんなものを気にする必要なんてない。気にする必要はないけど、振ふり返った先に見た光景は絶ぜつ対たい誰だれにも言わない。


　ルビーウルフは固く心に誓ちかった。


　手を叩たたかれたうえに、よくわからないことを怒ど鳴なられたジェイドはすっかり当とう惑わくしていた。かといって、動どう揺ようしてしまった理由を話すわけにはいかない。どうしたものかと考えていたら、天てん幕まくの外の階かい段だんを誰かが上がってくる音がした。


「うまく戻もどって来られたようだな」


　垂れ幕を腕うでで押しのけて顔を覗のぞかせたヘリオトロープは、ルビーウルフの顔を見るなりそう言った。ヘリオトロープが外に向かって声をかけると、呼よばれたリオンとティグルも天幕に上がってくる。


　いい時に来てくれた。内心感かん謝しやしつつ、ルビーウルフはなんでもない素そ振ぶりで彼らを迎むかえ入れた。


　ルビーウルフを見る双ふた子ごの目には、畏い怖ふが窺えた。暴あばれた当時のことは思い出せないけれど、よほど怖こわがらせてしまったようだ。


「心配かけたね。情なさけないとこ見せて悪かった。だけど、お前たちは騎き士しになるんだろう？　こんなことくらいでびくびくしてたら身が持たないよ。あたしが何か間違いを起こしたら、お前たちが止めてくれないといけないんだから」


「それ、騎士の役目ですか？」


　困こん惑わくしたようにリオンが言う。するとジェイドがすかさず口を挟はさんだ。


「守るよりも、むしろそちらのほうが大変なんだ」


「……ずいぶん実感に溢あふれてるじゃないか。詳くわしいことは今度じっくり聞かせてもらうよ」


　何やら言いたいことがあるようなので、ルビーウルフは薄うすら笑いをジェイドに向けた。ジェイドはしまったと言わんばかりに頰を引きつらせる。それを見ていたヘリオトロープがくすくす笑い出し、双子もつられて笑った。


「お元気そうで何よりです。早くフロスト様とケーナ様にもお顔を見せてあげてください。とても心配してらっしゃいましたから」


　ティグルの言葉に、フロストとケーナにも悪いことをしたなと思い知らされた。


　ジェイドから聞いた話によると彼らはルビーウルフの異い変へんを察してジェイドを庇かばったらしい。正しい判はん断だんだ。


　言われた通り、すぐにでも狼おおかみたちに顔を見せようとルビーウルフは立ち上がった。するとヘリオトロープが満足げに言う。


「すぐ動けるのか。それは良かった。ならば、早々に出しゆつ立たつしておくれ。我われはもう待てぬ」


　彼女の催さい促そくはもっともなことだった。ルビーウルフのために余よ計けいな時間を食ってしまったのだから。


「わかってる。すぐにでも」


　ずっと横になっていたので背せ中なかや腰こしが痛いたむけれど、少し体が鈍なまっている程てい度どだ。軽く運動すれば、すぐ調子を取り戻せる。


　ルビーウルフは天幕から出て階かい段だんを下りた。すると、すぐにフロストとケーナが駆かけ寄よってくる。しかし、いつものように飛びついてはこなかった。ある程度の距離を置き、躊躇ためらって足あし踏ぶみしている。


　警けい戒かいしているのだ。それほど、ルビーウルフは彼らを戸と惑まどわせてしまったということ。本当に申し訳わけないことだ。


　地面に膝ひざをつき、ルビーウルフは両手を広げた。そして微笑ほほえむ。それだけで狼たちは警戒を解といてくれた。


　ケーナは尻しつ尾ぽを千切れそうなほど振ふって飛びついてくる。フロストも安堵したように金色の目を細めていた。


「ありがとう、ジェイドを庇ってくれて」


　ケーナの頭に頰ほおを寄せ、ルビーウルフは囁ささやいた。狼たちがジェイドを庇ってくれなかったら、ルビーウルフは彼を傷きずつけていたかもしれない。ジェイドを守ることがルビーウルフに対する忠ちゆう義ぎだと、フロストもケーナもわかっていたのだ。


　情けない姿すがたを見せても、彼らはルビーウルフをこうして慕したってくれる。ケーナの首に巻まかれている、グラディウスの騎士とブラッディ・ファングの印にルビーウルフの手が触ふれると、ケーナは少しだけ誇ほこらしげに胸むねを反そらした。


　ケーナにはケーナの、フロストにはフロストの信念がある。彼らはそれに従したがったのだ。ヴィアンカがモルダと共にいることを決意したように。


　ヴィアンカはたしかにルビーウルフの傍そばにいた。フロストとケーナの中に、彼女の血が息づいている。そしてルビーウルフの中にも、仲間たちの魂たましいが燦さん然ぜんと宿っていた。記き憶おくの扉とびらを開けるだけで会えるほど、すぐ近くにいる。


「大だい丈じよう夫ぶ。もう大丈夫だよ」


　ケーナの耳元でルビーウルフは囁く。


　ヴィアンカやモルダたちも、きっと聞いていてくれると信じて。




　第６章　花が咲さく







　数台の馬車を中心に、騎き馬ば兵へいの一いち団だんが平野の一本道をゆっくりと進んでいた。


　騎馬の中、幾いく人にんかは騎士だった。臙えん脂じ色の制せい服ふくの胸むねにはコロナードの紋もん章しようが刺し繡しゆうされている。


　その遠目にも目立つ一団に、単騎が無ぶ遠えん慮りよに近づいていった。身に纏まとう鮮あざやかな紫むらさきのマントが風にはためく。


　しかし一団の先頭を行く騎士はその乗り手の顔を見るなり、馬車を止めて対たい応おうに向かった。


「ずいぶん大おお勢ぜいだね。馬車に乗ってるのは誰？」


　単騎の青年は挨あい拶さつもそこそこに、一番立りつ派ぱな馬車に馬を並ならべ、中を覗のぞき込こんだ。騎士はそれを止めることもなく苦く笑しようする。


「あなたのよく知るお方ですよ、ラーク殿でん下か」


　騎士の言葉に、孔く雀じやく石いしのような緑の目が輝かがやいた。青年──ラークは馬車の扉とびらを叩たたき、中にいる人を呼ぶ。


「エミリー？　エミリーだろ。こんな馬ば鹿かみたいにたくさんお供ともを連れてくるなんて……」


　ラークが言い終わる前に、馬車の小こ窓まどが開いて細い腕うでが伸のびてきた。手には閉とじられたままの扇おおぎが握にぎられている。その扇が、ラークの鼻をしたたかに打った。


　叱しかられた犬みたいな声でラークが悲鳴を上げると、馬車の扉が開いて中にいた人物が顔を出した。


　編あんで垂たらした亜あ麻ま色の髪かみには白いリボンを編み込み、瘦そう身しんを藤ふじ色のドレスに包んでいる娘むすめだった。年は十八、九だが、子こ供どもっぽく唇くちびるを尖とがらせているせいか少し幼おさないようにも見える。薄うすい灰はい色の瞳ひとみを不ふ機き嫌げんに吊つり上げ、彼女はラークを睨にらみつけていた。


「あなたなんかに馬鹿呼よばわりされるなんて心外ですわ。それと、勝手に名前を略りやくさないでくださいませんこと？　わたくしの名前はエミリエンヌ。エミリエンヌ・シェリール・コロナードですわよ、ラーク・レウカンサ・サルヴロース」


「親しみを込めて愛あい称しようで呼ぶんだよ」


「それが嫌いやだと言っているんです！」


　今にもラークに咬かみつきそうなエミリエンヌだが、周囲の者は誰も止めようとしない。もう慣なれてしまっているのだ。


　神国であるコロナードとサルヴロースは隣りん接せつしている。そのためグラディウスやトライアンより交流は深く、特にラークは幼おさない頃ころからじっとしていられない性せい格かくで、よくコロナード王おう城じようにも出入りをしていた。


「エミリー、ちょっと瘦やせた？　胸むねだけ」


「なんてこと言うんですの！　失しつ敬けいな！」


　よって、こういったやりとりも昔から変わらない。コロナードの騎士もいつものことだからと、ラークの礼れい儀ぎに欠ける物言いを注意したりはしなかった。


　扇を振ふり上げてラークを追い払はらおうとするエミリエンヌの姿すがたを、誰もが苦く笑しようを浮うかべながら見ている。その中に、ラークは異い質しつなものを見つけた。


　コロナードの騎士や兵士の中、たった一人だけグラディウスの兵士がいたのだ。だが、それを気にする者はいない。


　あれはグラディウスからの書しよ簡かんを持って来た使者だ。一団と共に国に帰るのだろう。彼がサルヴロースを訪おとずれた時には顔を合わせていないけれど、着ているものですぐにわかったから別にそれ以上気にはならなかった。


　そんなことよりも──


　ラークはエミリエンヌが引き連れている大おお勢ぜいの侍じ従じゆうを眺ながめ渡わたした。馬車が複ふく数すうあるということは、その中には彼女の世話をする女によ官かんや召めし使いが乗っているはずだ。


「侍従を連れて行くのはいいけど、ちょっと多すぎない？　人が多いと進むのも遅おそくなるし大変だよ？」


「多すぎるだなんてとんでもないわ。これでも半分は削けずりましたのよ？　わたくしからして見れば、たった一人でふらふら出歩くあなたのほうが異い常じようです」


　もとはこれの倍だったのかと思い、ラークは呆あきれた。しかしエミリエンヌはそれが当然というような顔をしている。むしろ半分に減へらしたことが不満なようだ。白しら鷺さぎを思わせる細い首を反そらし、つんとそっぽを向いている。


「でも、エミリーが遠出するなんて珍めずらしいね。──もしかして、わがままが過すぎるから罰ばつとしてお使いに出された？」


　冗じよう談だん半分に言ってみたのだが、エミリエンヌはぎくりと身を固くした。大だい正せい解かいだったようだ。


「……グラディウスの女王はわたくしより年下だと聞いたので、珍しいから一度お目にかかってみようと思っただけですわ」


　言い訳わけをしているが、コロナード王である彼女の父が末すえ娘むすめエミリエンヌの身勝手に悩なやまされているのをラークは知っている。きっと、年とし若わかい女王に面会させることで王族の娘としての思いやりや謙けん虚きよさを学ばせるつもりなのだろう。だが、グラディウス女王の性せい格かくも知っているラークは、あまり効こう果かは期待できないなと思った。むしろ反発してしまいそうだ。そもそも、エミリエンヌは誰かに諭さとされて反省するような女ではない。


　例たとえば、彼女の誕たん生じよう祝い。コロナードの貴き人じんや、時には他国から馳はせ参じた王族からの贈り物に対し、ほとんどと言っていいほどいちゃもんを付ける。


　希き少しような宝ほう石せきをあしらった装そう飾しよく品ひんの類たぐいは、その時の気分によって色や意い匠しようの好みが変わり、猫ねこの絵画を部屋に飾かざっていると聞きつけた貴族が血けつ統とうの優すぐれた猫を贈れば、本物の動物は手が汚よごれるから触さわりたくないとのたまう。子こ供どもの頃はまだ笑って許ゆるされていたが、そろそろ言い訳できない歳としになってきたので王も焦あせっているに違ちがいない。


　そしてラークもまた、エミリエンヌの気まぐれの洗礼を受けた者の一人だ。


　あれはラークがまだ十二歳の頃ころ。誕生祝いの席で、彼はエミリエンヌに一輪の薔ば薇らを差し出した。子供のませた贈り物に周囲は朗ほがらかな笑えみを浮うかべていたが、当のエミリエンヌは不満を隠かくすことなく、そんな街の花屋で買えるようなものではつまらない、花なら他に同じものがない特別な花を用意して、と言い放った。


　大人たちが啞あ然ぜんとするような無理難なん題だいを突つきつけられたラークは、しかし怯ひるまなかった。即そつ興きようで愛の詩を紙に書き、その紙を花の形に折ってエミリエンヌに渡わたしたのだ。十年後、二人が大人になった頃に開いて読んで欲ほしい、きっと心に届とどくはず、と言い添そえて。


　エミリエンヌはそれを突き返さなかった。彼女が出した条じよう件けんをラークが満たしたからだ。彼女のための詩を綴つづった花。しょせんは紙だと言って捨すててしまうかと思ったが、どんなことが書いてあるのか知りたい気持ちもあったのだろう。渋しぶ々しぶだが、受け取ってくれた。


　娘の身勝手な言動に手を焼いていたコロナード王は、エミリエンヌを遣やり込めたラークをいたく気に入ったようだった。まるで別べつ荘そうか何かのようにコロナード王おう城じように出入りするラークを、王はいつでも歓かん迎げいしてくれる。


　だが、それ以来ラークはエミリエンヌと顔を合わせるたびに睨にらまれ、追い払はらわれるようになった。無理な要求を簡かん単たんな方法でこなしてしまったラークに苦手意い識しきを抱いだいているのだろう。彼女にとって、ラークは天てん敵てきなのだ。


「だいたい、〈全知の書〉が見つかったなんてまた偽にせ物ものに決まってますわ。そんなものにいちいち踊おどらされて出向かなくてはいけないなんて。グラディウスも前回のトライアンも、報しらせを寄よ越こすくらいならその偽物を持ってコロナードに来てくださればいいのに」


　自分本位な言葉を平気な顔で言ってのけるエミリエンヌに、相変わらずだなぁとラークは笑った。だが、今回ばかりは彼女の言い分もわかる気がする。


　グラディウスからの報せは、〈全知の書〉が見つかったというものだった。正直なところラークでさえ、またかと思ってしまった。


　以前にも似たようなことがあった。その時はグラディウスではなく、トライアンだったが。あれからまだ一年ほどしか経たっていないのに、こう何度も呼よびつけられたのでは気分もよろしくない。何せ、〈全知の書〉なんて伝説の中だけのものだと誰もが思っているのだから。


　それでも万が一を考えて、神具を持ってこうして出向くのだ。


　ラークも王である父に頼たのまれ、神具を持ってグラディウスに向かう途と中ちゆうだった。どこへでも単身で出歩くラークは、兄弟の中で一番身軽だからだ。どうせ〈全知の書〉なんて偽物だと思っているから、頭の出来は関係ない。


　エミリエンヌも半分旅行のようなものだと思っているから父の命令を聞いたのだろう。


「ねぇ、俺おれもそっちに移うつっていいかな。馬に乗るのってけっこう疲つかれるんだよね」


「嫌いやです。どうしてもお乗りになりたいなら、屋根の上にでもどうぞ」


「え、いいの？　じゃあお言葉に甘あまえて」


　下馬し、馬車の屋根によじ登ろうとしたラークにエミリエンヌは慌あわてた。まさか本当に登るなんて思っていなかったようだ。ラークの服を引っ張ぱり、引きずり下ろそうとする。その力に抵てい抗こうすることなく、ラークは馬車の中にするりと滑すべり込んだ。


「なんで入ってくるんですの！」


「だってエミリーが引っ張るから」


　悪びれもせずラークが言うと、エミリエンヌは言葉を詰つまらせた。普ふ段だんから好き放題やっているせいか、反はん論ろんされるのが苦手なのだ。


　香を薫たき込こめた車室は、エミリエンヌの趣しゆ味みに合わせて華はなやかな造つくりだった。小さな花か瓶びんに生花まで生けられている。これでは揺ゆれないようにゆっくり進むのも仕方のないことだ。


　光こう沢たくのあるクッションが敷しき詰つめられた中、華やかなもの好きなエミリエンヌに似に合あわないものをラークは見つけた。枯かれて白茶けた草の冠かんむりだ。


　子こ供どもが野の花で作ったものがそのまま枯れてしまったような、言ってしまえばみすぼらしい代しろ物もの。しかし、それがただの枯れ草でないことをラークは知っている。


　コロナードの神具、〈栄光の宝ほう冠かん〉。それを王家の者が身に付けて舞まい歌えば、枯れた草の合間から宝石のように輝かがやく種が転がり落ちる。その種を日照り続きの畑に蒔まけば作物はよく育ち、涸かれた湖に投げ入れれば水が湧わいてくるという。ただし、その効こう果かを示しめすのはコロナードの国内のみ。


　よって、コロナードは飢うえや渇かわきを知らない。常つねに栄え誇ほこる国だと言われている。舞まいや歌が美しければ天候さえも操あやつるとの噂うわさがあり、水害を引き起こす雨雲を退しりぞけたこともあるという。


「エミリーには似合わないよね、それ」


　褒ほめ言葉のつもりだった。吹けば飛んでいきそうな枯れ草の冠なんて、たとえ神具といえどエミリエンヌには似合わない。しかし彼女はむっと頰ほおを膨ふくらませ、ラークを睨にらむ。


「それはつまり、わたくしの舞と歌が下手だと言いたいんですの？」


「そんなこと言ってないよ。あ、でも、エミリーの歌って聴きいたことないな」


　末すえ娘むすめのエミリエンヌは神具を持つ機会が少ない。それに、彼女はラークをずっと避さけていたから歌を聴くこともなかった。


「だったら、特別に披ひ露ろうして差し上げましょう。見ていなさい、追い風だって吹かせてみせますわ」


　ラークに対する敵てき愾がい心しんを剝むき出しに、エミリエンヌは馬車を降おりた。〈栄光の宝冠〉を頭に載のせ、レース飾かざりの扇おうぎを広げる。


　ドレスのスカートを軽く摘つまみ、扇をひらりと翻ひるがえして優ゆう雅がに礼をして歌いだす。するとたしかに、彼女を取り巻まくように穏おだやかな風が吹いてきた。


　ただの偶ぐう然ぜんだろうか。そう思った時だった。エミリエンヌの足元に、突とつ然ぜん光が走った。その光は一いつ瞬しゆんで拡かく張ちようし、円形に広がる。


　そこから伸のびてきた生白い手がエミリエンヌの足を摑つかんだ。


　エミリエンヌは悲鳴を上げる間もなく均きん衡こうを崩くずした。彼女の歌に聞き入っていた周囲の騎き士しや兵士たちは、馬から飛び降りるが間に合わない。


　すぐ傍そばにいたラークは迷まよわずエミリエンヌの手を取った。だが、引く力はあまりに強い。二人は縺もつれ合うようにして光の中へ転がり落ちた。


　視し界かいが真っ白に染そまる。


　目が灼やかれてしまうかと思うような強い光は、ぬるま湯のように温あたたかかった。
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「また失敗しましたね、ルーナエ様」


　イグニスの静かな言葉に、ルーナエは身をすくませた。だが、強きよう烈れつな疲ひ労ろう感と恐きよう怖ふでなかなか声が出せない。


「ち、近くに落ちたよ。二人、一いつ緒しよ……」


　それだけ伝えるのがやっとだった。


　イグニスの命令で、また二人ローラーティオーに招まねき入れた。しかし、二人はやはり重い。途と中ちゆうで集中力が途切れてしまった。本当は一人ずつ招くつもりだったが、いつも傍にいる誰だれかがついてきてしまう。それがたまたま神具を持つ二人だったから、もう力を使わずに済すみそうなのが救いだ。


　それに、今回はすぐ近くまで招いた。捜さがせば簡かん単たんに見つかるはずだ。


　イグニスもルーナエに完かん璧ぺきは求めていないようで、溜ため息一つ零こぼすと後は何も言わずにその場を去ろうとした。


「ねぇ、ミレリーナとエリカは？　どこ行っちゃったの？」


　それだけはどうしても知りたくて、ルーナエはイグニスを呼よび止めた。


　ミレリーナが突然いなくなって、その後エリカもどこかへ行ってしまった。イグニスがどこかへ連れて行ってしまった。


　その時のエリカの顔を、ルーナエは忘わすれられない。染しみひとつなかった肌はだに、ルーナエと同じ痣あざがくっきりと浮うかび上がっていたのだ。


　そして何より、とても寂さびしそうだった。悲しそうだった。会った時から何かに怒おこっているような顔ばかりで嫌きらいだったけれど、今はエリカのことが心配でならなかった。


「ミレリーナ姫ひめは国に帰られました。エリカさんは少し体調が悪いようだから、休んでもらっていますよ」


　噓うそだ。ルーナエはそう察した。けれど怖こわくて反はん論ろんはできない。


　いなくなってしまった曾そう祖そ父ふに会えるという約束でイグニスに従したがってきたルーナエだが、本当はもう嫌いやだった。イグニスが怖い。


　ミレリーナがいなくなった後、エリカはイグニスに摑みかかって何かを問い質ただしていた。しかしその直後、エリカはイグニスに縋すがりつくようにして倒たおれてしまった。顔の痣は、その時に浮うかび上がったのだ。


　イグニスは今、エリカが持っていた〈全知の書〉を携たずさえている。あれを失ったから、エリカは倒れたに違ちがいない。


　あれをエリカに返してあげたい。ルーナエはそう思った。しかし、どうすることもできない。


「あなたはここで、おとなしく待っていてくださいね。〈導みちびきの剣けん〉を見ていてください。〈裁さばきの天てん秤びん〉と違って、それを持ち去れる人はまだこのローラーティオーにいるのですから」


　丸い石の照明に照らされ、厳おごそかに輝かがやく剣けん。そしてその傍かたわらには、ミレリーナが置いていってしまった水晶玉がある。


　この二つの神具がある場所──最初にミレリーナと会った場所に、ルーナエはいた。ここにはイグニスが力を溜ため込こんでいる泉があるから、この場所で何かがあればイグニスにはすぐわかる。だから、イグニスがいない間はここから動いてはいけないと言われた。


「今は集落の様子を見に行っている戦士たちも、じきに戻もどってきますから……」


　穏おだやかだったイグニスの言葉が、突とつ然ぜん途と切ぎれた。絶たえることのなかった笑えみが表ひよう情じようから失せる。


　イグニスの視し線せんの先には二つの神具があった。──あったはずだ。


　ルーナエも先ほど見たばかり。しかし、イグニスにつられて再ふたたびそちらを見た時、そこに神具の姿すがたはなかった。


　イグニスは慌あわてて神具のあった場所に駆かけ寄よる。ルーナエも、疲つかれきった体を引きずって後を追った。


　そこには、灰はいのような塵ちりだけが残っていた。手で掬すくえばさらりと指の隙すき間まから零こぼれ落ち、風もないのに宙へ溶とけ消えていく。


　しばし、イグニスは手に掬ったその塵をじっと眺ながめていた。ルーナエは何が何やらわからず、彼の言葉を待つしかない。


　ルーナエの不安げな眼まな差ざしに気づいているのかいないのか、イグニスは突とつ然ぜん笑い出した。それは楽しそうでもあり、敗北感に満ちているようでもあった。


「なるほど、そういうことですか。やはり神は、どうあっても己おのれが創つくった世界に干かん渉しようしたくはないらしい」


　塵を撒まき捨すて、イグニスはどこか諦てい念ねんじみた口調でつぶやいた。しかし口元には、すでに笑えみが戻もどっている。


　イグニスが何を思っているのか、ルーナエにはわからない。何も知らされていない。だからこそ、彼の笑みが恐おそろしかった。


　そんなルーナエには見向きもせず、イグニスは虚こ空くうを見つめて言う。


「それでも、構かまわない。挑いどんでみせましょう。そのために私たちは、神にこの命を捧ささげると決めたのだから」


　彼が持つ〈全知の書〉は白銀の輝かがやきをほとんど失って、灯とう籠ろうのような朧おぼろな光を放っていた。


　まるで今のイグニスの心しん情じようを表しているかのように。
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　ここに鏡がなくてよかった。


　エリカはそんなことをぼんやり思った。


　体が重い。動くと軋きしむように痛いたむ。全身の骨ほねや筋すじが錆さびた鉄になってしまったかと思うほどだ。


　変化は確かく実じつに進んでいる。内側から、じわりじわりと。


　頭上を見上げてみると、小さな出口から灯あかりが見えた。薄うすい照明だと思っていたが、深い闇やみの中に落とされてしまった今ではあの光さえ明るく思えてしまうから不思議だ。


　ミレリーナを強ごう引いんに国に送り返した後、エリカは〈全知の書〉をイグニスに奪うばわれた。今までずっと頼たよってきた力の源みなもとを失い、気力まで一いつ緒しよに持っていかれてしまったようだ。


　エリカの望みはもう叶かなわない。だから、もうここから這はい上がる意味はない。


　イグニスに突つき落とされた、岩場の亀き裂れつの底。深さはエリカの身長の倍はあるだろう。手足を引っ掛かければ登れないこともないけれど、エリカの腕うでも足も重い体を支ささえられるような力をすでになくしている。


　手元には杖つえが転がっていた。そこに結ゆわえつけられている黒い石の鳥には光こう沢たくがあり、出口から差し込こむわずかな光を受けて柔やわらかく輝かがやいている。


　せめてこれはルーナエに返してあげたい。彼の曾そう祖そ父ふのものなのだから。


　ルーナエには悪いことをした。彼が何者なのか知らずに、イグニスに従っているというだけで辛つらくあたってしまったし、何より怖こわい思いをさせてしまった。


　石の鳥をエリカは握にぎり締しめる。その手は潤うるおいをなくし、指の関節は枯かれた枝えだのように節くれだっていた。


　ここに鏡がなくて、本当によかった。
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　光が消え失うせると同時、地面に放ほうり出された。


　痛みを堪こらえつつ身を起こしたラークの顔面を、扇おうぎの一いち撃げきが襲おそう。


「早くどきなさい！　それ以上近づいたら二度と口を利ききませんわよ！」


　ラークの下した敷じきになっているエミリエンヌが金かな切きり声で叫さけんでいた。もう一撃食くらう前に、ラークは立ち上がってエミリエンヌに手を差し伸のべる。彼女は一いつ瞬しゆんためらったが、意外と素す直なおにその手を取って身を起こした。


　ざっと周囲を見み渡わたし、ラークは溜ため息を零こぼした。なんと言っていいものやら、言葉も浮うかんでこない。ただひとつ、言えるとしたら──


「エミリーの歌ってすごいね。なんか知らない所に来ちゃったよ」


「わ、わたくしのせいですの？」


　責せき任にんを投げつけられ、エミリエンヌは戸と惑まどったように声を震ふるわせた。怒おこって殴なぐりかかってくる元気を取り戻もどしてやろうと思ったのだが、彼女自身も己おのれのせいなのではないかと疑うたがっているようだ。──しかし。
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「いや、変なこと言ってごめん。違ちがうと思うよ。あの時、エミリーの足を誰かが引っ張ぱったの見たから」


　そう。あれは明らかにエミリエンヌを引きずり込もうとしていた。〈栄光の宝ほう冠かん〉の力ではないはずだ。


　ラークの言葉にエミリエンヌは安あん堵どし──扇で彼の頭を叩たたいた。一いつ瞬しゆんでも不安にさせられたことで腹はらが立ったのだろう。


　それでいい。ラークでさえ状じよう況きようが摑めないのだから、腹を立てることでせめてエミリエンヌが恐きよう怖ふや不安を忘わすれてくれれば。


　そして何より、これだけ人を叩いて扇を振ふり回す元気があるなら、怪け我がの心配はなさそうだ。


　ラークは改めて周囲の様子を窺うかがった。


　地下、だろうか。天てん井じようから垂たれ下がっている岩は鍾しよう乳にゆう石せきだ。空気は湿しめっぽく、薄ら寒さむい。闇は遠くまで続いて出口なんて見当たらないが、一定の距きよ離りを置いて丸い石が並ならべられ、それがほのかな光を発していた。


　ただの洞どう窟くつや鍾乳洞ではない。人の手が加えられている。


　ラークたちがいる場所は、苔こけの上に植物の芽がびっしりと生えていて柔らかかった。おかげで二人とも怪我をせずに済んだのだ。


　しかし、この植物の芽は白くて瘦やせているし、脆もろい。こんな暗い所に自生しているとは考えられない。まるで畑か何かのようだ。日の当たらない地下で育てると食べられるようになる野菜もあるし、似にたようなものだろうか。


　それなら、ここを管理する人間がいるはずだ。


「まずは人を探さがそう。あの光ってる石を辿たどっていけば外に出られるかもしれないし。冠かんむり、落とさないように気をつけて」


　ラークがそう言うと、エミリエンヌは〈栄光の宝ほう冠かん〉を頭から下ろして腕うでに引っ掛かけた。


　文もん句くを言わずに従したがうのは、今ここで彼女が頼たよれる者はラークしかいないからだ。いくらラークを嫌きらっていても、置き去りにされてはたまらない。顔を見れば考えていることなんて丸わかりだ。


　はぐれないよう、ラークはエミリエンヌの手を取った。しかし彼女はそれを慌あわてて振ふり払はらう。さすがに手を繫つなぐのは嫌いやなのかと思ってそのまま進もうとしたが、くいっと後ろからマントを──サルヴロースの神具〈守しゆ護ごの盾たて〉を引っ張ぱられた。見れば、エミリエンヌが控ひかえめに摑つかみ、気まずそうに目を逸そらしている。


「進むなら、早くしてちょうだい。いつまでもこんな薄うす暗ぐらい所にいたくありませんわ。服や靴くつが汚よごれてしまうじゃないの」


　ラークと目を合わせないまま、エミリエンヌはせっついた。


　本当は怖こわいのだろう。〈守護の盾〉を摑む手はわずかに震ふるえている。それでも強がってみせるだけの気力はあるのだから、なかなかの根こん性じようだ。


　その根性を保たもっている自じ尊そん心しんを傷きずつけないよう、ラークは何も気づかないふりをしてそのまま歩を進めた。足場が悪いから、少しだけゆっくりと慎しん重ちように。


　鍾乳石から滴したたる雫しずくが、時とき折おりラークやエミリエンヌに降ふりかかる。頰ほおが濡ぬれるたびに声を上げていたエミリエンヌだったが、しばらくすると慣なれたのか諦あきらめたのか、溜ため息を零こぼす程てい度どになった。


　道を照らしている丸い石を、ラークは一つ拾って歩いていた。少し重いけれど、このほうが足元もよく見える。


　しかし、照らし出す景色はどこも同じだった。苔を苗なえ床どこにした畑ではなくなったけれど、岩が剝むき出しの通路が狭せまくなったり広くなったりするだけで出口が一向に見えない。


　ラークは歩く速度をさらに落とした。エミリエンヌが疲つかれてきたのがわかったからだ。


　そろそろ休きゆう憩けいしようか。しかし、エミリエンヌの体力を心配してそんなことを言ったら、彼女は挑ちよう発はつされたと受け取ってしまうだろう。


　どうしたものかと思った時、エミリエンヌが悲鳴をあげた。


　慌あわてて振り返ったラークの目に、それは鮮あざやかに飛び込んできた。エミリエンヌが持つ〈栄光の宝冠〉が、瑞みず々みずしい緑の葉を繁らせる。その葉の一枚まい一枚が、まるで宝石を切り出したかのように潤うるんだ輝かがやきを放っている。


「なんですの、これ……」


　エミリエンヌがつぶやく。ということは、これは彼女が初めて見る〈栄光の宝冠〉の姿すがたなのだろう。ラークもエミリエンヌの父とは親しくしているが、こんな話は聞いたこともない。


　呆ぼう然ぜんと見守っている二人の目の前で、〈栄光の宝冠〉はさらに姿を変えていった。


　ざわりと葉が震え、小さな薄うす紅べにの蕾つぼみがついた。一つ、二つ、と数えてみる。全部で四つだ。蕾は膨ふくらみ、眠ねむっていた妖よう精せいが目覚めるように花が開く。


　薄い硝子ガラスのような、淡い紅の花びらが幾いく重えにも重なった花だった。


　透すけた花びら。こんな花は見たことがない。触ふれたらぱきりと音を立てて崩くずれてしまうのではないかと思うほど繊せん細さいな姿に、ラークもエミリエンヌも言葉をなくした。だが、二人は同じことを思っていたはずだ。ずっとこの花を眺ながめていたい、と。


　けれど、その願いはすぐに叶かなわぬものとなった。四つの花は一いつ斉せいにしゅるりとしぼんで、枯かれてしまったのだ。そして朽くちた花から、黄金に輝く種が零れ落ちる。


　四つの種は宙ちゆうを泳ぎ、そのうちの二つが突とつ然ぜん消えた。そして残った二つは、ラークとエミリエンヌの上に舞まい降おりる。


　抵てい抗こうする間もなかった。種はそれぞれ、二人の胸むな元もとへ溶とけるように入り込んでしまった。気味の悪さにエミリエンヌが小さく悲鳴を上げる。


　しかし、それだけでは終わらなかった。二人が持つ神具が、何の前触れもなくぼろりと灰はいになって崩くずれ去ったのだ。


　あまりのことに、エミリエンヌは腰こしを抜ぬかして座すわり込む。ラークもどうにか立ってはいるが、これが夢ゆめであってほしいと願うだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


「何……？　なんなの？　どうして、こんな……」


　震えた声でつぶやきながら、エミリエンヌは灰を搔かき集めていた。それで元に戻もどるなんて思えないほど原形を留とどめていないのに、他ほかにどうすることもできないのだ。


　その時だった。何か物音がした。反はん響きようしてわかりにくかったが、近くだ。


「誰だれかいるのか？」


　ラークは声を張はり上げる。すると、すぐに返事があった。


「その声……ラーク？」


　声は女のものだった。いや、女だと思う。しわがれて聞き取り難にくいから、老ろう婆ばだろうか。


　しかし、どうしてラークの名を知っているのか。わからないが、ラークはこの声をどこかで聞いたことがあるように思った。


　灰まみれになったエミリエンヌの手を取り、ラークは声の聞こえたほうへ近ちか寄よった。エミリエンヌは灰の山に未練を残しながらも、強く手を引かれたことと立ち上がった拍ひよう子しに煽あおられて吹ふき飛んだ灰を見て諦あきらめたようだ。おとなしくついてくる。


「だめよ、近づかないで。危あぶないわ」


　二人の足音を察してか、老婆の声が制せいした。その理由はすぐわかった。岩だらけの地面に亀き裂れつが走っていたのだ。止められなければ、薄暗い中で亀裂に気づかず転げ落ちていたかもしれない。


　ラークはその下を覗のぞき込んだ。暗くてよく見えない。拾って持ち歩いていた丸い石の照明を掲かかげ持って照らしてみると、岩の隙すき間まにうずくまるようにして座り込んでいる人の姿があった。


　純じゆん白ぱくの髪かみ。白い服。照らされて眩まぶしいのか、長い髪で顔を隠かくしている。その髪を押おさえる手は一目で老ろう婦ふ人じんとわかるほど筋すじ張ばって、硬かたそうな肌はだだった。


　彼女の傍かたわらに落ちている杖つえが目に入った。どこかで見たことがある──


　思い出したとたん、ラークは我わが目を疑うたがった。この人は、たしかにラークの知っている人だ。


「どなたですの？　ラーク、あなたの知っている方？」


　エミリエンヌが訊ねる。この老婦人がラークの名を呼よんでいたのを、彼女も聞いたのだ。しかし。


「いいや、知らないよ。ほら、俺おれっていろんな所を出歩くの好きだから、顔とか名前を知られてるんだろうね。いやぁ、恥はずかしいなぁ」


　照れたように頭を搔いて、おどけて見せた。エミリエンヌは呆あきれたように溜ため息をつく。


「そういうわけで、申し訳わけありません美しいご婦人。初めまして、と挨あい拶さつさせていただきます」


　穴あなの底で、老婦人は少しだけ顔を上げた。白髪しらがの隙間から、菫すみれ色の瞳ひとみがラークを見つめる。その瞳が小さく笑った。


「……あなた、ただの馬ば鹿かではなかったのね。女の気持ちがわかる、いい子だわ。でも、一つだけ減げん点てんね。今の私を美しいだなんて言わないでちょうだい。こんな姿、どこが美しいものですか」


　それは、ひどく苦々しい言葉だった。たしかに、老いた婦人に美しいなどと言うのは明らかな世せ辞じとして嫌いやがる人もいる。


　だが、ラークは知っている。彼女は本当に、女め神がみのような美び貌ぼうを持つ人だと。その美貌は彼女らしく堂々と横おう柄へいに振ふる舞まってこそ発はつ揮きされるのであって、そういう意味では今の彼女は美しいとは言えなかった。


　伝説を作りながら、長い年月を生きた人。ラークには魔ま導どうの知ち識しきはないけれど、彼女の名と功こう績せきは広く知られている。エミリエンヌも知っているだろう。だからこそ、ここで彼女の名を呼ぶことはできなかった。この老いた姿が彼女の本来の姿であっても、普ふ段だんはそれを隠しているのだ。彼女の正体を知らないエミリエンヌに、わざわざ教えてやる必要はない。


　とりあえず、彼女を穴の底から救い出そう。そう思い、岩場に足を掛かけて降おりようとしたラークだったが、老婦人がそれを止めた。


「待って。そのままで聞いてちょうだい」


　そう言って、彼女はまた髪で顔を隠す。よほど今の姿を見られるのが苦く痛つうらしい。


　ラークがその場に留とどまると、彼女は安あん堵どしたように一いつ拍ぱく置いて語りだした。


「ここはローラーティオーという島よ。あなたたちの住む大陸から、遠く離はなれた海の上にあるの。ここへ来るには決められた扉とびらを通らなくてはいけないのだけど、あなたたちも強ごう引いんに引き込まれてしまったのね。──ルビーウルフやジェイドも、この島に来ているわ」


「ルビーちゃんも？」


　その名に、ラークは少なからず驚おどろいた。何せ、彼女の国から書しよ簡かんが届とどき、ラークもエミリエンヌも馳はせ参じようとしていたのだ。だから彼女は自国で待っているはずなのに。


「ルビーウルフって、暁あかつきの女じよ傑けつね。聞いたことがありますわ。グラディウス女王でしょう？」


　グラディウスの若わかき女王は、その特とく異いな生おい立ちと狼おおかみの騎き士しを従したがえている姿すがたが印象的で、国に夜明けをもたらす暁の女傑と呼ばれて名を知られている。エミリエンヌの耳にも噂うわさは届いていたようだ。


「どうしてルビーちゃんが？　俺たちがここへ連れてこられたのに、何か関係があるの？」


　ラークの問いに、老婦人はしばし黙もくした。それから、何かを諦めたように深く溜め息をつく。


「そうね、すべて話しましょう。長い昔話から始まるけれど、いいかしら」


　ラークは薄うすく微笑ほほえんだ。懺ざん悔げを聞く聖せい職しよく者しやのように。


「いいね。昔話は大好きだよ。素す敵てきな恋こい物もの語がたりだと、なおさら」


　その言葉に、老婦人も小さく笑う。


「良かった。ご期待に添そえると思うわ」


　そして彼女はすべてを語った。


　今まで誰にも話したことのない、秘ひめ事を。





　　　　†




「この先だよ。あの峠とうげを越こえたら、アピスにも道はわからない」


　そう言ってヘリオトロープは上り坂の上を指差した。


　再ふたたびアウローラの集落を発たち、アピスの言葉を伝えるヘリオトロープの導みちびきによってルビーウルフたちはクレプスムルクの領りよう域いきに踏ふみ込こんだ。


　しかし、それもここまでだ。アピスが記き憶おくしている場所を越えれば、そこから先は地道にクレプスムルクの集落を探さがすしかない。


「アピスも、ここまで来たのは一度きりだそうだ。我われと同じ痣あざを持つ子こ供どもを見たのも、この辺りだよ。普ふ段だんはもっと麓ふもとのあたりで、クレプスムルクの戦士が追い払はらいに来たらしいが……」


「それは妙だね。この人数を見落としてるのか？　それとも泳がされているのか……。気味が悪いね」


　ヘリオトロープが不ふ審しんに思うのと同じように、ルビーウルフもおかしいと感じた。戦士であるアピスを何度も撃げき退たいしているのに、ルビーウルフたちの前には一度も邪じや魔まが現れない。まるで誘さそい込まれているような気がして落ち着かなかった。


「でも、ものは考えようですよ。手て薄うすになってて対たい応おうしきれてないのかもしれませんし、いつもアピスさんが追い返されていたってことは、この先にきっと何かがあるんですよ」


　ティグルと並んで歩いているリオンが場の緊きん張ちようを解ときほぐすように明るく言った。


　手薄なために見み逃のがされているというのはあくまでリオンの希望だろうが、たしかに彼が言う通り、アピスに見られたくなかったものがここから先にあるのかもしれない。


　それなら、迷まよう必要はない。もう立ち止まっている暇ひまはないのだから。


　ミレリーナはどうしているだろう。ロヴィンは彼女に会えただろうか。なんにしろ、これ以上待たせるわけにはいかない。ミレリーナが連れ去られてから、もうかなりの日数が経たっているのだ。充じゆう分ぶんな食事を与あたえられているならいいが、そうでないのなら限げん界かいが近いはず。


　峠を越え、ウェスパを先頭にして進む。しかし、ただ闇やみ雲くもに歩いているわけではない。フロストとケーナが匂においを探り、人間の匂いを追っている。近くにクレプスムルクの集落があるのなら、必ず人の匂いがするはずだ。


　そう思った通り、フロストが何かを嗅かぎ当てたようだ。一声吠ほえ、ルビーウルフに合図をする。


　その合図を受け、ルビーウルフは皆みなに足を止めるよう伝えてからフロストに駆かけ寄よった。


（嗅いだことのある匂いだ。ここを通ってから、まだ間もない）


　フロストが知る匂いということは、イグニスかクレプスムルクの戦士だ。


「気をつけて。誰かがここを通ったらしいよ。まだ近くにいるかもしれない」


「追えるか？」


　ジェイドが問う。ルビーウルフにではなく、フロストに。フロストは当然と言わんばかりに胸むねを反そらせ、悠ゆう然ぜんと尾おを揺ゆらした。


　注意深く匂いを追い、先導するフロストとケーナについていく。獣けものを信頼しきっているルビーウルフたちに対し、ウェスパとヘリオトロープは少し不安そうだったが、すぐに狼おおかみたちの嗅きゆう覚かくが確かだったと思い知らされた。


　森を分かつ谷が現あらわれたのだ。幅はばはそれほど広くはないけれど、霧のせいで深さがわからない。谷底はミルク色に煙けむっている。


　谷には一本のつり橋が渡されていた。その先に人がいる証あかしだ。


　しかし、なかなか踏み出せなかった。この橋以外に渡れそうな場所は見当たらない。もし橋が落ちてしまえば、後戻りはできなくなる。


「私が行きましょう」


　斥せつ候こうを買って出たのはウェスパだった。ヘリオトロープが不安げな眼まな差ざしを向けるが、彼は構かまわず歩みだす。


　その足が橋に踏み入ろうとした、その時だった。谷の向こう側で茂しげみが揺ゆれ、人ひと影かげが跳び出した。


「渡ってはだめ！」


　現れたのは女だった。黒い髪かみに紫し紺こんの瞳ひとみ。ローラーティオーに住まう者の特とく徴ちようを有している。


　女は腰こしに提さげている袋ふくろから、おもむろに小さな獣を摑つかみ出した。ネズミに似にているが、尾は長い毛に覆おおわれているし大きさもウサギほどある。すでに死んでいるようだから、狩かりか何かで捕とらえた獲え物ものだろう。


　その獲物を持って、女は橋の中ほどまで渡ってきた。そして何を思ったのか、獲物をウェスパに向かって投げつける。


　しかし、それがウェスパのもとに届とどくことはなかった。女の目の前で、見えない壁かべにぶつかったかのように止まってしまったのだ。それだけではない。火花が散って肉が焼ける音がしたかと思うと、一瞬のうちに炭化して橋の上に転がり落ちた。


「こうなってしまうのよ」


　女は溜ため息を零こぼし、苦々しくつぶやいた。これではどうすることもできず、ウェスパは橋から一歩二歩と後あと退ずさる。ヘリオトロープがすぐに駆け寄り、彼の足にしがみついた。


　ヘリオトロープの顔を見たとたん、女は目を見開いた。歩み寄ろうとしたが、壁のことを思い出したのか踏みとどまる。


「あなた、その顔……ルーナエと同じだわ。アウローラの、神の器うつわ？」


　驚いてはいるようだが、敵意は感じられない。ヘリオトロープはウェスパと目を合わせてから首しゆ肯こうした。


「いかにも。ルーナエというのはクレプスムルクに生まれた器か？」


「そうよ、私の息子むすこなの。お願い、ルーナエを助けてあげて。あの子、まだ小さいのよ。なのに神の器だからって、連れて行かれてしまったの。私たちはここから出られないから、お願い……」


　そこまで言って、女は両手で顔を覆おおった。指の隙すき間まから涙なみだの雫しずくが零れ落ちる。


「あなたはクレプスムルクの方ですね。ここから出られないとは、どういうことですか？　あなた方はご自分たちの意思で、アウローラとの交流を絶たったのではないのですか？」


　ジェイドが問うと、女は顔を上げた。頰ほおを濡ぬらす涙を手で拭ぬぐい、洟はなを啜すする。ジェイドやルビーウルフたちの姿に一瞬だけ戸と惑まどいの表情を浮かべたが、何かを悟さとったように俯うつむいた。


「たしかに、〈全知の書〉を失ってから、アウローラに顔向けできないと山から出ることは少なくなったわ。でも、決して避さけていたわけじゃないの。どうにかして自分たちで、〈全知の書〉を捜さがそうとしていたのよ。はじめのうちはアウローラとも協力して、共に命を賭としてローラーティオーの外へ出て行った者たちもいたわ」


「知っている。我らはその者たちが語ってくれた外の風景を見てみたいのだ。だが、共に〈全知の書〉を捜していたのはほんの数年足らずと聞いているぞ。それからは、クレプスムルクがアウローラを拒こばむようになった」


　ヘリオトロープが不ふ審しんの目を向けて言うと、女は小さく頷いた。


「外へ出たクレプスムルクの若わか者ものたちは、その光景に魅み了りようされてしまったの。そして、この島から出た者が次々に倒たおれて死んでいく様を見てこう思った。ローラーティオーに我らを縛しばり付けた神が憎にくい、と。それからその者たちは、密ひそかに神への復ふく讐しゆうを願ってきたの」


　その言葉に、全員が息を呑のんだ。すべて聞かなくてもわかったのだ。その復讐の方法が。


　ジェイドが掠かすれた声でつぶやく。


「神自みずからの手で、この世界を壊こわさせる……ですか」


「そう。だから〈全知の書〉をアウローラの者に見つけられるのを嫌いやがった。邪魔をされたくなかったのよ。もちろん、クレプスムルクの者が団だん結けつしてそんなことをしていたわけじゃないわ。神への復讐なんて考えていたのは、外の風景を見た若者と、その遺い志しを継ついだ一部の者たちだけ。他の者は止めようとしたの。だけど、彼らの密やかな団結を断たち切ることはできなかった。いくら刈かっても憎にくしみは新しい世代に受け継がれて芽生えてくる。アウローラに助けを求めればよかったんでしょうけど、〈全知の書〉を失った挙あげ句くに神への復讐を考えているなんて知られたくなかったの。それがいけなかったのね。自分たちだけでどうにかしようとしている間に、彼らは行動を起こしてしまった。──ルーナエが生まれたから」


　女は再び、涙を零し始めた。それでも、ぐっと拳こぶしを握って毅き然ぜんと顔を上げている。


「アウローラに神の器がいることは知っていたわ。なのにクレプスムルクにも顔に痣あざを持つ子こ供どもが生まれた。それを、神の力が狂くるったのだと彼らは思って機を見み出いだしてしまったのよ。たしかにこんなことは今まで一度もなかったから、本当に狂ってしまったのかもしれないけど……」


　本来はアウローラとクレプスムルクの間で交こう互ごに生まれてくるという神の器。それが二人いるという話はルビーウルフたちもイグニスから聞いて知っていた。


　外へ出れば死ぬとわかっているのにイグニスがトライアンを訪おとずれていたのは、こういうことだったのだ。この世界と共に死ぬ覚かく悟ごでいるから、早死になど恐おそれてはいない。


「それで、行動を起こした連中に閉とじ込こめられたってわけか」


　橋の真ん中に立ち尽つくしたまま、こちらへ渡って来ることができない女を見つめてルビーウルフは溜め息混まじりにつぶやいた。


　彼女たちはイグニスたちを止めようとしたはず。けれど、逆ぎやくに橋を封ふうじられて身動きがとれなくなってしまった。そんなところだろう。アピスを何度も追い払っていたのも、クレプスムルクの人々を閉じ込めていると知られたくなかったからだ。


　ルビーウルフの言葉を肯定するように女は頷く。


「ここはクレプスムルクの戦士が封じているの。彼らの許ゆるしがないと通れないのよ。私は、連れて行かれてしまったルーナエが帰ってこないかと一日に何度も見に来るんだけど……」


　息子の身を案じ、声を震ふるわせる。その様子に、今までクレプスムルクを憎んでいたヘリオトロープは気まずそうな表情を浮かべていた。


　その時だった。ルビーウルフの目の前に、何の前まえ触ぶれもなく小さな光が現あらわれた。蛍ほたるかと思ったが、違う。飛んで来たのではないのだ。突とつ然ぜん、出現した。そして光を纏まとっているのは──


「……種？」


　植物の種に見えた。ルビーウルフが眉まゆ根ねを寄よせてつぶやくと、それはルビーウルフの胸むな元もとへ寄って溶とけ込こむように消えてしまった。


「え、な、何？」


　虫が服の中に入ってしまった時のように、ルビーウルフは襟えりを摑つかんでばさばさと風を送った。けれど、種は出てこない。


「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」


　ジェイドをはじめ、リオンやティグルも困こん惑わくの表情をルビーウルフに向けている。しかし、まさか服の中に手を突っ込んで取り出してやるわけにもいかないと、彼らは見守るしかできない。


「別に、なんともないけど……」


　一いつ瞬しゆん、温かいような気はしたけれど、特にどこかが痛いたむわけでもない。不ふ可か解かいな出来事に皆みなで首を傾かしげ──フロストが警けい戒かいの声を上げた。


　彼が金色の眼まな差ざしで威い嚇かくする先は、霧きりに煙けむる藪やぶの向こう。谷とは反対側、つまりルビーウルフたちの背後だ。


　構えを取ったルビーウルフたちの前に現れたのは、横手つきの棍こん棒ぼうを持つクレプスムルクの戦士だった。たしか、名をオドナータといったか。


　オドナータは一同を見渡し、ゆっくりと棍棒を構えた。それを受け、歩み出たのはウェスパだ。


「ここは私にお任まかせを。あなた方はヘリオトロープ様を連れて、あの母親の子こ供どもとトライアンの姫ひめ君ぎみを捜さがしてください」


「だが、ウェスパ……！」


　ヘリオトロープが彼を止めようとする。しかし、ウェスパは彼女に目を向けることなく言った。


「あの者が我々をここまで通したということは、奴やつらの望みが成じよう就じゆに近いのではないかと。ならば急ぐべきです。それに、戦士とはもともとアウローラとクレプスムルクの力自じ慢まんが技わざを競い合っていたもの。これが本来あるべき我々の姿すがたなのです」


　ウェスパの口元は、わずかに笑えんでいた。こうして戦える相手が現れたことを歓かん喜きしているかのように。


　ルビーウルフはジェイドと顔を見合わせ、互たがいに頷いた。ジェイドが双ふた子ごの背中を軽く叩くと、ティグルはヘリオトロープの手を取る。


「ウェスパ・アウローラ、参る」


　名乗りと共に、ウェスパが駆けた。振り下ろされた拳こぶしをオドナータは避よけ、棍棒をウェスパに向かって振り下ろす。それをウェスパが横に跳とんで回かい避ひすると、棍棒の一撃が地面を大きく抉えぐった。


　打ち合いが始まったと同時にルビーウルフたちは走った。すると、橋の上から女が叫さけぶように告げる。


「この谷沿ぞいに進んで！　蔦つたに覆おおわれた崖がけが見えてくるわ！　そこにある洞どう窟くつなら身を隠かくせるから、ルーナエもきっといるはずよ！」


　息子むすこを想おもい、懸けん命めいに声を張はり上げる。その願いを引き受けた証あかしに、ルビーウルフは走りながら軽く手を振った。


　胸元はまだ少し温かい。小さな動物の子を匿かくまっているように、この温ぬくもりはひどく愛いとおしかった。




　第７章　白の理由







　セブラン・ブルーノという男がいた。


　彼は〈全知の書〉を研究し、守しゆ護ごの民たみを探さがして世界を渡わたり歩いていた。貴き族ぞくの出で、親が決めて結けつ婚こんした妻つまがいたけれど、探たん究きゆう心しんを抑おさえることができず、あまり妻と気が合わなかったことも手伝い、何年も家を空けることが多かったという。


　そんなセブランが、大陸の南の果てで一人の娘むすめと出会った。娘は怪け我がをし、ひどく衰すい弱じやくしていて、セブランに助けられた時には自分の名前さえ忘わすれていたそうだ。


　その娘を介かい抱ほうするうち、二人は自然と恋こいをした。やがて生まれた子こ供どもに、セブランはエリカと名前をつけた。


　しかし、エリカには誰が見ても憐れん憫びんの溜ため息をつきたくなるような特とく徴ちようがあった。顔に、虎とらのような筋すじ模も様ようの痣あざがあったのだ。少女期を過すごす上で、ひどい重荷になることは想そう像ぞうに難かたくなかった。


　そして、自分が産んだ娘の顔を見た母親は自身に関するいくつかを思い出したという。それをセブランに話した彼女は、エリカを産んでまもなく死んでしまった。


　セブランはエリカを連れ、国に帰った。けれど出で迎むかえた妻は当然いい顔をするはずもない。夫が他よ所その女に産ませた子供を連れ帰り、あまつさえその子供の顔には醜みにくい痣があったのだ。セブランの妻はエリカを侮ぶ蔑べつし、嫌きらった。


　やがてセブランと妻の間にも子供が生まれたけれど、家の中でエリカと口を利きくのはセブランだけ。腹はら違ちがいの弟も妹も、母親の影えい響きようでエリカを嫌い、近寄ろうとはしなかった。


　実母から受け継ついだ美しい黒くろ髪かみを伸のばし、エリカは常つねに顔を隠かくしていた。その黒髪をセブランが愛めでるのを見た義母に、無理やり髪を切られたこともある。


　エリカは自身の容よう姿しが何より嫌いだった。鏡を見るのが苦く痛つうだった。化け粧しようをしてもごまかせないほど濃い痣を隠すには、常に俯うつむいているしかなかった。


　そんなエリカに、セブランは魔ま導どうを学ばせた。膨ぼう大だいな金をつぎ込んで魔導師しに弟で子し入りさせたことで義母はさらにエリカにつらく当たるようになったけれど、セブランにはそれがエリカに遺のこしてやれる唯ゆい一いつの財産だった。


　セブランの心しん臓ぞうは病やまいに蝕むしばまれていた。もう治なおらないことを彼自身で気づいていたから、エリカには自分の力で生きていけるだけの知ち恵えを授さずけたかったのだ。


　やがてセブランが亡なくなると、彼が思った通りに義母はエリカを追い出した。魔導の師にもう金は出せないと言って破は門もんにさせ、エリカがセブランから貰もらった装そう身しん具ぐの一いつ切さいも取り上げて、ほとんど身一つで放り出したのだ。その時のエリカは、まだ十六歳さい。


　魔導を学んだとはいえ、それほど優ゆう秀しゆうだったわけでもない。どこかの国の魔導騎き士しになるどころか貴族にも雇やとってはもらえず、腕前さえ見ることなく顔の痣を目にしたとたん門前払ばらいされることが大半だった。


　それから数年の間、まじない師の真似まね事ごとをしたり調合した薬草を売ったりしながら細々と生活をしていたエリカだが、一つだけ楽しみがあった。家を追い出される際さい、こっそり持ち出したセブランの手記を読むことだ。そこには、セブランのエリカに対する愛情が詰つまっていた。


　エリカの母に関する記き述じゆつもあった。だが、母が死の直前に語ったという言葉は不ふ可か解かいなものが多かった。エリカをローラーティオーに帰さなくては、と。エリカは神の器うつわだから、と。


　母が何かの病だったとか、そういうことは書いていなかったけれど、熱に浮うかされた言葉かもしれない。それでもセブランは細かに彼女の言葉を記していた。


　母の故こ郷きようはローラーティオーという島だった。そこで母は祭司という役目を負っていたらしい。ところがある日、島の者と些さ細さいなことで口論となった。崖がけから海に落とされ、次に気がついたのはセブランに助けられた後だったという。


　その島へは、定められた道を通らなければ行けない。母の死後、セブランはその島へ行くか否いなかを迷まよった。そして結局、訪おとずれることはなかったようだ。その定められた道を、赤子だったエリカを抱かかえたままで通る勇気はなかったとセブランは記し遺のこしている。エリカが成長してからは、肩かた身みの狭せまい思いをしているエリカについていてやりたかった、と。


　母の生まれ育った所へ行ってみたいとエリカは思った。そこなら、自分の居い場ば所しよがあるような気がした。


　セブランの手記を頼たよりにエリカはローラーティオーへの道を探さがし当て──その時になって、どうしてセブランがそこを通るのを躊躇ためらったか理り解かいした。


　高い絶ぜつ壁ぺきの上から、海の渦うずに飛び込こめというのだ。セブランには、子供を抱いてそんなことはできなかった。


　だが、エリカは違ちがう。彼女には背負うものなど何もなかった。この先にあるのがローラーティオーでも冥めい府ふでも構かまわなかった。むしろ、両親のもとへ行けるのなら喜んで……。


　記き憶おくにすらない母と、優やさしかった父の胸むねに飛び込むような思いでエリカは地面を蹴ける。


　渦に飛び込んだエリカはセブランの手記にあった通り、ローラーティオーと思おぼしき島に降おり立った。母が遺した言葉は真実だったのだ。


　だが、どうしてこんな島が存そん在ざいするのか。考えてもわからなかったが、想そう像ぞうしていたものとはあまりにかけ離はなれた島の様相にただただ驚おどろいた。何せ、見たこともない植物が生い茂っているうえに霧きりが濃こく、なんとも不気味だったから。


　森の中を彷徨さまよい歩いたが、人ひと影かげなんて見当たらない。本当に冥府へ来てしまったのかと思った時だった。エリカの前に、一人の青年が現あらわれたのは。


　彼の名はカルドーといった。カルドーはエリカの顔を見たとたん、驚きで息を呑のんだ。


　それをエリカは己おのれの醜さのせいだと思った。やはり、ここでも自分を受け入れてくれる人はいないのだと唇くちびるを嚙かんで俯いた。


　しかし、カルドーは違ったのだ。彼が驚いたのは、エリカの衣服や瞳ひとみの色が珍めずらしかったから。痣あざのことなど気にしなかった。特に父譲ゆずりの菫すみれ色の瞳を気に入ったようで、長く伸ばした髪で隠してしまうのはもったいないと言ってくれた。


　そんな言葉をくれたのは、父であるセブラン以外にいなかった。驚いたというより、混こん乱らんした。ずっと誰だれかに受け入れてもらいたいと願っていたのに、いざ現実となると、なかなか信じられないものなのだ。


　カルドーの計らいで、エリカは数日の間、森の中で過ごした。この島では余所よそ者ものは珍しいから、あまり人には会わないほうがいいと言われて。


　そしてエリカが容よう姿しにひどい劣れつ等とう感かんを抱いていると知ったカルドーは言ったのだ。その痣は消せるよ、と。


　今まで何をしても消せなかった痣だ。そう簡かん単たんにいくものか。そう思ったエリカに、カルドーは白銀の光を渡した。自身の胸むな元もとから引きずり出すようにして、エリカの体に移うつし変えたのだ。


　その直後、エリカが見たものはカルドーの顔に浮かび上がった痣だった。エリカと、まったく同じ。そして彼はエリカを池の畔ほとりに連れて行き、水鏡に顔を映うつしてみるよう言った。


　鏡は嫌きらいだ。自分の顔を見るのは苦痛だ。それでも、ほんの少しの期待を込めて言われるままに恐おそる恐る水面を覗のぞき込み──言葉をなくした。


「君はこんなに綺き麗れいなんだよ、エリカ」


　カルドーの言葉は、今でもよく覚えている。彼が言った通り、エリカの顔から痣は消えていた。染しみ一つ残さず消え去っていた。──しかし。


　カルドーの顔に浮うかび上がった痣。エリカは、自分の痣が彼に移うつってしまったのだと思った。素す直なおに喜べずにいるエリカに、カルドーはゆったりと笑ってみせる。


「いいんだよ。俺おれは慣なれてる」


　それがどういう意味なのか、エリカにはわからなかったし彼も教えてくれなかった。そんな暇ひまはなかったのだ。島の者に見つかって、騒さわがれてしまったから。


　やはり、ここでもエリカは異い質しつだったのだ。服や瞳の色が少し違うだけで、怖こわがられてしまう。どこへ行っても一いつ緒しよだと諦あきらめかけたエリカの手を取り、カルドーは走った。


「エリカは自分が育った世界で幸せになるべきだ。痣のせいで君を嫌った人たちを、驚かせてみたくないか？」


　そう言った彼は、友達に悪戯いたずらの計画を持ちかける少年のようだった。


　そして二人は共にローラーティオーから出て行ったのだ。


　外へ戻ってから、南の果ての砂さ漠ばくの国で数年を過ごした。セブランがエリカの母と暮くらしたと手記に書かれていた小さな村。エリカの故郷へは、いずれもっと自分に自信がついたら二人で訪れようと思っていた。そんなふうに考えられるようになっただけでも、心に余よ裕ゆうができた証あかしだったのかもしれない。


　エリカは変わった。今までは目立たないよう地味な服ばかり着ていたけれど、明るい色の服も着るようになった。人前で顔を上げられるようになった。カルドーに褒ほめてもらえると嬉しくて、髪を結い上げて花を挿さしてみたり、いろんなことをした。


　変わったのは性せい格かくや外見だけではない。魔導の腕前が、特に鍛たん錬れんすることなく上がっていった。
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　それまでエリカにできることといったら頭痛や腰よう痛つうを和やわらげる薬を作ったり農具に長持ちする術じゆつをかけたりする、まじない程てい度どだったのだが、次から次に独どく自じの着想が浮うかんできたのだ。


　井戸を使わず地下から簡かん単たんに水を汲くみ上げる術だとか、暑い気候の国で食料を乾かん燥そう以外の方法で保ほ存ぞんできる道具だとか、思いつくままに試ためしては成功させた。


　そんな時だった。エリカとカルドーが身を置く国で、流は行やり病が蔓まん延えんしたのは。


　エリカはほぼ直感に近い感覚でその病の原げん因いんを特定した。そして特とつ効こう薬やくを作り、国王に献けん上じようしたのだ。以来、エリカ・ブルーノの名は広く世に知られることになる。


　自分でも、どうしてそんなことができたのか理り解かいできなかった。ただ突つき動かされるように行動しただけ。


　国王から国に仕つかえるよう言われたけれど、当時のエリカにはそんなこと恐れ多くてできなかったし、何よりカルドーとの生活を邪じや魔まされたくない一心で丁てい重ちように断ことわった。


　カルドーと出会ってから、何もかもが変わってしまったような気がする。それが、少し怖かった。


　けれど、カルドーは優やさしかった。痣に覆おおわれた顔で、穏おだやかに笑う。彼もエリカとの暮らしに満足しているようで、ローラーティオーのことはほとんど口にしなかった。──たった一つのことを除のぞいては。


「それは何？」


　いつもカルドーが持ち歩いていた、黒い石で作られた鳥。気になって訊たずねたエリカに、カルドーは珍しく郷きよう愁しゆうの眼まな差ざしを見せた。


「小さい頃ころ、兄さんが作ってくれたんだ。一緒に遊んでいる時に黒くて艶つやのある綺麗な石を見つけたから、二つに割わってお揃そろいのものをね。兄さんは器用だったから」


　たまに、思い出したように彼は兄の話をした。アウルムという名で、カルドーとは仲の良い兄弟だったようだ。そんな兄のもとからカルドーを連れ出してしまったことにエリカは後ろめたさを感じていたけれど、そういう時は決まってカルドーが言う。


「兄さんにはもう、大切な家族がいるんだよ。俺にとって、それはエリカだから」


　彼は望んで傍そばにいてくれる。それだけでエリカは幸せだった。──しかし。


　二人で暮らすようになって数年すると、カルドーは体調を崩くずして寝ね込こみがちになった。エリカの薬も効きかない。それでも彼は常つねに明るかったから、エリカも不安を見せないよう努つとめた。冗じよう談だんを言い合ったりもした。


「朝起きたら隣となりで死んでた、なんて嫌いやよ」


「わかってるよ。そんな情なさけない姿すがた、エリカに見せたりしない」


　そう。冗談のつもりだった。だからエリカは気づかなかったのだ。彼の言葉の、本当の意味を。


　その日のことは鮮せん明めいに覚えている。砂さ漠ばくの国の気候らしく、よく晴れていて、エリカは夕方の涼すずしくなる頃を見計らって買い物に出かけた。


　体調の悪いカルドーのために、少しでも美お味いしいものを作ってあげたい。そう思って食料を買い込んでいたら、レモンをおまけしてもらった。


　以前、レモンでパイを作ったらカルドーは気に入ってくれた。だからまたパイを作ろう。きっと彼は喜んでくれる。


　二人で一緒に笑いながら食事をする。そんな些さ細さいなことが、エリカには何よりも幸福だった。その日も、小さな家に帰ればカルドーが笑顔で出で迎むかえてくれる。これからも、ずっと。そう信じて疑うたがわなかった。


　けれど、そんな小さな望みはあっけなく終しゆう焉えんを迎むかえた。エリカが帰った家で、彼女を迎える者はもういなかったのだ。


　何も言わず、何も残さず、カルドーだけが幻まぼろしのように消えていた。


　──わかってるよ。そんな情けない姿、エリカに見せたりしない。


　その言葉が何を意味していたのか、この時になってようやく気がついた。けれど、もう遅おそい。


　カルドーは見つからなかった。どこかで行き倒だおれが見つかったという噂うわさも聞かない。何十日も何ヶ月も二人の家で待つ間、エリカの黒くろ髪かみは心労のためか真っ白に染そまっていた。


　ローラーティオーに帰ったのかもしれない。それならそれで構わない。迎えにも行かない。出て行ったのは彼なのだから、彼の意思でエリカのもとへ戻もどってきてほしかった。エリカがどこにいても、必ず会いに来てくれると信じたかった。彼は生きているのだと信じたかった。


　それからエリカは、各地を渡り歩きながら魔導の腕で生計を立てていった。その中で、数十年後には伝説となる事こと柄がらもあったけれど、あくまでそれはエリカにとって実験でしかなかった。カルドーに痣あざを消してもらって以来、湧わき出てくる術や魔道具の着想を試す場がほしかったのだ。


　そして、エリカは自身に対していくつかの決め事を作った。


　一つは、常つねに美しくあり、自信を失わないこと。カルドーのおかげで自分に自信を持つことができたのだ。それを損そこなってはいけない。暗い顔で下を向いていてはいけない。彼がいつ迎えに来てくれてもいいように、胸むねを張って自分は何でもできるのだと言える最上級の女でいたかった。


　二つめは、常つねに白い服を着ること。白は貞てい淑しゆくの証あかしだから。いつだって彼の妻つまであり花はな嫁よめだという意思表ひよう示じがしたかった。


　三つめは、若わかさを保たもつこと。老いて人相が変わってしまったら、カルドーが迎むかえに来てくれた時にエリカだとすぐにわかってもらえないかもしれない。だから、別れた時のままの若さでいたかった。


　しかし、外見だけを若く見せかける術を何年もかけて編あみ出したものの、それは数日すれば自然に解とけてしまう。術が解けるたびに、エリカは何度も何度も若さの幻げん影えいを纏まとった。


　そうして何十年か経たち、力を試ためしたいと思う欲よつ求きゆうも次し第だいに治まってきた。外見を若く見せかけていても、確かく実じつに歳としは重ねている。どこかに腰こしを据すえようと考えた時、自然と足が向いたのは故郷だった。


　父の墓はか参まいりをしたかっただけ。墓ぼ地ちに赴おもむいたエリカは、父の墓ぼ標ひようの隣となりに刻きざまれた名を見て義母が亡なくなったのを知った。


　この姿を見せて、一番驚おどろかせたかった人はもういなかったのだ。悔くやしいというより、つまらなかった。悪戯いたずらが失敗してしまったわね、と心の中でカルドーに苦く笑しようしてみせた。


　しかし、驚かせたかった者は義母だけではない。その日は丁ちよう度ど、父の命日だったのだ。墓参りに来た弟と妹に鉢はち合あわせし、見事に腰を抜かさせた。


　当然だろう。何十年も前に追い出した腹違ちがいの姉が、自分たちよりずっと若く、華か美びな姿で戻ってきたのだ。世に広く知られたエリカの名を彼らも聞いていたようだけれど、まさかこれほどまでに変へん貌ぼうしているとは思わなかったようだ。何せ、弟と妹の名を呼んでエリカが名乗るまで、姉だと気づかなかったのだから。


　エリカに対し、彼らは畏い怖ふの眼まな差ざしを向けた。それだけで充じゆう分ぶんだった。ささやかな復ふく讐しゆうをなしたエリカは、そのままグラディウスとトライアンの国こつ境きようとなる山やま奥おくに住み着くことを決めた。


　ここでゆったりとカルドーを待とう。こんな隠いん居きよみたいな暮くらしをしていても、きっと彼は会いに来てくれる。かくれんぼで見つけてもらうのを待っている子こ供どもみたいな気分だった。


　それから更さらに十数年後、弟の娘むすめが遠とう縁えんの子供だという孤こ児じをエリカの家に置き去りにしていった。そしてその子に頼たのまれて魔ま導どうを教え込んだのはつい最近のこと。子育てなんてしたことがなかったけれど、エリカなりに愛情を注いで育てたつもりだし、カルドーと別れて以来の楽しい日々だった。


　やがてその子が成長し、グラディウスの騎き士しとなってから、またエリカの生活は変化した。トライアンの姫ひめ君ぎみとの取引で、トライアン王おう城じように移うつり住むことになったのだ。


　この際さい、住む所なんてどこでもよかった。自由な時間を過すごしながらカルドーを待てるのなら、どこでも。


　エリカが望んでいるのは、誰にも邪じや魔まされずに彼を待つことだけ。なのに、そんな小さな望みさえ叶かなうことはなかった。あの男がエリカの前に現あらわれたから。


　トライアン王城に、エリカを訪たずねてきた男。黒髪に紫し紺こんの瞳ひとみ。そんな特とく徴ちようを持つ人間を、エリカはカルドー以外に見たことがない。


　そして、その男が持っていた黒い石の鳥。カルドーのことを知っているのだと、すぐにわかった。


　その男の名はイグニス。ローラーティオーから来たのだという。エリカが問い詰つめると、イグニスはカルドーのことを話してくれた。


　カルドーはローラーティオーに戻もどり、今も生きているのだとイグニスは言った。そして、彼はエリカを待っている、と。黒い石の鳥はカルドーがローラーティオーに戻ったことを伝えるために、イグニスに持たせているとも言った。


「あなたが持っている〈全知の書〉の力を借りたいんですよ」


　突とつ然ぜん、イグニスはそんなことを言い出した。意味がわからず、エリカは眉まゆ根ねを寄よせる。


「悪いけど、その手の冗じよう談だんはもう飽あきたわ」


　つい先さき頃ごろも、〈全知の書〉の偽にせ物ものに振ふり回されたばかりだ。エリカが本物を持っているなら、あの時にぽんっと提てい示じしている。馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、真ま面じ目めに聞く気にもなれない。


　けれどイグニスは冗談ではないと言った。そしてエリカに手を翳かざし、何かを引っ張り出すような仕草をしてみせ──エリカの体から、白銀に輝かがやく〈全知の書〉が現れたのだ。


「ローラーティオーの者には、神具の気配がわかるんですよ。その中でも〈全知の書〉は私たちのものですから、触ふれることだってできる。だけどあなたは、その身に〈全知の書〉を宿しながら何も感じていなかったようですね。混こん血けつのエリカ・ブルーノ」


　その時になって、ようやくエリカは自分が何者なのかを知った。


　ローラーティオーは、エリカたちが守しゆ護ごの民たみと呼よぶ人々の住む島。そしてエリカの母はローラーティオーの人間だった。その母が外の人間であるセブランとの間に産んだエリカが、神の器となるべき痣あざを持っていたのだ。


　混血の子が生まれた。それがローラーティオーにつきまとう神の呪のろいに亀き裂れつを入れたのだとイグニスは言った。


「先代の器であるカルドーから〈全知の書〉を受け継ついだあなたは、制せい御ぎよすることもできずにその力を使っていたようですね。あなたが残してきた伝説は、まさに未知の知ち識しきの垂たれ流しですよ。だけど、自覚さえすればもっと自由に使いこなせます。あなたたち魔ま導どう師しという人々が縛しばられている、呪じゆ文もんも真実の名乗りも不要になります」


　エリカの邸てい宅たくにあった、金きん属ぞくの羽根がくちばしについた奇き妙みような鳥の模も型けい。イグニスはその金属の羽根を指先でくるくる回し、模型を飛ばした。


　そういったものが部屋のいたる所に置かれていた。普ふ通つうの人が見ると何に使うのか理解できないようなものを、エリカはふと思い出したように作りたくなる。けれど、作り終えるとどうしてそんなものを作ったのか、さらには自分でも用よう途とがわからない代しろ物ものも数多くあった。


「カルドーの頼たのみです。どうか私たちに手を貸かしてください。そうすれば、彼にも会えますよ」


　イグニスが持ちかけた計画は、トライアンの姫君やグラディウス女王、そして弟子として育てたジェイドを騙だまし、裏うら切ぎることだった。


　それでも、会いたかった。たとえ会った瞬しゆん間かんにこの世界がなくなったとしても、一目会えるならそれだけでいい。彼が生きていてくれたと知らされたことで、体中の神しん経けいが焼き切れてしまったようだった。


「……わかったわ」


〈全知の書〉を胸むねに抱いだき、エリカは頷うなずいた。


　ジェイドや、特にルビーウルフを騙すには心を殺さなくてはいけない。唇くちびるを嚙かみ締しめ、覚かく悟ごを決める。


　口の中に、生なま温ぬるい血の味が広がった。
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「だいたい、こんなところよ。愚おろか者の恋こい物語はお気に召したかしら」


　話を終え、老婦ふ人じんは一息つくように深い溜ため息を零こぼした。


　ラークはしばし、何も言えなかった。隣となりにいるエミリエンヌも、どうしていいのかわからずにラークをちらちらと窺うかがい見ている。


　話を聞くうちに、エミリエンヌも気づいたのだ。この老婦人がエリカ・ブルーノだと。しかし、さすがのエミリエンヌもそれを真っ向から訊ねたり彼女の名を呼ぶことは躊躇ためらっているようだった。いくらわがままで不ふ遜そんなエミリエンヌでも、同じ女として、踏ふみ込んではいけない部分はラークよりも敏びん感かんなのかもしれない。


「それで、そのエリカという人は最愛の人に会えたのかな」


　白しら々じらしくても、ラークはあえて昔話の主人公と目の前の婦人を別人として扱あつかった。その気き遣づかいをエリカ本人はどう思っているのか知らないが、彼女は自じ嘲ちようするように小さな笑みを浮うかべる。


「会えなかったわ。だって、ローラーティオーの者は島から出ると数年で死んでしまうんですってよ。エリカはそれを知らなかったの。だからイグニスに、彼が生きているものと思い込んだまま問い詰めてしまったのね。──それを利用されたのよ」


　馬ば鹿かでしょう？　とエリカは他人ひと事ごとのように笑った。


「イグニスはもともと、カルドーが病に倒たおれた原げん因いんである神をエリカにも恨うらませようとしたの。彼らの望みは神具を集めて、神自身にこの世界を破は壊かいさせることだから。同じ目的を持たせようとしたのね。だけど、エリカはカルドーが生きていると信じていた。イグニスが持っていた黒い石の鳥はアウルムという語り部べの老人からカルドーのことを聞き出したうえで殺し、取り上げたそうよ。カルドーと揃そろいのものだから、形見だとでも言うつもりだったのかしらね。──アウルムの曾ひ孫まごは、曾そう祖そ父ふが殺されたことなんて知らずに利用されているわ。あの子に、どう言ったらいいかしら……」


　恨ませるより、もういない人間だろうと最愛の人を人ひと質じちにしたほうが手っ取り早い。イグニスはそう考えたのだ。


「イグニスという方は、どうしてエリカに拘こだわったんです？　自分たちだけでも充じゆう分ぶん働けたんじゃありませんの？」


　エリカの話にすっかりのめり込んだエミリエンヌは、憤いきどおりを隠かくさずに訊ねた。身を乗り出して穴あなに落ちてしまいそうなのを、ラークはさりげなく支ささえてやる。


「〈全知の書〉をその身に宿せる神の器は、とても強い精せい神しんと肉体を持っているのよ。ローラーティオーの者なら誰でも〈全知の書〉を扱えるのだけど、本来の力の半分も引き出せないらしいわ。でも、イグニスが騙だまして従したがわせているルーナエという子は神の器うつわだけど、まだ幼おさないの。もう一人、彼らと対立する者たちの中にいる神の器もまだ子供でね。それに対してエリカは何十年も〈全知の書〉の宿主だったから、自然と鍛きたえられていたのよ。計画を阻はばもうとする者たちから〈全知の書〉を守りぬける、これ以上ない『守護の民』だったの」


「そんなことで……」


　エミリエンヌは言葉を失った。まるで自分がエリカの立場に置かれているような顔だ。もし自分が同じ目にあったら、と思うと胸が苦しいのだろう。ラークだって同じだ。慕したい続けた人に会いたいがために親しい者たちを裏切って、挙あげ句くに最愛の人は死んでいたなんて考えたくもない。


「それだけじゃないわ。エリカは神国であるトライアンとグラディウスに関わりが深かったの。神具を欲しているのだから、利用しない手はないでしょう？──あと、そうね。エリカが何十年も生きていることに、興きよう味みがあったのかもしれないわね」


　ローラーティオーの者が島の外に出ると死んでしまうなら、エリカは幼い頃に命を落としているはずだ。なのに、彼女はこうして生きている。


　それはエリカが混血だからか、それとも無意識のうちに使っていた〈全知の書〉の力か。本人にもわからなかった。


　気けだるい溜ため息をつき、エリカは懺ざん悔げを続ける。


「エリカはたくさんの噓うそをついたわ。〈全知の書〉の研究をしていたのを父ではなく夫と言ったり、噓うそと真実を織おり交まぜてね。なのに誰だれも疑うたがってはくれなかった。よほど信しん頼らいされていたんでしょうね。まさか、あのルビーウルフまで騙だませるなんて思っていなかったわ」


「ルビーちゃんもエリカのことが大好きだったんだよ。それに、彼女は育ての父親とか母親とか、そういうのに弱いところがあるから。騎き士しを育てたエリカに、母ぼ性せいを求めてたんじゃないかな」


「あなた、そんなこともわかるの？」


　ラークの言葉に、エリカは驚いたようだった。何せ、ラークがルビーウルフに会ったのは一度きりだ。しかし。


「俺おれ、頭は悪いけど女の子の気持ちを読むのだけは得意なんだよ」


　胸を張って言う。するとエミリエンヌが隣となりから鋭するどい目つきで睨にらんできた。


「噓おっしゃい。本当にそうなら、わたくしを怒おこらせてばっかりの言動はなんですの？　まさか、わざと？」


「うん。わざと」


　あっさり認みとめると、すかさず扇おうぎの一撃げきが飛んできた。甘あまんじて受け、大げさに痛いたがってみせる。


　そんなやり取りを見て、エリカは少しだけ笑った。声を立てて、初めて笑ってくれた。


「ごめんなさいね、あなたたちを巻まき込んでしまって。助けてあげたいけど、ご覧らんの有様だから何もできないわ。ミレリーナは帰してあげることができたけど、〈全知の書〉をなくしてしまったら私は……」


「いいんです、ご婦人。何も心配しないで。ミレリーナちゃんが帰ったんなら、計画は阻そ止しできたってことなんじゃ……」


「違ったのよ」


　ラークの言葉を遮さえぎり、エリカはかぶりを振った。


「たしかにミレリーナは帰したわ。でも、〈裁さばきの天てん秤びん〉はまだここにあるの。神具とその持ち主が集まれば神が復ふつ活かつすると言われているけれど、私たちはそれを少し間違って認にん識しきしていたみたいね。神具はその国の王家の者にしか扱えない。持ち運べない……つまり、神具を移い動どうさせるためだけの足なのよ。あなたたちも神具を持ったまま引きずり込まれてしまったんでしょう？　それなら、早くここから逃にげなさい」


　ラークとエミリエンヌは顔を見合わせた。たしかに神具を持ったまま来てしまったけれど……。


「神具は、ないんだ」


「消えてしまったのですわ」


　二人の言葉に、エリカは顔を上げる。真っ白な髪かみで隠かくれて表情は見えないが、菫すみれ色の瞳ひとみが大きく見開かれていた。


「まさか、奪うばわれたの？」


「そうじゃないんだ。本当に消えちゃったんだよ。〈栄光の宝ほう冠かん〉に突とつ然ぜん、花が咲さいてね」


「種みたいなものができたと思ったらわたくしたちの中に入り込んで、神具は灰はいになってしまったの」


　先ほど起きたことをラークとエミリエンヌが説明すると、エリカは啞あ然ぜんとしたまま黙だまり込んでしまった。エリカなら何か知っているかもしれないと思ったが、彼女にも神具が消えたことは信じられないようだ。


　これでは、無事に国に帰れてもラークとエミリエンヌには立場がない。心底困こまり果て、次の言葉が見つからなかった。


「ご安心を。神具は消えたのではなく、眠ねむりに入ったんですよ」


　突とつ然ぜん、背はい後ごから声がした。ラークとエミリエンヌは慌あわてて振り返る。


　そこには二人の男が立っていた。共に黒くろ髪かみで、紫し紺こんの瞳。一人は大きな鎌かまを持ち、もう一人はうっすらと白しろ銀がねに輝かがやく本を携たずさえている。


「おかげで私たちの本ほん懐かいは決して遂げられないのだと思い知らされましたが」


　困ったように笑いながら、本を抱かかえている男が言う。彼はエミリエンヌに目を向けた。


「花が咲いたとは、また粋いきですね。しかし花は再さい生せいするものですから、いずれ神具も種から甦よみがえるでしょう。もちろん、そんなものを待ってあげるつもりはありませんのであしからず」


　その言葉が終わるのと、ほぼ同時。


　ラークとエミリエンヌに向かって、鎌が振り上げられた。
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　谷沿ぞいに走っていたルビーウルフたちの前に、蔦つたに覆おおわれた岩がん壁ぺきが現れた。今度はその岩壁に沿い、狼おおかみたちが匂においを探さぐりながら進む。


　ティグルに手を引かれて走るヘリオトロープは、ウェスパを気にして何度も後ろを振り返っていた。


　ふいに狼たちが足を止めた。鼻を地面に擦こすり付けるようにして、慎しん重ちように匂いを探さぐる。時間が経たって薄うすれた匂いも、呼こ気きで空気を巻まき上げれば容易たやすく嗅かぎ取ることができるのだ。


　カーテンのように壁面を覆い隠している蔦の間に、ケーナが鼻先を差し込んだ。中に何かあるのかと、ルビーウルフは手で蔦を搔かき分ける。


　そこには亀き裂れつが走っていた。人がどうにか通れるほどの幅はばだが、ずいぶん深そうだ。


（いろんな匂いがあるわ。ミレリーナの騎士もここを通っている。ルビー、あなたも）


「あたしも？」


　ケーナに言われ、ルビーウルフは首を傾かしげた。こんな所に来たなんて、まったく記き憶おくにない。しかし、フロストも確たしかにルビーウルフの匂いを嗅ぎ取ったようだった。


「ここにロヴィンの匂いが残ってるって。──あたしの匂いも」


　ケーナの言葉をジェイドたちに伝える。すると彼らは何かを察したようだった。


「陛へい下かがいなくなった時に、きっとここに連れてこられたんですね」


　リオンが言うと、ジェイドは頷うなずいた。そして彼は何かを見つけたのか、岩壁を指でなぞる。そこには針はりで引っ搔かいたような印があった。まだ新しい。


「ロヴィン殿どのだな。この中に分ぶん岐きがあれば、同じ印をつけているかもしれない。フロストとケーナに匂いを追ってもらって、この印も確認していこう」


　ロヴィンがここに来たなら、ミレリーナもいるかもしれない。


　ジェイドと双ふた子ごはそれぞれ光る蝶ちようを呼び出し、明かりを作った。周囲を照らし、ジェイドはフロストと共に先せん頭とうを行く。最後尾を守るのはケーナとリオンだ。


　奥おくへと進むと、やはりいくつもの分かれ道があった。そして、そこには必ず入り口にあったものと同じ印が刻きざまれていた。匂いが近いのか、フロストの歩調に淀よどみはなく──急に、彼は足を止めた。頭を低く構かまえ、警けい戒かいの唸うなり声を上げる。


「そこに誰かいるのか？」


　フロストが目線を向けている岩場の陰かげに、ルビーウルフも何かの気配を感じた。隠れてはいるが、衣きぬ擦ずれの音も息いき遣づかいもまるで隠しきれていない。これなら狼たちやルビーウルフでなくても、そこに誰かが隠れていることくらいすぐにわかる。


　呼び掛けたものの、相手は隠れたまま出てこない。フロストが苛いら立だたしげに吠ほえると、甲かん高だかい泣き声が響き渡った。


　ルビーウルフはケーナを連れ、岩陰を覗き込む。


　そこにいたのは幼おさない少年だった。涙なみだまみれの怯おびえた目でルビーウルフを見上げている。大きな獣けものが怖こわくて隠かくれていたのだろう。ルビーウルフはフロストに威い嚇かくをやめるよう指し示じした。


　少年の顔にはヘリオトロープと同じ痣あざがある。つり橋で会った女に助けてほしいと頼たのまれた、彼女の息子むすこだとすぐにわかった。


「ルーナエだね。怖こわがらせて悪かった。もう吠ほえたりしないから、大だい丈じよう夫ぶだよ」


「僕ぼくのこと、知ってるの？」


　しゃくり上げ、ルーナエは不思議そうに訊たずねてきた。ルビーウルフに続いて歩み寄よってきたジェイドが、ルーナエの頭を撫なでながら言う。


「君の母上に頼まれて助けに来たんだ。俺たちと一いつ緒しよに行こう」


　母という言葉にルーナエは安心したのか、体の力をわずかに抜ぬいた。けれど、まだ狼たちが怖いらしく岩場にしがみついたまま動こうとしない。


　ルビーウルフはケーナに目配せをした。するとケーナはその場に伏ふせ、地面に顎あごをぺたりとつけた。そのままルーナエを見上げれば、金色の鋭するどい目も柔にゆう和わに見える。


　手本を示しめすようにルビーウルフがケーナを撫でると、ルーナエも恐おそる恐る手を出した。ベルベットに似にた手て触ざわりの耳に触れ、その感かん触しよくが気に入ったのか首周りの長い毛にも手を伸のばす。ルーナエが落ち着いてきたのを見計らってケーナが立ち上がり、頰ほおに流れる涙の跡あとを舐なめてやると、小さな男の子はくすぐったそうに笑った。


「お前、ここで何をしていた？　お前をここに連れて来た者たちはどこにいる？」


　ティグルの傍そばを離はなれないまま、ヘリオトロープが問う。自分と同じ痣を持つルーナエに、興きよう味みを持ちつつも警けい戒かいしているようだ。


「みんな、どこかに行っちゃった。本当は勝手に出歩いちゃだめって言われたんだけど、エリカが心配だから……」


「エリカもここにいるのか？」


　ルビーウルフが訊ねると、ルーナエはこくんと頷うなずいた。


「エリカがミレリーナを帰しちゃったから、イグニスが怒おこってどこかに連れて行っちゃったんだ」


　ルビーウルフとジェイドは互たがいに顔を見合わせた。


　エリカがミレリーナを帰した。それはきっと、彼女が使う移い転てんの術じゆつによるものだろう。ということは、ミレリーナはトライアンにいるはずだ。


　だが、エリカはどうしてそんなことをしたのか。理由はわからないが、イグニスと仲なか違たがいしたのならエリカの身が危あぶない。


　ルビーウルフはルーナエを抱かかえ上げ、ケーナの背せ中なかに乗せた。転げ落ちないよう、首輪をしっかり摑つかませる。


　これなら何かあった時にルーナエだけを外に連れ出せるし、何より幼おさないルーナエを連れての移動なら、このほうが速い。ルビーウルフもこのくらいの年とし頃ごろには、こうしてヴィアンカに遊んでもらっていた。


　先へと進みながら、ルーナエからいろいろなことを聞き出した。ミレリーナがルーナエの前から消えた時、変わった服を着た若わかい男も一緒だったらしい。その人の特とく徴ちようを細かく訊ね、ルビーウルフたちはそれがロヴィンだと判はん断だんした。


　そして、ルビーウルフたちをローラーティオーに引きずり込こもうとした光を操あやつっていたのは、どうやらこの少年らしいということも判はん明めいした。神の器うつわとなる者は強い精せい神しん力りよくを持っているから、他の者がやると衰すい弱じやくしてしまうような術も使うことができるらしい。それはヘリオトロープも同じだから、彼女がルーナエの言葉を肯こう定ていした。


　はじめは、いなくなった曾そう祖そ父ふに会えると言われてイグニスに従っていたが、だんだん怖くなって逆さからうことも逃にげ出すこともできなくなったという。母親が心配していたと伝えると、ルーナエは涙ぐんだ。


「大丈夫だ。お前の母なら、ウェスパが守ってくれている。我われの戦士はクレプスムルクになど負けぬぞ」


　ルーナエを励はげますつもりなのか、ヘリオトロープが胸むねを張はって言った。べそべそ泣いてばかりのルーナエは警戒に値あたいしないと悟さとってか、すっかりお姉さん風を吹ふかせている。


　その時だった。再ふたたびフロストが何かを嗅かぎ取ったのか、足を止める。だが、先ほどと違ちがって彼はすぐに駆かけ出した。


（争いの匂においだ！　牙きばを掲かかげてついて来い！）


　洞どう窟くつ内に響ひびき渡わたる大だい音おん声じようでフロストは吼ほえた。それに応おうじ、ルビーウルフは短たん剣けんを抜いて彼のあとを追う。ジェイドや双ふた子ごたちもルビーウルフの抜ばつ刀とうを見て、この先にある光景を察したようだった。


　フロストの先せん導どうに従って駆ける。しばらくすると、ルビーウルフにもはっきりとその気配がわかった。気が急せいて後続を置き去りにし、フロストに並ならぶ。


　天てん井じようや壁かべを這はうように流れてくる殺気は、なんとも言えず嫌いやな匂いだった。




　第８章　女め神がみに微笑ほほえみが戻もどる時







　轟ごう音おんが響いた。風と共に粉ふん塵じんが押おし寄よせてくる。その真っ只ただ中なかに、ルビーウルフはフロストに続いて飛び込んでいった。


　追い風が吹く。ジェイドが後方から術で風を起こし、粉塵を吹き飛ばしたのだ。視し界かいが確かく保ほされてすぐ、ルビーウルフは獲え物ものの背はい後ごに回り込む。相手は粉塵のためにルビーウルフとフロストがすぐ傍そばまで忍しのび寄ったことに気がついていない。


　ルビーウルフは刃やいばを翳かざし、フロストは牙を剝むいて獲物に飛び掛かかろうとした。だが、横合いから振り下ろされた一いつ閃せんを避よけ、あえなく後こう退たいする。


　ルビーウルフたちが狙ねらった獲物はイグニスだった。彼独どく特とくの、曖あい昧まいでちぐはぐな匂いは粉塵の中でも判はん別べつできたから。


　そしてもう一人、大きな鎌かまを持った男。フォルフィクラという名の、クレプスムルクの戦士だ。ルビーウルフとフロストを退しりぞかせた一閃は彼が振るった鎌によるものだった。


　粉塵が治まり、その場の全ぜん容ようが見えてきた。岩壁の一部が崩ほう落らくし、今もひび割れるような音を立てて大小の岩が転げ落ちてきている。


　その下でルビーウルフは見覚えのある顔を見つけた。褐かつ色しよくの肌はだに、瑪め瑙のうのような茶の濃のう淡たんを持つ髪かみ。孔く雀じやく石に似にた濃い緑の瞳は以前の軽けい薄はくさをなくし、痛いたみに耐たえるように細められている。


　サルヴロースの王子、ラークだ。彼が覆おおいかぶさるようにして庇かばっている若わかい女は気を失っているのか、倒たおれ伏ふしたまま動かない。ラークは上から降ふってくる土つち埃ぼこりや岩など気にも留とめず、女に向かってエミリーと呼びかけ続けていた。


「ラーク王子殿でん下かじゃないか。もうお一人はコロナードの姫ひめ君ぎみだな。たしか、末姫の名がエミリエンヌだ」


　追いついてきたジェイドがルビーウルフを庇うように立ち、構かまえながら言った。


「それなら、神具も一いつ緒しよか」


　ルビーウルフは苦々しくつぶやいた。ウェスパも言っていたが、やはり彼らの望みは成じよう就じゆに近いようだ。しかし、ミレリーナが帰ったのなら神具は一つ欠けているはず。


　ルビーウルフが思考を巡めぐらせていると、イグニスがわざとらしく目を見開いて驚きの表情を見せた。


「すごいですね、ルビーウルフさん。夢ゆめの誘ゆう惑わくを拒きよ絶ぜつできるなんて」


「こいつらにとっては、この現実も捨すてたものではないということなのだろう。俺おれたちと違ってな」


　イグニスの言葉を受け、フォルフィクラは憎にくらしそうな眼まな差ざしをルビーウルフたちに向けて言った。ルーナエの母が言っていたように、彼らは自分たちに課せられた宿命を呪のろっているようだ。


　フォルフィクラの持つ鎌は光の刃を飛ばすことができる。岩壁を砕くだいたのも、その力だろう。洞内が崩壊することも厭いとわないのは彼らが死を恐れていない証あかし。


　だからこそ厄やつ介かいだ。彼らは生き残るために必要な手加減を意識していないが、ルビーウルフたちはそういうわけにはいかない。おまけに、こちらは戦力が限られているうえに庇ひ護ごしなければいけない者が多い。ルーナエにヘリオトロープ、そしてコロナードの姫。ラークも彼女を庇って負ふ傷しようしたのか額ひたいから血を流している。攻こう撃げきから身を守ることができるサルヴロースの神具〈守しゆ護ごの盾たて〉も身に付けていないようだから、彼らを安全な場所に移い動どうさせることが第一だ。あの場所はいつ大きな岩が崩落するか、わからない。


　この場で戦えるのはルビーウルフとジェイド、そして双ふた子ごと狼おおかみたちだけだ。しかし、ケーナにはルーナエを守るよう指し示じしているし、ティグルはヘリオトロープの傍そばを離はなれられない。


　本当ならヘリオトロープとルーナエだけでも外へ逃にがしてやりたいが、イグニスの仲間が他にいないとも限らないのだ。


　そうなると、残るのはジェイド、ルビーウルフ、リオン、フロストということになる。相手が二人だからこちらが有利なように見えるが、そうとも言えないのが現状だった。


　経けい験けん不足の少年が一人と、獣けものが一頭。そして〈導みちびきの剣けん〉を持たないルビーウルフもどこまでやれるか。むしろジェイドにとっては、ルビーウルフも庇護の対象になっているはず。まともな戦力と呼べるのはジェイドだけだった。


　ならば、ジェイドを中心にして他の者は後こう援えんに徹てつする。それしかない。


　ジェイドも同じ考えのようだった。一歩前に出て、構える。その背せに隠かくれるようにしてルビーウルフはリオンに目配せをした。ラークたちを安全な場所へ誘ゆう導どうするのは彼に任まかせる。


「老ろう師しは……エリカ・ブルーノはどこだ？」


　ジェイドがイグニスに問う。イグニスはエリカが持っていたはずの〈全知の書〉を携たずさえていた。


　ルーナエの目の前でイグニスと仲なか違たがいしてから、エリカの行方ゆくえはわからない。イグニスがエリカをどこかに連れて行ったという、ルーナエの言葉以外に手掛かりがなかった。


　イグニスは相変わらずの微笑ほほえみを浮かべたまま、何も言わない。しかし、どこからか咳せき込こむ声が聞こえていた。何かを言おうとしているが、土つち埃ぼこりのせいで話すことができないようだ。


　耳を研とぎ澄すませてみると、ラークとエミリエンヌのすぐ近くに転がっている巨きよ岩がんの下から声は聞こえていた。巨岩の下にはわずかな亀き裂れつが見える。どうやら、地面にできた狭せまい岩場の間に閉とじ込められているようだ。その狭さが幸いして降ふってきた岩に押おし潰つぶされずに済すんだらしい。


「老師、そこにいるのですか!?」


　ジェイドが声を張り上げる。すると、固いもので岩を叩たたくような音がした。エリカが杖つえで肯こう定ていの意を示しめしているのだと、ルビーウルフもジェイドもすぐにわかった。それに、杖で壁へき面めんを叩たたけるのなら、まったく身動きがとれないような状じよう況きようではないということ。それが知れただけでも気持ちは楽になった。


　しばし睨にらみ合い、先に動いたのはフォルフィクラだった。鎌かまを振り上げ、ジェイドに斬きりかかる。それをジェイドは避よけ、リオンはすぐさまラークのもとへ駆かけた。ルビーウルフとフロストも飛び退すさり、イグニスと対たい峙じする。


　ジェイドはサーベルを抜ぬかない。フォルフィクラの鎌にはローラーティオー独どく自じの術じゆつがかけられていて、普ふ通つうの鋼はがねでは太た刀ち打うちできないような力を持っている。刃を合わせたとたんに光こう刃じんを撃うち出されたら、避けるすべがないのだ。


　そして、その光刃はいつ放たれるかわからない。ローラーティオーの者はあらかじめ術を施ほどこした武ぶ器きや道具を介かいし、力を使うのだ。よって彼らには呪じゆ文もんを唱となえるという時間の損そん失しつがない。


　対し、ジェイドは呪文を唱えなければ攻撃も防ぼう御ぎよもできず、力を発する瞬しゆん間かんは相手に丸わかりだ。広範はん囲いに影えい響きようを及およぼすような術でなければ容よう易いに避けられてしまう可か能のう性せいが高いが、身を守ることも逃げることもできない者たちが多い中でそんな術は使えない。


　唯ゆい一いつのまともな戦力とはいえ、彼もまた守るべき者を多く抱えたために自由に動くことができないのだ。


　ジェイドがフォルフィクラの気を引いている間に、リオンはラークの元へ辿たどり着いた。ラークの怪け我がは見た目ほど酷ひどくないのか、彼は目元に滴したたる血を拭ぬぐってエミリエンヌを抱え上げる。


　リオンはイグニスとフォルフィクラを警けい戒かいしつつ、ラークを安全な場所まで誘導しようとした。ティグルとケーナがルーナエやヘリオトロープを守って身を潜ひそめている岩場の陰かげへ行けば、少なくとも上から降ってくる岩の破は片へんから逃のがれることができる。──しかし。


　一気に駆け抜けようとしたリオンとラークの前を、光刃が横切っていった。光刃はそのまま岩がん壁ぺきまで到とう達たつし、破は砕さい音おんを響かせて粉ふん塵じんと岩の破は片へんを降ふらせる。


「リオン！」


　身を潜ひそめていたティグルが叫さけんだ。今にも駆け寄りそうになるが、今の彼は二人の幼おさない子こ供どもを守る要かなめだ。その場を離れられない。唇くちびるを嚙かみ締しめ、ぐっと堪こらえている。


　粉塵の中から咳き込む声が聞こえた。リオンもラークも無事なようだ。だが、リオンは顔をしかめている。ラークと共にエミリエンヌを庇い、降ってきた岩で体を打ってしまったのだろうか。


　今のは、ジェイドへの攻撃が逸それてリオンたちのもとへ向かったのではない。明らかに彼らを狙ねらっていた。ティグルの叫びや、リオンたちへの攻撃を許ゆるしてしまったジェイドの表情を見て、フォルフィクラはいかにも愉ゆ快かいげに笑っていたから。


　フォルフィクラが鎌を振り上げると、ジェイドは迷まよいを見せる。光刃が来ると読んで防御の呪文を唱えるか、それともただの一いつ閃せんと見て相手の懐ふところに飛び込み、周囲を巻き込まないよう至し近きん距きよ離りから攻撃の術を放つか。


　読み間違えれば防御できないまま光刃を受けることになるか、または先ほどのように、狙いがジェイドから逸れて別の者に危き険けんが及およんでしまう。フォルフィクラはジェイドに命いのち懸がけの二択たくを迫せまり、遊んでいるのだ。


　そんな中、ルビーウルフは静かにイグニスと相対していた。フロストはすぐにでも飛び掛かかれるよう姿し勢せいを低くして構かまえているが、イグニスはまったく無む防ぼう備びな様子でぼんやり立っているだけだった。口元に、いつもの薄うすら笑いを浮うかべたままで。


「どうしてラークたちを殺そうとした？　神国の者がいなければ、お前たちの望みは叶かなわないんじゃないのか？」


「神具さえ集まってしまえば、持ち主なんてもう必要ないんですよ。それに、神具は眠ねむりの時期に入ってしまいましたから。少々予定を変へん更こうしようと思いまして。神が甦よみがえる絶ぜつ望ぼうの瞬間に神国の王族を立ち合わせようと今まで生かしていましたが、底意地の悪い神に一いつ矢し報むくいる意味であなたたちには死んでもらいます。特に、グラディウス唯ゆい一いつの柱であるルビーウルフさんにはね」


　彼が何を言っているのか、ルビーウルフにはわからなかった。神具が眠りの時期に入ったとは、どういうことなのか。


　しかし、問いを重ねることはできなかった。イグニスの薄ら笑いが、一瞬だけ深みを増ます。


　何か仕掛けてくる。そう察したフロストが先せん制せい攻こう撃げきに出た。正面から喉のど元もとに食らいつこうと一気に間合いを詰つめる。


　だが、牙きばを立てる直前にフロストは横へ跳とんだ。彼がいた場所を、細い糸のようなものが穿うがつ。その糸はイグニスの手から離れると、脆もろく解ほぐれて地面を濡ぬらした。──水だ。


「やっぱり、私だと上う手まく使えませんね」


　右手の上で広げた〈全知の書〉を見つめ、イグニスはつまらなそうに溜ため息を零こぼした。けれど、どこか楽しそうでもある。ほのかな銀色の輝かがやきを放つ〈全知の書〉を掲かかげ持つその様は、まるで聖せい堂どうで祈いのりを捧ささげる聖せい者じやのようだ。


　そういえば、彼は祭司だったのをルビーウルフは思い出した。


「神を祀まつる司つかさが神を呪のろう、か。ここまで大たい層そうなことをしてしまうなんて、ずいぶん真ま面じ目めに神を信じたんだな」


　ルビーウルフが皮肉を込めて言うと、イグニスは意外にも肯こう定ていするように頷うなずいてみせた。


「ええ、私もはじめは祭司となったことを誇ほこらしく思っていました。そして毎日、祈いのったのです。けれど私の肉親や友人たちは死んでいきました。〈全知の書〉を守るために捜さがしに出た者たちを、神は容よう赦しやなく殺したんです」


　いくら信じても、祈っても、その想おもいが汲くみ取られることはない。大切なものばかりが手の中に掬すくい上げた水のように、じわじわと指の隙すき間まから零れ落ちてしまう。
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　彼は神を崇すう拝はいしていた。だからこそ祈った。そして、裏切られ続けたのだ。


　大切な誰かを失う苦しみはルビーウルフも知っている。敵かたき討うちもした。だから恨うらみを捨すてろなんて偉えらそうなことは言えない。


　だが、イグニスたちのやり方には納なつ得とくがいかなかった。憎にくしみの対象以外に牙きばを剝むくだけでなく、身内であるルーナエを利用し、ルーナエの母をはじめクレプスムルクの者たちをつり橋の向こうに閉じ込めた。


　恨むことをやめられる人間なんて、そう多くない。誰も彼もが博はく愛あいの心を持てるのなら聖せい職しよく者しやなんていらない。


　けれど、憎しみの火種を燻くすぶらせていても、その恨みより強い想いで別の誰かを愛することを第一に考えたなら、新たな悲しみを生まずに済すむかもしれない。そして、それは誰にでもできることだ。


　しかしイグニスはそれをしなかった。幼おさないルーナエを慈いつくしむことをしなかった。


　イグニスにとって、そんなことなど考えられないほどの苦しみがあったからこそ、こうなってしまったということなのだろう。ルビーウルフはジェイドや狼おおかみたちがいたから乗り越こえられたのだ。救ってくれる者がいなければ、ルビーウルフもイグニスたちのようになっていたかもしれない。だから──


「あたしはお前を責せめたりしない。その代わり、全力で相手をするよ。自分が死ぬのも嫌いやだし、仲間を殺されるのはもっと嫌だ。あたしは、もう失いたくない。あたしの……あたしたちの牙きばは守るためだけにあるんだ」


　すべては生きるために。


　獣けものの爪そう牙がはそのためにある。狼の牙も、牡お鹿じかの角も、蛇へびの毒や鷲わしの爪だって守るためにあるのだ。それは自じ衛えいだったり、子を育はぐくむための獲え物ものを捕とらえる武ぶ器きとして使うもの。決して自分自身や関係のない者まで傷きずつけることに使ってはいけない。


　だからイグニスは全力で自分の命を守ればいい。ルビーウルフもそうする。それが生きることだから。たとえ卑ひ怯きようと言われるような手を使っても、生きたいものは生きたいのだから。


　どちらが相手の獲物となるか。それは互たがいの力量次し第だいだ。ただし、死ぬために戦おうとしているイグニスになど負けるつもりはないが。


　ルビーウルフは駆かけた。その足を薙なぐように水の糸がしなる。右に左に跳とんで避よけつつ間合いを詰め、短たん剣けんを振ふるった。ルビーウルフが正面から飛び込むと、フロストは背はい後ごから回り込む。──しかし。


　水の糸はまるで意思があるかのように舞まい踊おどった。イグニスが左手を頭上に掲げると、螺ら旋せん状じように渦うず巻まいて彼を取り囲む。水の糸が撫なでた地面には深い溝みぞができ、岩が弾はじけた。


　否いや応おうなく、ルビーウルフとフロストは飛び退すさった。とたん、水の糸は力を失って、ぱしゃりと打ち水のように地面を濡ぬらす。


　どうやら、あの術は力を持続させることが困こん難なんらしい。ならば、次に水の糸が現れるまでの一瞬を狙う。


　わずかでも隙を見せたほうの負けだ。イグニスに水の糸という力があるように、ルビーウルフにはフロストがいる。楽な戦いではないが、決して勝機がないわけでもない。


　しかし、それはあくまで自分たちの勝負に集中できる場合だ。ルビーウルフには、ジェイドと争っているフォルフィクラの光こう刃じんが飛んでくるかもしれないという懸け念ねんがある。


　ジェイドはフォルフィクラの隙を窺うかがい、何度か術じゆつを放っていた。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼よばれしものは鳴なる神かみの粛しゆく清せい！」


　落らく雷らいがフォルフィクラの頭上に降ふりかかる。しかし、以前にもジェイドや双子が術を使うのを見ていたフォルフィクラはあっさりとそれを避よけてしまう。


　そして、それは起こった。鎌が振り上げられたのを見たジェイドが間合いを取った瞬間、フォルフィクラはルビーウルフに目を向けたのだ。


　光刃をルビーウルフに飛ばす気だ。誰だれもがそう思った。ジェイドは迷まよわずルビーウルフの前に立ち塞ふさがろうと駆かけ、防ぼう御ぎよの呪じゆ文もんを唱える。──しかし。


　フォルフィクラは口元を歪ゆがめて笑った。彼はルビーウルフに目を向けたまま、あらぬ方向へ撫なで斬ぎりするように鎌を振る。撃ち出された光刃が飛んでいった先には──ティグルたちがいる。


　光刃は彼らが身を隠かくしている岩場を容易たやすく打ち砕くだいた。破は砕さいされた岩の破は片へんが弾け飛び、粉ふん塵じんが舞う。


「ティグル！　ケーナ！」


　たまらずルビーウルフは叫んだ。すると、その声に応おうじるように粉塵から影かげが駆け出してくる。ルーナエを背に乗せたケーナだ。ルーナエを振り落とすことなく、軽やかに安全な場所まで移い動どうする。


　その間にジェイドが術で突風を起こし、粉塵を吹き散らす。


　そこには、ヘリオトロープを抱きかかえるようにして守っているティグルの姿すがたがあった。彼らの周囲にだけ岩の破片が落ちていないから、とっさに防御の術を使ったのだろう。


　無事だとわかって安あん堵どしたのも束つかの間、フォルフィクラはティグルたちのもとへ大きく跳ちよう躍やくした。ジェイドとルビーウルフは援えん護ごに駆け寄ろうとしたが、イグニスの操あやつる水の糸に阻はばまれて足止めを食らう。


　ティグルはヘリオトロープを背に庇かばい、構えた。果か敢かんにもサーベルを抜いたが、それではだめだ。ただの鋼はがねなど光刃に打ち砕かれてしまう。


　フォルフィクラは余よ裕ゆうの表情で鎌を振り上げ──ティグルはその場に片かた膝ひざをついた。そしてヘリオトロープがティグルの肩かた越ごしに、フォルフィクラに向かって手を翳かざす。とたん、洞どう内ないを揺ゆるがすような高音が響ひびき渡った。ヘリオトロープの衣服に縫ぬい付けられた白銀の飾かざりが互たがいに擦こすれ合い、鼓こ膜まくを刺さすような音を出しているのだ。


　音など防ふせぎようもないが、ルビーウルフはたまらず耳を塞ふさいだ。岩壁や天てん井じように反響し、平へい衡こう感覚さえ失ってしまいそうになる。ジェイドや、イグニスまでもこれは応こたえたようだ。耳を塞いで顔をしかめ、動くことができないでいる。


　だが、その音を最も強く受けているのはヘリオトロープとティグルのようだった。共に脂あぶら汗あせを垂たらし、それでもフォルフィクラに音の波をぶつけている。


　フォルフィクラも鎌を振り上げたまま、身動きが取れないでいる。その体がぐらりと揺れた。


　だが、そこまでだった。ヘリオトロープが限界に達したのか、音が止やんだとたんに彼女はその場にへたり込こむ。


　悪あがきをした子供たちをフォルフィクラは鋭するどく睥へい睨げいした。そして、鎌を大きく振りかぶる。


　その瞬間、ティグルが動いた。立ち上がる勢いきおいに乗ってフォルフィクラの脇わきをすり抜け、彼の足を掬すくい上げるように斬きりつける。


　腱けんを断たち切られたフォルフィクラは苦く鳴めいを漏もらし、仰あお向むけに倒たおれた。そして、今まさに撃ち出そうとしていた光刃が天てん井じように飛んでいく。そこに連なっているのは、鍾しよう乳にゆう石せきの群むれ。


　光刃に破砕された岩が槍やりのように降ってくる。ティグルはすぐさまヘリオトロープを抱えてその場を離はなれた。だが、フォルフィクラは動くことができない。──その胸むねを、降り注いだ鋭えい鋒ほうが貫つらぬいた。さらに上から崩ほう落らくした岩が重なり落ちて、完全に彼の姿は見えなくなる。


　ティグルは離れた場所で膝をつき、その光景を見せないようヘリオトロープの頭を抱だきかかえて胸に押し付けていた。ヘリオトロープはティグルにしがみついたまま肩かたを震ふるわせている。その口元から漏れるのは、弱々しい笑い声だ。


「やったぞ、アピス。見ていたか？」


　笑っているのは震ふるえをごまかすためだ。ティグルと策さくを練って動きを封ふうじるまでは二人の思惑おもわく通りだったのだろうが、天井が崩れたことは計算外だったはず。


　それでも、ヘリオトロープはアピスに深い傷きずを負わせたフォルフィクラに報復した。彼女の目を通して見ていたであろうアピスに、勝利を捧ささげたのだ。


　仲間であるフォルフィクラの死に、イグニスは溜ため息一つ零こぼしただけだった。それよりも、まだ耳にこびりついている残ざん響きようのほうが気になるのか、軽く頭を振ふっている。いくら死を覚かく悟ごしていたとしても、あまりに淡たん白ぱくな反はん応のうだ。


　けれど、これでルビーウルフは背はい後ごを気にすることなくイグニスと対たい峙じすることができる。ジェイドもそのままルビーウルフとフロストに加か勢せいした。


「あの糸、どうにかならないかな。まだ聞きたいことが残ってるから、できれば生かしたまま捕つかまえたいんだけど」


　ルビーウルフはイグニスを見み据すえたままでジェイドに囁ささやく。


　イグニスは自分で言っていたように、闘たたかい慣なれてはいない。慣れていないふりをしている可か能のう性せいもあるが、仕草や目線の動かし方を見れば一目瞭りよう然ぜんだった。


　だから、あの水の糸さえどうにかすれば容易く捕らえることができるはず。もしくは〈全知の書〉を奪うばうことだ。イグニスの力は〈全知の書〉によって与あたえられている。


「やってみよう。あれが元はただの水なら、なんとかなるかもしれない」


　ジェイドは力強く頷いた。ルビーウルフとフロストは彼の傍そばに控ひかえ、機を窺うかがう。


　風を切る鋭い音がした。その瞬間を狙い、ジェイドも術じゆつを放つ。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは氷結の驟しゆう雨う！」


　鋭い氷の刃やいばがイグニスに降り注いだ。糸はそれを叩たたき落とそうと唸うなる。


　だが、氷の刃は打ち砕くだかれると同時にその冷気で水の糸を凍こおりつかせた。砕くだけ散った氷の刃と糸は細氷のようにきらめいて宙ちゆうに舞まう。


　ルビーウルフとフロストはジェイドが術を放つのと同時に駆かけ出していた。イグニスが次に水の糸を生み出す隙を与えない。


　短たん剣けんを翻ひるがえし、ルビーウルフは〈全知の書〉を持つイグニスの腕うでに刃を突き立てた。だが、もがくように繰くり出されたイグニスの蹴けりを避けてすぐさま飛び退のく。短剣はイグニスの腕に深々と突き立ったままだ。


　得物を手放してしまったルビーウルフに、イグニスは手を翳す。ジェイドはルビーウルフを背に庇って防ぼう御ぎよの呪じゆ文もんを唱えた。──その時。


　白い影かげがイグニスの横手から跳ちよう躍やくした。フロストだ。彼はイグニスが持つ〈全知の書〉を銜くわえ、鮮あざやかにその手から搔かっ攫さらった。


　神具はそれぞれの王家の者にしか持つことができないけれど、〈全知の書〉だけは違う。フロストは野うさぎでも捕まえたかのように〈全知の書〉を銜えたまま、イグニスから遠く距きよ離りを取った。


　イグニスはじりじりと後こう退たいしつつ、腕から短剣を引き抜いた。背が岩壁にぶつかり、もう下がることはできない。腕から滴したたる血が、足元に溜たまっていく。


　彼にはもう抵てい抗こうするすべはないはずだ。短剣は握っているが、右腕を負ふ傷しようした状じよう態たいでまともに扱あつかえるとも思えない。


　だが、イグニスは短剣を掲かかげた。ルビーウルフとジェイドは身構え、彼の動きに注意する。


「やっぱり、私にはこういう争いごとは向いてないみたいですね」


　血に染そまった腕と短剣に視線を落とし、イグニスはつぶやく。この時になっても、まだ口元には笑みを浮かべたままで。


「そうだよ。だから、もうこれで終わりだ」


「終わってなんかいませんよ」


　ルビーウルフの言葉に、間かん髪はつ入れず彼は切り返す。感情の読めない曖あい昧まいな微笑ほほえみは、今はどこか自信に満ちているような──してやったりと言わんばかりの意が含ふくまれているようにルビーウルフは感じた。


「私もフォルフィクラも、こうなる可か能のう性せいは考えていましたから。外にいる仲間には、すでに次じ善ぜんの手を打つよう伝えています」


「外にいる仲間って、棍こん棒ぼう使いの戦士か？　それとも他にも仲間がいるのか？」


「知りたいですか？」


　イグニスの声は弾はずんでいた。問うたルビーウルフでさえ、次の言葉に困こまってしまうほど明るかった。


　相手が何を考えているのかわからず、ルビーウルフは顎あごを引いた。それをイグニスは肯こう定ていと受け取ったようだ。楽しそうに頷うなずきを返す。


「じゃあ、私からあなたに。ちょっとした意地悪を」


　そう言って、イグニスは短剣を右手に持ち、自身の首くび筋すじに当てる。そして鍔つばに左手を添そえ──一気に喉のどを切り裂さいた。


　止める間もなかった。その瞬間まで、彼は笑っていたから。


　ルビーウルフとジェイドは慌あわててイグニスに駆け寄る。だが、血溜まりの中に倒たおれ伏ふした彼はすでに息がなかった。なのに、血の気の失せた青い唇くちびるはいまだに笑みの形を留とどめたままだった。まるでルビーウルフたちを嘲あざ笑わらっているかのように。


　ルビーウルフは短剣を拾い上げ、血を振り払って鞘さやに納おさめた。もう何も語ることのないイグニスの傍そばを離れ、ジェイドと共にリオンのもとへ向かう。


「リオン、大だい丈じよう夫ぶか？　どこか痛いたむか？」


「平気です。ちょっと背中を強く打っただけなんで。たぶん、青あお痣あざになってると思うんですけど……」


　ジェイドの問いに、リオンは顔をしかめつつもしっかり受け答えをした。ヘリオトロープを連れて駆け寄ってきたティグルにも軽く手を振る。どうやら大丈夫なようだ。


「ラークは？」


　ルビーウルフは彼の傷きずの具合を窺った。傷そのものは浅いようだから、血も傷口を押おさえておけばすぐ止まるだろう。しかし彼はそんなことなど気にしていない様子で、抱だきかかえている若わかい女のことを心配していた。


「どうしよう、ルビーちゃん。エミリーが……」


　いつもあっけらかんとしていたラークが、この時ばかりは動どう揺ようを隠かくせないようだった。ラークにエミリーと呼ばれている娘の首筋に手を当て、ルビーウルフは脈を取る。


　脈は正せい常じようだった。体温の低下も見られない。その他、外傷もなく呼こ吸きゆうも規き則そく正しい。つまり──


「これは単に気き絶ぜつしてるだけだね。まぁ、怖こわい思いしたんなら仕方ないか。無理に起こす必要はないよ。こんな光景、姫ひめさんに見せたくないだろ」


　争いの傷きず跡あとが残る洞どう内ないと、そこに横たわる血ち塗まみれの男。あまり気分のいい眺ながめではない。


　それでもルビーウルフの言葉に安心したのか、ラークは肩かたから力を抜ぬき、微かすかながら笑みを取り戻す。


「そうだ、老ろう師し！」


　ジェイドが思い出したように声を上げた。大きな岩に出口を塞ふさがれた亀き裂れつの傍に立ち、岩をどかそうとする。それを止めたのはラークだった。


「待て。今どかしちゃだめだ。彼女はそれを望んでない」


「どういうことですか？」


　エリカを早く助け出したいジェイドは訝いぶかしそうに眉まゆ根ねを寄よせる。するとラークはフロストに手て招まねきをした。フロストは一度ルビーウルフに目線を寄よ越こして行ってもいいのかと確かく認にんしてから、ラークに歩み寄る。


「これ、借りるよ」


　フロストから〈全知の書〉を受け取ったラークはそれをジェイドに投げ渡し、指示を出す。


「そのくらいの大きさなら、隙すき間まを通るだろ。それを中に投げ入れるんだ」


「これが何だかわかっているのですか？」


「〈全知の書〉だろ。話は、その岩の下にいる人から全部聞いて知ってたからな。いいから、言う通りにしろよ」


　相変わらず、男相手では態たい度どがころりと変わる。ジェイドは仕方なく、言われるままに〈全知の書〉をわずかな隙間から投げ入れた。


　しばしの間があった。何の反はん応のうもないことにジェイドが焦しよう燥そうの表情を浮うかべる。


　その時だった。杖つえで岩いわ壁かべを叩たたく音がして、聞き覚えのある声が地の底から響ひびいてきた。


「どいていなさい。危あぶないわよ」


　その言葉に従したがってジェイドが数歩退しりぞく。とたん、穴あなを塞いでいた岩が塵ちりのように砕けた。


　ジェイドとルビーウルフは身を乗り出すようにして中を覗のぞき込んだ。そこにいたのは──


「ジェイド、降りてきて私を担かつぎ上げてちょうだい。一人だとちょっと大変そうなのよ」


　白い髪かみは埃ほこりにまみれ、艶つややかな肌はだは土に汚よごれている。けれど、相変わらずの若わか々わかしい艶あで姿すがたは無む駄だに自信たっぷりだ。そう、これが本来の彼女の姿。


　女め神がみが、ようやく帰ってきた。





　　　　†




　神具は眠ねむりの時期に入った。


　イグニスの言葉の意味を、ルビーウルフたちは後になって知った。


　神具が消えた。その時の様子を見ていたラークやルーナエに聞き、まさかとは思ったが信じざるを得なかった。


　ラークによると、いずれ再さい生せいするだろうとイグニスは言っていたという。


　この場に残った神具は〈全知の書〉だけだ。しかし、その〈全知の書〉にも異い変へんは起こっていた。


「ずいぶん力が弱まっているわ。こうして体に取り込んでも、以前の半分も力が使えないの」


　その異変を、エリカは肌はだで感じているようだった。


　そして、ルビーウルフの前に現あらわれて消えた光る種。あれは〈栄光の宝ほう冠かん〉から零こぼれ落ちたものだという。ラークとエミリエンヌにも、ルビーウルフと同じように種が溶とけるように入り込んでしまったらしい。種は全部で四つあったが、もう一つはどこへ行ったのか。考えられるのは──


「トライアンじゃないかしら。ルビーのもとへ種が飛んでいったようにね。一番近くにいる王家の者に種が宿るとか、そんなところかしらね。その種から神具が再生するのなら、いつ再生するのか──推すい測そくだけど、国に戻れば再生するんじゃないかしら。〈全知の書〉が弱っているのが神具の眠りのせいなら、力はすべて失われるはずよ。なのに、わずかながら力は残っているわ。それはつまり、たった一つだけすでに再生した神具があるから……だと思うわ。私個こ人じんの意見で、確かく証しようはないけれど」


〈全知の書〉の力はエリカが一番よくわかっている。その力の残り具合を見るためにいくつかの術じゆつを使ってみて、元の半分の、さらに半分ほどしか力が使えないことを確かめてエリカは自身の考えを述のべた。


　神具が消えて種が残り、それが復ふつ活かつを防ふせぐための眠りだというなら、神具を集めることなどできないのだ。ただ、神具が集つどうことで何かが起こるのは間ま違ちがいない。


　そうでなければ、神はこんな仕し掛かけはしなかっただろう。そしてこうなることを誰だれも知らなかったのは、きっとここまで神を追い詰つめたのはイグニスたちが初めてだから。


　あの種がトライアンに現れて神具が再生されたなら、きっとミレリーナは驚おどろいていることだろう。何が起こっているのかまったくわからないのだから、混こん乱らんが目に見えるようだ。


　そういう意味でも、早く戻もどらなくてはいけない。混乱を放置しておいて、いいことなんて何もないのだから。


　そしてエリカは今までの経緯いきさつのすべてを話してくれた。彼女の母がローラーティオーの者だったことも、夫の死を受け入れられずにいたことで、イグニスに付け入られてしまったことも。


　許ゆるしてくれなくてもいい、とエリカは言った。それだけのことをしたのだから、と。


　けれどジェイドは彼女を責せめたりしなかった。


「誰にだって、触ふれられたくない過か去こや古傷はありますよ」


「だけど、私はあなたたちが死んでもいいと思ってやったのよ」


「俺おれだって同じ状じよう況きようになればそうします。何百もの人の命が掛かっていると言われても、たった一人の大切な人のためなら秤はかりの傾かたむきを力ずくで修しゆう正せいしますよ」


　普ふ通つうに考えたら、多くの人を犠ぎ牲せいにしないよう誰もが努つとめなくてはいけない。けれど、その秤の片かた側がわに載のせられたものが何より大切な人だったら、それより重いものなんてこの世にありはしない。人の心に常じよう識しきなんて通用しないのだから。


　だからルビーウルフもエリカに変わらず接せつした。だって彼女はルビーウルフたちが死んでもいいと言いながら、何度も救ってくれていたのだから。決してないがしろにされていたわけではない。


　夫と同じようにジェイドやルビーウルフたちのことを思ってくれていたからこそ、彼女は悩なやみ苦しんだのだ。


「あなたたち、本当に馬ば鹿かね」


　エリカは呆あきれたようにつぶやいた。


　こういう時は、本当なら口きち汚ぎたなく罵ののしられたほうが楽なのかもしれない。けれどルビーウルフたちはエリカを最後まで信じた。そして許した。たしかに馬鹿で愚おろかかもしれないが、やはり人の心に常識なんて通用しないのだ。


「褒ほめ言葉として受け取っておくよ」


　ルビーウルフの返答に、エリカは泣き笑いのような曖あい昧まいな表情を浮うかべたのだった。


　それからルビーウルフたちはその場を後にし、ウェスパのもとへ向かった。だが、その道中に彼のほうから迎むかえにきてくれた。ルーナエの母も一いつ緒しよに。


　ウェスパは棍こん棒ぼう使いの戦士との戦いを制せいしたのだ。しかし、勝敗が決まった瞬間に棍棒使いの戦士は谷底へ身を投げたらしい。イグニスと同じだ。これで、彼らに他の仲間がいるのかどうかを問い質ただすことはできなくなってしまった。


　けれど、橋を封ふうじていた力は消えた。それでルーナエの母も渡わたることができたのだ。


　母に抱だきしめられたルーナエはしゃくりあげて泣いた。寂さびしかったのと、怖こわかったのと、そして何よりルーナエと会った瞬間に彼の母が泣いたから。


　ルーナエが会いたがっていた曾そう祖そ父ふは、イグニスたちの手に掛かってすでに死んでいるとエリカは言った。だが、それはまだルーナエに伝えなくてもいいだろう。これから成長していく過か程ていで、徐じよ々じよに知っていけばいい。




[image: ]


　ルーナエの母はルビーウルフたちをクレプスムルクの集落へ案内してくれた。


　出迎えた集落の人々はイグニスたちが引き起こしてしまったことをヘリオトロープやウェスパに詫わびたが、ヘリオトロープはばつが悪い様子でもじもじとしていた。そこへルーナエがやってきてヘリオトロープの手を引っ張り、お姉ちゃんお便所行きたいの？　と言ったものだから、見守っていたルビーウルフは失笑してしまった。すると周囲にいた者たちも可お笑かしさを堪こらえきれず、くすくすと笑い出す。エリカも、ウェスパまで。


　クレプスムルクもアウローラも関係なく笑いあうことができたわけだが、たまらないのはヘリオトロープだ。顔を真っ赤にして違う違うと喚わめき散らす。唯ゆい一いつ彼女を気遣ったのはティグルだが、彼はその真ま面じ目めさゆえに真しん剣けんな顔でこう言った。


「我が慢まんは体に良くないから、行ってきたほうがいいよ？」


　直後、平手打ちの乾かわいた音が響ひびいたことは言うまでもない。


　クレプスムルクの人々はイグニスたちの仲間についてほとんど知らなかった。他にも何人かが外へ行ったそうだが、生きているのかどうかもわからないそうだ。エリカも余よ計けいなことは知らされていなかったらしい。


　これが、イグニスのちょっとした意地悪なのだ。ルビーウルフたちはこれから、彼らの仲間が待ち構かまえている外の世界に帰らなくてはいけない。たったそれだけを知らされて、あとはもう何の情じよう報ほうも得られないのだから気持ちが悪くて仕方ない。


　だが、これについてはラークの見聞きしたものが大いに役立った。


　ラークとエミリエンヌは〈全知の書〉が見つかったという報しらせを受けてグラディウスに向かう途と中ちゆうだったという。だが、そんなことはあり得ない。ジェイドが宰さい相しように頼たのんだ書しよ簡かんの内ない容ようは、ただ〈導きの剣〉が消えたという報せだけ。注意を喚かん起きするために使いを出したのだ。それに、その時にはまだ〈全知の書〉が絡からんでいるなんて知らなかった。


　だからその報せは偽にせ物ものだ。書簡も、おそらく使いの者も。本物の使者がどうなったかは……あまり考えたくない。


　イグニスは残った仲間に次じ善ぜんの手を打つよう伝えたと言っていた。ということは、彼らはまだ何かをやるつもりなのだ。


　神に手が届とどかないと知った彼らが次に手を伸のばすとしたら、それは間違いなく神国だろう。止めなくてはいけない。


　すぐにでも戻ることを考えたが、エリカの移い転てんの術じゆつに頼たよることはできない。〈全知の書〉の力が弱まっているから、まともに発動するかどうか彼女にもわからないそうだ。


　ならば、ルーナエ。ルビーウルフたちを引きずり込もうとした術を逆ぎやくの用よう途とで使えば、トライアンへ行くことができる。ミレリーナが目印を持っているはずなのだから──と思ったものの、その目印は、今はエリカが持っていた。


　他に目印を持っているのはグラディウスの使者に化けたイグニスの仲間だろうが、もしその目印が海にでも捨てられていたら……。


　そうなると、定められた扉とびらから出て長旅をしなければいけない。考えただけで溜ため息が出たが、それしか方法がないのだから仕方ないことだった。


　クレプスムルクの人々に案内してもらい、ルビーウルフたちは出口の門までやってきた。絶ぜつ壁ぺきの上から海の渦うずに飛び降おりるのは入り口と変わらない。海の向こうは霧きりに霞かすんで何も見えないが、崖がけはそれほど高さがないので渦はしっかりと目もく視しできた。


　ただ、切り立った奇き岩がんが突つき出しているので注意しなければいけない。足を滑すべらせたら、大怪け我がをしてしまいそうだ。


「やめて！　放はなしなさい！　どうしてわたくしがあなたなんかと心しん中じゆうしなくちゃいけないんですの！」


「違うってばエミリー！　痛いたい痛い引っ搔かいたら痛い！」


　目を覚ましたエミリエンヌはラークに抱かかえられ、泣き叫さけんでいた。いきなりこんな状況を理り解かいできるわけもなく、不ふ憫びんに思ったけれど誰も助ける者はいない。


「ラーク、その人うるさいから早く行っちゃって」


　ルビーウルフが追い払はらうように手を振ふると、ラークはあとでね、と言い残して渦に飛び込んだ。その時のエミリエンヌの絶ぜつ叫きようは、聞いた者にひどい罪ざい悪あく感を与あたえるほど悲ひ愴そうなものだった。さすがにルビーウルフもあとで謝あやまろうと胸むねに誓ちかう。


「エリカは、本当にいいの？」


　ラークとエミリエンヌを苦笑で見送ったエリカに、ルビーウルフは改めて聞いた。


　エリカはここに残るという。彼女の母と夫が生まれ育った島だから。


「いいのよ。私はもう戻れないわ。あなたたちが許してくれても、そんな人ばかりじゃないことくらいわかっているもの。それに──この子と一緒にいたいわ」


　そう言ってエリカはルーナエの頭を撫なでた。


　ルーナエの曾そう祖そ父ふはエリカの夫の兄だ。そのせいか、彼女はルーナエと離れたくないらしい。ただし、ルーナエはそんなことなどまったくわかっていないから、不思議そうな眼まな差ざしでルビーウルフたちのやりとりを見ている。その手には、黒い石で作られた鳥の飾かざりが大事そうに握にぎられていた。


「悪いけど、あなたたちからミレリーナに謝あやまっておいてくれないかしら」


「それはできません」


　エリカの頼みを、ジェイドは躊躇ためらうことなく拒きよ否ひした。いつもの彼ならエリカの言葉に逆らったりはしないのに。


「トライアンにも報告はします。今後のことも話し合わなくてはいけませんから。ですが、謝るのはご自分でなさってください。ミレリーナ様は、きっと門を閉とざしたりはしませんよ」


　ミレリーナもエリカの帰りを待っているはず。エリカがローラーティオーに残ったことを知れば、彼女は残念がるだろう。


　エリカは溜ため息と共に言葉を吐はいた。


「わかったわ。謝しや罪ざいの言葉は伝えなくていい。その代わり、別の伝言をお願いできるかしら。──新しい髪かみ飾かざり、約束通り作ってあげる。いつになるかわからないけど、って」


「はい、必ずお伝えします」


　今度はジェイドも快こころよく頷うなずく。エリカは負けを認みとめたように肩かたをすくめ、くすりと笑った。


　そんなエリカの背はい後ごに隠かくれ、むすっと膨ふくれっ面つらになっているのはヘリオトロープだ。見送りについて来たものの、彼女は一言も話そうとはしない。


　見かねたリオンがティグルの脇わきを肘ひじで小こ突づいた。しかしティグルはヘリオトロープを怒おこらせてしまった引け目からか、なかなか切り出せないでいる。


「あの……」


　少し上ずった声で、どうにか言葉を紡つむごうとする。するとヘリオトロープはそっぽを向いたまま、ちらりとティグルに視線を向けた。どうやら、彼から声を掛けてくるのを待っているようだ。


「また、来るから。国に帰って、いろんなことが落ち着いたら、また……」


「来なくていい」


　ティグルの言葉を遮さえぎり、ヘリオトロープはきっぱりと告げた。はっきりとした拒きよ否ひに、ティグルは口を噤つぐんで俯うつむく。──しかし。


「我われが会いに行く。〈全知の書〉は戻ってきたのだ。いずれエリカから譲ゆずり受け、この霧の中でなくとも生きていける方法を手に入れてみせる。その成功を見せに、お前に会いに行ってやろうではないか」


　膨れっ面は、いつの間にか勝気な笑みに変わっていた。


　ティグルは項うな垂だれていた顔をゆっくりと上げた。完全に嫌きらわれたものと思っていたのか、目を丸くして驚おどろいている。その驚きの表情が、少しだけ緩ゆるんで彼は穏おだやかに笑った。


「歓かん迎げいするよ。君と同じ年頃の妹がいるんだ。きっと仲良くなれると思う」


「そうか。それは楽しみだ。──お茶ちや菓が子しというものも食べてみたいな。たくさん用意して出で迎むかえるのだぞ」


「あぁ、もちろん」


　ヘリオトロープの要求を快かい諾だくし、ティグルはリオンと共に霧の海に消えた。その後をフロストとケーナが追う。


「じゃあ、あたしたちも行くね」


「気をつけて。何もできないけれど、毎日無事を祈いのっているわ」


「それで充じゆう分ぶんです、老ろう師し。俺には、あなたに鍛きたえていただいた誇ほこりがありますから。何よりの財産です」


　そう言って、ジェイドは深くエリカにこうべを垂れた。けれど別れの言葉は言わない。きっとまた会えることを信じているから。


　海に向かって張はり出した、庇ひさしのような岩の上にルビーウルフとジェイドは並ならんで立った。下方では、外へと通じる渦うずが波間に不自然な流れを作っている。


「大だい丈じよう夫ぶ。また会えるよ。エリカもジェイドも、ちゃんと笑っていたからな」


　さよならを言う時は、次もまた会えるように笑っていなくては。


　それが無理に作った笑顔でなく、自然に笑えたのだから、エリカとはきっとまた会えるはず。


　そう言って、ルビーウルフは前を見み据すえたままジェイドに手を差し出す。すると彼はすぐに握にぎり返してくれた。大きな手で、ルビーウルフの手を包み込こむように。


　だけど、違う。そうじゃない。ルビーウルフはすぐにその手を振りほどいた。そして改めて、握る。互たがいの指を絡めるようにして、解ほどけないように強く握り締しめる。


　ジェイドが少し驚いたのが、手を通じてわかった。それでも彼は、すぐに握り返してくる。


　あの時、夢ゆめに見た光景。それを思い出してルビーウルフの心しん臓ぞうはうさぎのように跳はねた。けれど、悪い感覚じゃない。


　今までも何度かこういうことがあった。だけど、この感覚が怖こわかったのだ。どうしてこんなふうになってしまうのか、知ってはいけない気がしていた。


　それが、あの夢を見てからは──己おのれの中に潜ひそんでいたモルダや仲間たちへの卑ひ屈くつな思いを自覚して振り払ってからは、胸に突き刺さっていた栓せんがぽろりと零こぼれ落ちたように風通しが良い。


　これからは、この感覚が何なのかを恐れずに向き合い、そして知ることができる気がした。


「行こう！」


　ジェイドの手を引き、鼓こ舞ぶするように声を上げて。


　ルビーウルフは力強く足を踏ふみ切った。






　あとがき







　こんにちは。もしくは初めまして。淡あわ路みち帆ほ希まれです。


　ある日、ニュースを見ながらぼんやりしていた時のこと。こんなアナウンスが耳に入ってきました。


「万まん葉よう仮が名なが記されたモヒカンが……」


　何それ何それ！　すごく見たい！　私の目はテレビ画面に釘くぎ付づけです。そんな素敵なヘアスタイルが流は行やってるのかしら、と心が躍おどります。しかし、テレビ画面はどこかの博はく物ぶつ館かんらしき映像を映していて、私が期待していたようなものはまったく出てきません。


　しばらくして、真相が判明。


「万葉仮名が記された木もつ簡かん」


　これが正せい解かいでした。とても真面目なニュースでした。つまり、ただの聞き間違い。


　よくあることです。ただ、これが誰かと会話している最中だと困りもの。


「昨日、晩ばん御ご飯はんで弟がマグロ残して」「え、晩御飯で弟が暗あん号ごう残した？　どんな食卓？」


「ここ、冷れい房ぼう強すぎ」「レインボー強すぎ？」


「エレベーターガールやってみたい」「アリゲーター・ガー飼かってみたい？　って、あのワニっぽい魚？」


　等々。他にも数えきれないほど。そのうえ、聞き間違えたまま会話を続行しようとするので話はちっとも嚙かみ合いません。いつもいろんな人に迷めい惑わくかけてます。





　いつもお世話になっております、担当様。四巻から一か月おきで五巻を、と言われました時はそれこそ聞き間違いだったらいいなぁってちょっと思いました。それと、来年こそはアグレッシブになってみせます。きっと。たぶん。


　イラストの椎しい名な優ゆう様。お忙しい中、いつもありがとうございます。毎回挿絵を拝見するのが楽しみです。前巻が変な終わり方したせいで、隔かく月げつ刊かん行こうになってしまってすいません。


　そして、お手にとってくださいました皆様。ありがとうございます。少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。よろしければ、次回もまたお付き合いくださいませ。


　それでは、今回はこれにて失礼致します。





　　　　　二〇〇六年十一月十六日　鍋の季節がやってきた




淡路帆希　　





紅こう牙がのルビーウルフ　５


宝冠に咲く花





淡あわ路みち帆ほ希まれ
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